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１９３１年12月31日　夕刻




　線路脇に転がる死体を見つめながら、男は面倒臭くさそうに呟つぶやいた。

「あー……。せめて、一箇所に纏まとまっていてくれれば楽だったんですけどねぇ」

「不ふ謹きん慎しんですよ」

　小雪の降る中、二人の男が会話を紡つむぐ。

　アメリカ合衆国の捜そう査さ局に勤める捜査官、ビル・サリバンとエドワード・ノア。二人は年の終わりに起こった、ある奇妙な事件についての事後処理を行っていた。

　事後処理と言っても当然捜査を兼ねている。線路の脇に点々と転がる死体を前に、多くの警官達が個々に作業を執り行っていた。点々とは言ったものの、その間隔は数百メートルから数十キロメートルに及んでいる。だが、それらの死体は全すべて同じ事件の物とみて間違いは無かった。

　その死体は、全すべて同じ列車に乗っていた人間と見られているからだ。

「んー……硬い事言わないで下さい」

「それより、聞きたい事があるんですが」

　頭を搔かくビルに対し、エドワードは真剣な顔をして尋ねた。

「我々が揃ってここに呼ばれた理由はなんですか？　本来なら別の部署の連中の仕事でしょう」

　エドワード達は『捜そう査さ局』の中でも少々特殊な部署に勤めている。形として独立しているわけではないが、局内の暗黙の了りよう解かいとして、通常の仕事の合間に特別な仕事を回される人間が何人か存在した。ビルとエドワード、彼らはその特殊な任務につく一員であった。

「えー……まあ、はっきり言うと。乗車名簿にいたんですよ。シカゴの駅から発見されたね」

「いたって……『不ふ死し者』がですか？」

　不死者。線路上の各死体が集められるこの現場に、最も相応ふさわしく無い単語だった。傍かたわらで働いている検死官などに聞かれたら大笑いされていてもおかしくない。

　いや、検死官に限らず、普通の人間ならそれを聞いて笑うのが普通だろう。天下の捜査員様が、『不死者』などという御お伽とぎ噺ばなしを真剣な顔つきで話しているのだから。

　だが、この二人はそれが御伽話などではない事を知っていた。

　２００年以上前、この大陸に渡って来た錬れん金きん術じゆつ師し達。その航路の途中で彼らは悪魔を召しよう喚かんし、ついに手に入れたのだ。『不滅の肉体』を。ここまで陳ちん腐ぷな話は御伽話でもそうそう見られないが、事実なのだから仕方が無い。何よりの証拠に、彼ら直属の上じよう司しがその『不死者』の一人なのだから。

　つまり彼らは、アメリカの各地に散らばる『不死者』を監視、ひいては警戒するという仕事を担当しているのだ。無論、公式には不死者などの存在は認められていない。また、決して認めさせてはならないのだ。

「えー……不死者の特徴、覚えてますか？」

「はい。一つ、『年も取らず、どれほど肉体を傷つけても頭部を中心として完全に再生する事』。一つ、『唯一の例外は不死者同士で殺しあった場合で、この場合は相手の頭を右手で摑つかみ、相手を食う事を願えばその右手の中に吸収されて死を迎える』。一つ、『吸収した側は、相手の持っていた知識を全すべて自分の物とできる』。一つ。『不死者同士、あるいは公共の登録で偽ぎ名めいを名乗る事は出来ない』。以上です」

「あー……そんな一字一句書類の通りに繰り返さなくても。まあ、ですから乗客名簿とかにはどうしても本名を書かざるを得ないって事ですからして……ねえ？」

　半分呆あきれながら会話を続けるビルに対し、エドワードは尚なおも質問を浴びせかけた。

「それで、その不死者は？　そいつがこの事件に関わってるんですか？」

「んー……。彼が無事にたどり着いたのかどうかは、今ドナルドが調べてます。発覚が遅れた分、我々は後ご手てに回ってしまいました」

　彼らが会話を続ける間にも、背後の死体袋が一つ増えた。

　それを見て、エドワードは拳こぶしを固く握り締める。

　──いったい、何が起こったというのだ？

　大陸横断鉄道特別急行。シカゴ経由ニューヨーク行『フライング・プッシーフット』号。

　その列車で、一体如い何かなる惨さん劇げきが起きたというのだろうか──
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１９３１年　12月　カリフォルニア




　馬ば鹿かの馬鹿な一言によって、この馬鹿騒ぎは幕を開けた。

「列車強ごう盗とうしようぜ！　儲もうかるらしいし！」

　馬鹿の馬鹿げた発言に、もう一人の馬鹿が同意した。

「わぁ素す敵てき！　お金持ちになれるね！」

　互いの顔さえ見えない暗くら闇やみの中で、一組の男女────アイザック・ディアンとミリア・ハーヴェントは、物ぶつ騒そうと下らなさの中間にある話題で盛り上がっていた。




　カリフォルニアのとある坑道の奥。一年前まで『仮か装そう強盗』の愛称で極ごく々ごく一部に有名だった男女が、ランタンの灯あかりに照らされながら岩壁の前に佇たたずんでいる。

　このカップルの手口は、派は手でな仮装をして強盗を行い、ある程度逃げたところで別の服装に着替えて逃走する、というものだった。もっとも、盗ぬすんだものが時計やチョコレート、美術館のドアなど不可解な品物ばかりだった為、とうとう全国版の新聞に載のる事はなかったが。

　彼らは去年の十一月、ニューヨークで行った仕事を最後に強ごう盗とうには手を染めていない。今では『地球からお宝を盗ぬすんでやるんだ』と言って金を採掘する毎日だった。ゴールドラッシュから80年余り、遅すぎる到着をした彼らに残っている作業は、廃はい棄きされた坑道でひたすらツルハシを振るうことだけであった。

　それから一年以上たったある日、女性用の作業着を纏まとったミリアが尋ねる。

「ところでアイザック、普通は川で金を取るのに、どうして私達穴を掘ってるの？」

　今更の質問に対し、アイザックは何の迷いも躊躇ためらいもなく答えた。

「ははは、ここの連中はみんな金が何ど処こで取れるのか知らないのさ！　っていうか、川で砂金をすくおうとしたら縄なわ張りが云うん々ぬんとかいって怒られた。しかも知らない人に！」

「屈くつ辱じよくだね！」

「だがしかし、俺おれはこの廃棄された金坑道の前でムカデを見た！　しかも足が何百本もあるドデかい奴やつをだ！」

「ひゃあ、気持ち悪い！」

　アイザックの具体的な叫びに、ミリアが思わず体を震わせる。

「フフフ、それがなミリア、東洋ではムカデは金坑の神様らしい！　そこで俺は確信したね！　ここからはわんさかと金が出るって！」

「まだ一回も出てないけど、凄すごぉい！」

　たった一人の拍手の音が、坑道内に空むなしく響き渡る。

「あ、でもでも、ムカデが東洋のカミサマって事は、十じゆう字じ架かとかどうなるのかなぁ」

「そうだなあ。十字架にムカデが巻き付いてるんじゃないかな？」

「偶像崇拝カトリツクだね！」

　そんな会話を毎日のように繰り広げていたが、この日はいつもと違う点が一つあった。

「そうそうアイザック！　エニスとフィーロから手紙が来てたよ！」

　蠟ろう燭そくの明かりに無む邪じや気きな笑顔を浮かばせて、懐ふところから一通の手紙を取り出した。

　エニスとフィーロ。一年前にニューヨークで知り合った友人達だ。

　フィーロは小さな犯罪組織の幹部、エニスはある錬れん金きん術じゆつ師しによって作られた人工生命体ホムンクルスであったが、アイザックとミリアはそんな二人の立場などはまるで理解していなかった。

　更に言うならば、その時起こった『不ふ死しの酒』のトラブルによって、二人も不死人となってしまっていた。しかし、二人は自分の体に起こった変化など欠片かけらも気付いてはいない。

　そう、彼らは人間ではなく、本来恐れと羨せん望ぼうの間を行き来する化け物、『不死者』なのだ。

　どちらにせよ今を幸せに生きている彼らにとって、そんなことは全く関係の無い話だが。




　蠟ろう燭そくの明かりを頼りに、エニス達の手紙を声に出して読むミリア。

　内容としては、一年ぶりにＮＹニユーヨークに遊びに来ないかという話が殆ほとんどであった。

　ただ、エニスの手紙の一部に気になる事が書いてある。

『アイザックさんとミリアさん、貴方あなた達二人のことは、まるで自分の兄弟や姉妹のように感じられます。結局会う事が出来なかった私の本当の兄弟達。私が作られる前に存在していたみんな。彼らの事を考えるととても悲しいけれど、アイザックさんとミリアさんのおかげで、それを乗り越える事が────』

　そんなくだりを読みながら、ミリアは悲しそうにアイザックに尋ねた。

「ねえねえアイザック。ミリアのお兄ちゃんたち、もう死んじゃたってことなのかなあ……」

　一方アイザックは、ミリアが突然泣きそうな顔をしたので、慌あわてて彼女の考えを否定した。

「いやいやいや、違うよ違うさ、えーと……作られる…？　会うことの無かった……？　あー、これは、だから──」

　少し悩んでいたが、やがてハタと手をうった。

「そう、あれだ！　『弟が欲しい』って奴やつだな！」

　それを聞いて、ミリアは顔をぱぁッと明るくして叫んだ。

「幸せそうな子供がママに頼んだりして困られるって奴だね！」

「そう、それさ！　そうか、じゃあエニスは幸せなんだなあ」

「幸せだね！」

　ひとしきり納得したあとて、二人は別の問題に気がついた。

「でも私達、エニスのお母さんじゃないからどうにもできないね」

「うーん、それは残念だけどよ、代わりになにかすっげえお土産みやげを持って行こうぜ！」

　そこで初めて、二人はＮＹへ向かうプランについて話し合い始めた。

　しかし、今の二人には『金欠』という最大の問題があった。この一年間は、金の代わりに採れた青い石が何な故ぜか高値で売れたのでどうにか食いつないでこれたが、今の時点ではお土産を買う余よ裕ゆうなどとてもない。

　そこで、アイザックが再びハタと手を打ち、坑道中に響き渡る声で高らかに叫んだのだ。

「列車強ごう盗とうしようぜ！　儲もうかるらしいし！」

「わぁ素す敵てき！　お金持ちになれるね！」




「ところで、列車強盗ってのは、『列車で目的地まで行って強盗して、列車に乗って逃げる』って事だよな？」

「違いないね！」

「ようし、じゃあ前と同じく、悪いことしてるマフィアからお金を奪おう！」

「わぁい、アイザック正義の味方ぁ！」

「さあて、一体何ど処このマフィアを列車強ごう盗とうしてやろうか……」

　その時、ランプの炎ほのおが不意に消えた。

　周囲が漆しつ黒こくの闇やみに閉ざされる。

「ひゃぁ、怖い！」

「まままま待て、ミリア安心しろ！　こういう時は下へ手たに動いちゃ駄だ目めだ！　助けが来るまでここでじっとしているんだ！」

「わあ、アイザック、頼りになるぅ！」




　翌日の晩。アイザック達がいた場所に近い坑道で、作業着の男達がつるはしを振るいながら雑談に明け暮れていた。

「そういやよ、向こうの廃坑道掘ってた連中がいたろ？」

「ああ、時々瑠璃ラピスラズリを掘ってくる奴やつらか？」

「あいつら、今朝担たん架かで運ばれてたよ。酸欠らしいぜ。昼にはピンピンしてたがな」

「へえ。よっぽどすぐに見つけてもらったんだなあ。普通なら死んでるだろ」

　まさかアイザック達が不ふ死しだとは知らず、坑夫達は二人の強運を素直に賞賛する。

「男の方が確か、『足が何百本もあるムカデを見たから金を掘ってた』とか言ってたな」

「なんだそりゃ？」

「知るか。東洋の宗教だとかなんとかぬかしてたぜ。あいつら、異様に東洋の事に詳しかったからな」

　その話を横で聞いていた年配の坑夫が、あきれた目をして話に加わった。

「あの坑道のヌシの話かぁ？　足が何百本もある奴じゃろ？」

「知ってんのかよ、親おや父じ」

「知っとるも何も……ありゃあ、ムカデじゃなくてヤスデじゃよ」




　その頃、アイザック達は列車に乗っていた。

　まずはマフィアの巣そう窟くつであるシカゴに向かい、そこで『仕事』をした後、列車に乗って逃げるのだ。

　逃走の為の列車はもう決めてある。

　ＮＹニユーヨーク行き特別急行────『フライング・プッシーフット』。
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１９３１年12月29日　深夜




「いや、あの、そのさ、えと、えと、なんていうか、あれだよほら、平和的にさ、解決しようよ、ね？　僕達さ、お互い、大人おとななんだからさ、ね？　ＯＫ？　大丈夫、僕達なら出来るよ、ね？　だから、だからさ、落ち着いて考えようよ」

　シカゴの郊外の工場周辺。その裏路地には街灯もネオンサインも見当たらず、周囲にはひっそりとした闇やみが訪れていた。本来なら静寂が似合うはずのその場所に、明らかに場違いな声が響き渡っていた。

　もっとも、それが銃を突きつけられた男の悲鳴と懇こん願がんだと考えれば、逆にこれほどうってつけの場所も無い。月明かりの下、一人の若い男が銃じゆうを持った数人の男───服装と雰囲気からすると、おそらくは都市部のマフィアの構成員であろう───に囲まれていた。

　一つ奇妙な点があるとすれば、泣いている男の顔面に彫られた、剣を模した黒い刺青いれずみだろう。

「だからだから、その銃じゆうをさ、下ろしてよぉ。ね、ね？　頼むよ、本当に気が狂いそうなほどに怖いんだ！　頼むよ頼むよでもお金は今一銭も持ってないんですとりあえずあやまるから銃を下ろして銃を下ろしてええええぇぇぇー」

　一方、銃を持っている側の男達は、訝いぶかしげな顔を互いに見合わせた。全員が暗色系のトレンチコートを纏まとっており、泣き虫の若者を取り囲んで闇やみの中に覆おおいこんでしまっている。

「おい、本当にこいつで間違いないのか？」

「その筈はずだ、顔面に剣の刺青いれずみなんて、間違えようがねぇ」

「だがよ、本当にこんな情けねぇ奴やつが？」

「本人に聞いてみりゃいいだろう」

　集団のリーダー格と思われる男が、既に涙を流し始めている若者の襟えりを摑つかみあげた。

「おい、泣くのを止やめろ。これからお前に簡単な質問をする。その答えによっちゃ、お前は無事にママの所へ帰れる、解わかるな？」

「うっ、うっ、ぼ、僕にママはいないよぉ……」

　途と端たん、泣き虫男の目の下に銃の台だい尻じりが叩たたき込まれた。

「ひぎゃぁっ！」

「誰も手前てめえの境遇なんざ質問してねえ！　あ？　俺は今なんて言った？　『俺の言ってる事が解るな』って聞いたんだこの糞くそ蟲むし野や郎ろう」

　マフィアは倒れかけた泣き虫の体を強引に引き戻すと、鼻の下に銃じゆう口こうを押し付けながら、ゆっくりと口を開いた。

「──いいかこの腐くされ泣きみそ野郎ブラバラア、鼻の穴を一つにして頭の上に新しい穴を空あけられたくなけりゃ、お前の名前を、ゆっくりハッキリ口に出せ」

　泣き虫男は震えながらカクカク頷うなずくと、涙を飲み込みながら自らの名を口にした。

「ひぐっ……ひぐっ……ジャ、ジャグジー。ジャグジー・スプロット」

　その言葉を確認すると、マフィア達は顔を見合わせ、気の抜けた表情で失笑を酌くみ交わした。

「ふは、マジかよおい、俺おれ達『ルッソ・ファミリー』を散々てこずらせてくれたゴミ連中のボスが、捕まえてみりゃこんな臆おく病びよう者ものか？　本当はな、今日はただお前らのアジトの様子を探るだけだったんだ。そしたら人相書き通りの間抜け面づらが、護衛もつけねえでお散歩してるんだもんなぁ？　気の抜ける話じゃねえか。ハハ、笑える話だよな、なあ？」

　溜ため息いきのような笑いが収まると、ジャグジーと名乗った男は地面に叩たたきつけられた。

「ちっとも笑えねえよこの糞くそ餓が鬼き、なんだあ？　散々俺達のシマを荒らしてるってぇから、どんな豪ごう胆たんな野や郎ろうだと思ったらそのザマか」

　顔に血管を浮き上がらせながら、リーダー格の男がジャグジーに蹴けりを叩き込む。

「し、シマを荒らしたって、ヒグッ、僕達はただ……」

「ただ、何だ？　酒を勝手に造って売るわ、徒と党とうを組んで俺たち『ルッソ・ファミリー』の商売を散々邪じや魔ましてくれるわ、果ては傘さん下かの店に強ごう盗とうを仕掛けてくれるわ、それの何ど処こがシマ荒らしじゃねえってんだ？」

　ジャグジーはひたすら蹴けりを耐えていたが、不意に泣き言を止やめ、マフィア達に対して声高く反論した。

「たた、確かに僕達は悪党だよ、だけどだけど、最初に、最初に酒を売った時に、僕達の仲間を八人も殺したのはお前達じゃないかぁ！　だから、だから、決めたんだ、ルッソ・ファミリーには徹底的に抗あらがってやるって！」

　涙を流しながら訴えられたその言葉が余程気に障さわったのか、マフィア達は顔を真まっ赤かにして拳こぶしに力を込めた。

「ふざけやがって、安く死ねると思うなよ、たっぷりと金と時間をかけて、手て前めえのお仲間ともども──」

「うっ、うっ…ひぐッ、そんな事よりも、ね、早く銃じゆうを下ろしてよぉ、な、な、なるべくなら、殺したくないんだよぉぉ」

　ジャグジーの声が、マフィアの声をきっぱりと遮さえぎった。

「っの野や郎ろう！　自分の立場を──」

「いやだイヤダ嫌いやなんだ本当に怖いんだよぉ！　僕は血を見るのが嫌いだし、骨の折れる音を聞くのも本当に怖いんだぁああ」

　話が微妙に嚙かみ合っていない事に気付き、マフィア達は振り上げた拳こぶしを静かに止めた。

「だから、ね、ドニー、まだ、まだ待ってよ待ってあげてよ頼むよ頼むよこの人達はきっと銃を下ろしてくれるよぉおおぉ」

「ドニー？　何だ？　誰のことだ？」

　リーダー格の男は、ジャグジーの顔をまじまじと見て────気がついた。

　彼の視線が自分ではなく、その肩を通り越した背後の『何か』に向けられているという事に。

　空気が張り詰めた瞬間、それは聞こえて来た。

　ゴシャリ

　その音が聞こえた瞬間にジャグジーは悲鳴をあげ、ガタガタ震えながら己の耳を塞ふさぎ込んだ。

　リーダー格の男はジャグジーから手を離し、五感を激しく研とぎ澄ませる。背後に振り返るまでの一瞬の間────

　彼の双そう眸ぼうは、『何か』を見つけて立ち尽くす部下達の姿を捉とらえた。

　彼の耳は、先刻の嫌な音に続いて響く、何か硬い物を擦すり合わせるような音を聞いた。

　彼の鼻は、凍こおりついた空気の匂においと冷たさを感じた。

　彼の舌は、喉のどの奥から込み上げてくる胃液の苦味と酸味を感じた。

　そして振り返りきった瞬間、彼の腕の痛覚に、生涯で最大の痛みが直撃した。

「ガッ……ヴぁあぁぁあッ！」

　突然襲った衝しよう撃げき。その着弾点に目を向けると、拳けん銃じゆうを握った己の拳こぶしに、常人の倍はあろうかという巨大な手指が絡からみ付いている。自分の手首が異常な方向に捻ねじれており、所々で肉が裂さけ、心臓の鼓動に合わせて赤黒い液体が吹き出している。痛みで混乱する頭を何とか理性で押さえつけながら、リーダー格の男は目の前にある何かの存在を確認した。

　それは、月を背にした巨大な人影だった。

　身の丈たけおよそ２メートル。影を纏まとったその大男は、右手でリーダー格の片手を捻ひねり壊こわしている。一方高く掲げられた左手の中では、マフィアの一人の首が暴力的に握り締められていた。その首は大男の握力によっていびつに歪ゆがんでおり、不自然な力の抜け方をした頭と体が両側にぶら下がっている。

　頭の真後ろに月が重なっていて、影で化け物の表情を窺うかがい知る事は出来ない。本来顔があるべき場所には、只ただ々ただうっそうとした闇やみが佇たたずむのみであった。

「ば、ば、化け物がぁッ！」

　恐怖が痛みを上回る。既に神経の途切れた手を必死に振り上げる。大男はそれに特に抵抗する事も無く、右手の束そく縛ばくを解きほぐした。

　束縛から解かれたリーダーは、眼前の巨漢に対して引き金を引こうとする。だが、当然指の筋肉は命令を聞ける状態ではない。

「おぉお、お前ら何してるッ！　こいつをさっさと撃ち殺せぇッ！」

　部下達に号令をかけるが、誰一人として動こうとはしない。そして、彼らの視線は巨漢に集中せず、周囲の闇を右う往おう左さ往おうしている。

　憐あわれなリーダーはそこでようやく気がついた。周囲の闇の中、月明かりに浮かび上がる多数の人影に。ジャグジーを取り囲む自分達の更にその周りを、二は十た歳ち前後の若者達が目をギラつかせながら包囲していた。一人一人が統一性の無い服装をしていたが、マフィア達は彼らが何者なのか即座に想像する事ができた。彼らこそ自分達が壊かい滅めつさせねばならないチンピラの集まりであり──目の前にいる泣き虫の手下達なのだと。

　路地の両側、電柱の影、道を囲む塀へいの縁へり。『彼ら』は五十を軽く越える数で周囲を取り囲んでおり、非常にゆっくりとしたスピードでマフィア達の包囲を狭せばめつつあった。

「なんだ……何なんだお前らぁ！」

　何とかこの状況から脱出を試みようと再び部下に顔を向け、彼はまたも声を失った。

　そこにあったモノは、やはり立ち尽くす部下達の顔。

　だが、先刻と違う点が二つあった。一つは、彼らは大男や周囲の人ひと垣がきに──あるいはジャグジーに向けて引き金を引こうとしていた事。

　もう一つは、その目は既に動いておらず、顔からは完全に生気が失われていたという事。

　リーダーが瞬まばたきする間も無く、部下達は連続して地に倒れ臥ふした。彼らの後頭部には、それぞれに鋭いナイフが高々とそびえ立っており、月の光を鈍く反射させていた。

　リーダーは己の部下達の死体を呆ぼう然ぜんと見ながら、その傍かたわらに数名の男女が立っている事に気がついた。

「御機嫌は、如何いかがですか？」

　不意に、中心に立っていた女が声をかけてきた。年は若く、ジャグジーと同じぐらいであろう。無ぶ骨こつな眼がん帯たいで右目を覆おおっている事と、顔についた大きな傷が特徴的な女だった。更に言うならば、眼帯の上から眼鏡めがねをかけている事が、彼女が持つ異常な雰囲気を更に引き立てていた。

　冬だというのに腕の見える服を纏まとっており、その両腕にも無数の傷がこしらえられている。

　数年ぶりに人間の声を聞いたような錯覚に陥りながらも、リーダー、いや、部下を全すべて失った『リーダーだった』男は、女の声に徐々に冷静さを取り戻していった。同時に、右手首に激しい痛みが蘇よみがえってくる。心臓の鼓動に合わせ、血の熱さが痛みと共に脳のう髄ずいに襲い掛かる。

「なんだよ、お前ら一体何なんだよ！　いつの間に、こんな……」

　言葉は途中で止まる。女の横にいた男が、鉄パイプで彼の頰ほおを殴なぐりつけたからだ。

「あ、あ、がが、ガぁッ」

「誰も貴方あなたの境遇なんて質問してません！　ね？　私は今なんて言いました？　『御機嫌いかが？』って聞いたんですよ、この糞くそ蟲むし野や郎ろう様───でしたっけ？」

　先刻自分がジャグジーに対して放った言葉が、丁てい寧ねいになって返ってきた。畜生、さっきからこいつらここにいやがったのか、俺おれを俺達を罠わなに嵌はめやがったんだなこの腐くされ売女ばいた。口に出して罵ののしろうとしたが、口からとめどなく溢あふれる血がそれを許してはくれなかった。

　周りを見渡すと、いつの間にか自分の周りに人の塀へいが出来上がっている。この場で行われている鮮血のショーに対し、ある者は表情を変えず、ある者は囃はやし立て、ある者は哀あわれみの目でこちらを見み据すえている。この集団の本質を摑つかむ事は遂に出来なかったが、これだけはハッキリしている。

　逃げられる余地は、欠片かけらも無い。

　絶対絶命の状況で、今やただのチンピラと成り下がった一人のマフィア。彼は先刻のジャグジーの泣き言を思い出し、すぐさま行動を開始した。

　ぐしゃぐしゃになった右手に絡からみ付いてる銃じゆうを振り落とし、あらん限りの声で、ジャグジーに向かって懇こん願がんした。

「銃は下ろした！　確かに銃は下ろした！　俺おれはもう武器は持ってない！　だから、お前の仲間に俺を殺さないように言ってくれ！　な！　骨が折れる音も血を見るのも嫌いやなんだろ？　だから……」

　そこまで叫んで、当のジャグジーがピクリとも動いていない事に気が付いた。

　両手を耳にあてがったまま、白目をむいて泡あわを吹いている。

「失神したみたいです。残念でしたね」

　眼帯女が淡々と告げる。

　もはや万ばん策さく尽きた。後は強行突破しか残されていない。そう考えたマフィアは、今しがた捨てた銃じゆうを左手で拾い上げ────る事は出来なかった。厚皮のブーツに覆おおわれた巨漢の足が、彼の左手を銃ごと踏み潰つぶしたからだ。

「畜ちく生しよう、畜生畜生畜生畜生！　手て前めえらみてえな餓が鬼きに、畜生畜生畜生、手前らみたいな餓鬼どもに舐なめられて堪たまるか畜生ぁああああッ！」

　追い詰められた彼は、靴の下から無理矢理左手と銃を引きずり出す。皮が剝むけ、所々肉が抉えぐれる痛みを感じた。

　それでもかまう事無く、彼は人ひと垣がきの中で一番脆もろそうな部分、すなわち、眼がん帯たい女に銃じゆう口こうを差し向ける。自分に残された全すべてのチャンスを左手の人差し指に上乗せして、希望の全すべてを弾丸に込めて。

　しかし弾丸は結局発射される事も無く、彼の命運チツプはここに尽き果てる事となった。

　女が何かを投げるのが見えた。何か小さく丸い物から、シュウシュウと煙が音を立てている。

　そして、それが突然音を立てて弾けとんだ。

「──ッ火薬玉か！」

　気付いた時には既に遅し。威力は爆ばく竹ちくに毛が生はえた程度だったものの、その豪ごう音おんに思わず目を覆おおってしまった。

　血の滴したたる腕の間から、彼が最後に見たものは──女の左右の男から飛んでくる、無数の銀のひらめきだった。月光を反射したナイフの軌き跡せきが、全て自分に向かって収束してくる。ああ、なんと綺き麗れいで恐ろしくおぞましいのだろう。

　それが、彼が生涯で受けた最大にして最後の感動だった。




　無数のナイフを体に生やした男を眺めながら、女は深い溜息をついて呟つぶやいた。

「私達に、直接命乞ごいをすれば良かったのに」

　後は興味がなくなったようで、巨漢の手によって目を覚ましたジャグジーの方に顔を向けた。

「うう、ひぐッ、死んじゃってる、みんな死んじゃってるよぉ、血が赤いよぉ、顔が青いよぉ、気持ち悪いよぉ……」

　マフィア達の死体に対する泣き言を無視して、女は自らのボスに対して労ねぎらいの言葉をかけた。敵に対する時とは打って変わって、いたってフレンドリーなタメ口で。

「お疲れ様、ジャグジー。貴方あなたの言った通り、あいつらまんまと罠わなにかかったね」

「うう、でもでもでも、何も全員殺す事は無かったのに」

「仕方ないよ。こっちから見たら今にもジャグジーが殺されそうだったもの。それにこいつらがケニー達を殺した張ちよう本ほん人にんだって生き残った皆が言ってたし。それに、貴方を殴なぐったりしてたのも許せなかったから」

「それって結局私し怨えんじゃないか……。でもちょっと嬉うれしい、ありがと、ニース」

　死体の存在を無視した空気を作り出すと、ジャグジーはニースと呼んだ女に静かに笑いかけた。だが、思い出したように死体の山を振り返ると、またもやその双そう眸ぼうから涙が零こぼれ落ちた。

「どうしたの？　今度は何が怖いの？」

　心配そうに尋ねるニース。ジャグジーはその背後に回りこみ、カタカタカタカタと震えだす。

「いやね、あのね、ひょっとしたらさ、死体がさ、起き上がって僕の事を殺しに来るんじゃないかって、そんな気がしたの。い、いや、こないださ、なんかの本読んだんだ、死体が起き上がってね、生きてる人の血を吸い殺すって……」

「現実と虚きよ構こうの区別ぐらいつけてよジャグジー。そんな事なんかありえないって」

　その時突然、彼らの後ろから雄おたけびが上がった。

「うおおおぉぉぉぉぉぉ……死体、起き上がる、血を吸う、困る、怖い」

「あ、ドニーもそう思う？　良かった、僕一人じゃなくて……」

「ま、任せろ」

　ドニーと呼ばれていた巨漢の男が胸を叩たたく。褐かつ色しよくの肌と拙つたない英語は、彼がメキシコから来たばかりの移民だという事を表していた。

「お、俺おれが、念入りに、殺す」

　言うが早いか、巨漢の男の足が折り重なった死体に踏み下ろされた。鈍にぶい音と甲かん高だかい音が、奇妙な重奏となって辺りに響き渡る。その衝しよう撃げきで死体がまるで生きているかのように跳はね上がり、刺ささりっぱなしだったナイフが一斉に抜け落ちた。連続して踏み下ろされる足の衝しよう撃げきに合わせ、ナイフの抜けた痕あとから血が間かん欠けつ泉せんのように噴出する。

「わぁあぁあああ。や、やめてよドニー！　死んだ人は丁てい重ちように扱わなきゃ！」

　ジャグジーが慌あわててドニーを制する。それと入れ替わるように、ニースが死体の山に歩み寄った。そして、懐ふところから何か細長い筒つつを取り出し、その先端に生はえている紐ひもを指でなめし始める。

「？　ねえニース。何をするの？」

　この上なく嫌いやな予感がする。そんな不安を曝さらけ出したジャグジーの問いに、ニースはニコリと笑いながらジッポを取り出した。

「ねえ、まさか、まさかだよね？　ニース。……ニース？　ニ─────ス！」

　止める間も無く、ニースは長い紐ひもに火を放ち、次の瞬間には勢いよく火花が飛び散り始めた。

　その火花を、まるで百年来の恋人であるかのようにうっとりと見つめると、彼女は紐の先にある円えん筒とうを静かに死体の山の上に横たわらせた。

　そして驚くほど静かな笑みを浮かべながら、仲間達に向かって声をかけた。

「さ、早く逃げないと危ないですよっ！」




　路ろ地じ裏に轟ごう音おんが鳴り渡る。赤い輝きが月光を跳はね返し、路地裏が暴力的な輝きに包まれた。

　その光が収まった後も、路地裏の所々で小さな明かりが灯ともっていた。ダイナマイトの爆発によって飛び散った『何か』の欠片かけらが火種となって、遠くに伏せているジャグジー達を薄ぼんやりと照らし出している。

　ゆっくりと起き上がりながら、ニースはガタガタ震えるジャグジーを慰める。

「ほらほら、泣かないで。ね、死体はバラバラになっちゃったから、もう安心だよ。生き返ってなんかこれないよ、だからもう泣かないで。ジャグジーのためにやった事なんだから」

　大きく息を整えながら、ジャグジーはニースの方を涙目で睨にらみつけた。

「う、う、噓うそだ。にに、ニースはただ、爆弾を使いたかっただけだろう？　爆発が見たかっただけだ、そうだよね？」

「うん、実はそう」

　片方しか無い目で精一杯微笑ほほえみながら、悪びれも無く答えるニース。

「に、ニニニースぅー、後で殴なぐるからね！」

「無理無理、ジャグジーにそんな野や蛮ばんなこと出来ないよ、ね？」

「う……」

「ほら！」

　勝ち誇ったようなニースを横目に、ジャグジーは唯一爆発に伏せなかった男に声を掛けた。

「じゃあドニー、代わりに殴なぐっておいて」

「む、解わかった。ニース殴る、ジャグジー嬉うれしい、すると俺おれも嬉しい」

　褐かつ色しよくの巨漢が、嬉うれしそうに腕を振り回す。

「ごめんなさいもうしません二度と逆さからいませんだから許してーっ！」

　両手で頭を抑えながら、隻せき眼がんの女が炎ほのおの間を逃げ回る。

　三日に一度は行われるやり取りを見て、残りの仲間達はヒイヒャハヒイヒイと笑っている。

「ささ、さあみんな、早くここから、その、逃げようよっていうかににに逃げなきゃ！」

　ふらつく足取りで慌あわてふためくジャグジーに対し、仲間達は不思議そうな顔で「え、なんで？」と尋ねかけた。

　ジャグジーは逃げるのを踏みとどまり、その場で足をばたつかせながら声をあげた。

「あああああのさ、何で今日、銃じゆうを使うなって言ったか、わわ、解ってる？」

　仲間は口々に「銃じゆう声せいも怖いんじゃなかったっけ？」「弾が勿もつ体たいねえんだろ」「ヒャッハァ」などと好き勝手な事をのたまっている。ジャグジーは泣きながら怒り、足を更にバタつかせた。

「大きな音を立てたら、警察や他ほかの『ルッソ・ファミリー』の連中に気付かれちゃうからだよぉ！　そそそ、それなのに、爆弾を爆発させるなんて……早く速く、この場所を離れなきゃ！　みんなも急いでぇ！」

　言うが早いか、路ろ地じの奥へと向かって一いち目もく散さんに駆かけ出した。

　オおぉぉぉおおおお────

　皆が感心したように声をあげる。

「成る程、そうだったのか！」

「すげぇぜジャグジー、頭いいなぁ！」

「流石さすが、俺おれらのボスなだけあるぜ！」

　口々にジャグジーを称たたえながら、おそらくはシカゴで一番泣き虫な不良の首ボ領スを追いかけた。

　炎ほのおに照らし出されるその光景は、まるで悪魔の群に追いかけられる憐あわれな子羊のようであった。




「とと、ところでさ、ニース。明日の列車の件だけどね、ヨウンの話だと、安い客室に乗れるのはあと五人ぐらいが限界らしいんだ。だからさ、僕と君とドニーと、あと二人ぐらい適当にキミが決めておいて」

「それだけで大丈夫？」

「う、うん。別に列車をどうこうしようっていうんじゃないし、ちょっと貨物室のお宝を戴こうってだけなんだからさ、大人数だとかえって不自然だよ、ね？　それにさ、ファンとヨウンもあらかじめ乗ってるんだし」

「ＯＫ、じゃあ、明日の夕方４時、シカゴユニオン駅でね」

　準備に向かうニース達と別れ、ジャグジーは明日の計画に大きな不安と期待を感じていた。

「うまくいくかなぁ、大丈夫かなぁ。でも、大陸横断の特別急行『フライング・プッシーフット』に乗れるだなんて、今から楽しみだなぁ。ファン達にも久しぶりに会うけど、元気にしてるといいなぁ」

　星空を見上げながら、ジャグジーは同じ列車に乗る友人達と、明晩強行する計画に対して思いを巡らせた。

　初めて行う、列車強ごう盗とうの計画に。
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　シカゴから南に数十キロメートル下った荒野、その中にひっそりと立つ廃工場があった。

　その中の一際大きな広間に、五十人を越す集団が規律正しく整列していた。みな一般人とはかけ離れた雰囲気を身に纏まとっており、勇ゆう猛もうにして狡こう猾かつそうな彼らの眼つきは、軍人とマフィアの中間といった色調を醸かもし出していた。床の灰色と周囲の壁に浮かぶ鈍にび色いろに囲まれ、その隊列は異常なまでに沈黙に包まれている。

　その支配を断ち切り、一人の男が声を発する。隊列の前に立ち、鋭い眼の中に暗い炎ほのおを静かに灯ともしている男だ。

　その男──グース・パーキンズは、１９３０年代というマフィア黄金時代……あるいは後のちの世の映画社会において、実にポピュラーとなる台詞せりふを吐はいた。

「諸君、本当に残念な事だが──この中に裏切り者がいる」

　隊列は沈黙を続ける。それには特に構わず、グースは声高らかに弁を繫つなげていく。

「先立って、偉大なる指導者であるヒューイ・ラフォレット師が、国家の豚ぶた犬いぬどもに拘こう束そくされた。偉大なる師が無知な凡ぼん愚ぐどもの無秩序なる法によって裁かれようとしているのだ！」

　徐々に語気を強めていくが、目の中にある暗い光にはなんら変化は見られない。

「だが、それはさしたる問題では無い！　明晩決行される作戦によって、ヒューイ師は必ず奪だつ還かんする！　問題は、師を屈くつ辱じよくの地に這はいずらせた内通者の存在である！」

　そこまで話しても変化は無い。グースの目の中の光も、それを聞き入る五十人の表情も。

「私は独自に内通者の存在を調べ上げた、だが、しかしだ、ヒューイ師は慈悲深いお方だ。私もそれに倣ならおうと思う」

　後ろ手を組み、隊列に背を向けながらグースは問う。ただ静かに、問う。

「内通者に問いかけよう。もしも自らの過ちに気付いたのなら、何も言わず一歩前に出て欲しい。その勇気がないのならば、如い何かなる詭き弁べんも悲ひ憤ふんも私には届かなくなる事と知れ」

　そこで、初めて隊列の人間達に表情が生まれた。

　隊列の先頭に立っていた一人が、ニヤリと顔を歪ゆがませながら一歩前にでた。

　そしてその動作が確認された瞬間、残る隊列の全すべての顔がニヤリと笑い、五十人全てが足並みを揃え前にでた。




「どうですかな、グース殿。全ての人間に裏切られた気分は？」

　一番最初に踏み出した若い男が、皮肉げな表情を浮かべて銃じゆうを抜いた。

「あんなミエミエの張ったりでカマをかけようってのには恐れ入りましたが、流石さすがにこれは予期せぬ結果だったでしょう？」

　しかしグースは慌あわてない。目の中の暗い光も、只ただ々ただ静かに蠢うごめいている。

「最後に一つ聞いておこう、愚かなネイダー」

　その言葉を諦あきらめと受け取ったのか、ネイダーと呼ばれた若者は嬉うれしそうに顔を歪ゆがめた。

「なんですかね、グース殿？　言っておきますが、貴方あなたが助かる方法なら皆無だと答えておきますがね」

「私やヒューイ師の事が気に入らないのは良しとしよう。だが、この後貴様らは如い何かなる思想のもとで、如何にして革命を成すつもりだ？」

　神妙な顔つきで尋ねるグースに対し、裏切り者達は実に緩ゆるみきった態度で嘲あざ笑わらう。もはや敬語を使う事も止やめ、敗者に対する哀れみと嘲あざけりの入り混じった口調で答えを返す。

「ハハ、革命？　解わかりきった事を……そんな事は不可能なんだよ！　いいか、ヒューイにもアンタにもついていけねえ。俺おれ達はこのままシカゴのルッソ・ファミリーの傘さん下かに入る。この人数で全員闘争に長たけてるとくりゃ、そのうち組織ごと乗っ取る事も夢じゃねえ。いや、スカーフェイスカポネが国にぶっちめられた今ならシカゴの町だって手に入れられる！　これからは思想よりも力の時代だぜ、グースぅ！　少なくとも軍をやめさせられたあんたや得体の知れねえヒューイよりは、俺おれがこの集団の力を使ってやった方が道理に叶かなうってもんだろ？」

　グースはその答えに軽い溜ため息いきをつくと、かぶりを振りながらネイダーに話しかけた。

「予測した答えではあったが、今更マフィアの流れに組み込まれようとはな。愚おろかにも程がある。カポネが脱落したのがチャンスだと？　逆だな。これでシカゴのマフィアどもからは暫しばらくチャンスが消え去った。ましてや貴様らのようなヒヨッコ連中が、ヒューイ師や私の指示無しに一日たりともシカゴの暗がりで生きていけるものか」

「……御忠告どうも。言い残す事はそれだけか」

「いいや、まだある。貴様は私の言葉を『ハッタリ』と言ったが、私は噓うそなどついていない」

　言いながら、グースが軽く手を上げる。

「？」

「言ったろう、内通者は全すべて調べたと。そして、お前らに愛想あいそをつかした、友愛の徒やからの事もな」

　手を振り下ろすと同時に、凄すさまじい轟ごう音おんが響き渡った。それは数十にも及ぶ銃じゆう声せいが重複した結果であり、その轟音が数度続いた後、工場内に再び沈黙が訪れた。

「な……」

　ネイダーが恐る恐る振り返ると、灰色の床がどす赤く染まっていた。

　隊列の前部の人間は、体のどこかしらに風穴を開けて絶命、赤い血溜だまりに横たわっている。

　そして今だ立っている三十人程は──目を白黒させているネイダーに向けて、硝しよう煙えんを纏まとった銃じゆう口こうを構えていた。

「お、お前ら！」

「言っただろうネイダー。『この中に裏切り者がいる』と。もっともそれは、貴様に対する裏切りだったわけだが」

　無表情のまま語るグース。対するネイダーは、一変した状況に理解が追いつかないのか、何も言わずにただ冷や汗を流しているだけだ。

「この三十名は、お前が裏切ろうとしているとそれぞれ報告してくれたよ。貴様にはついて行けなかったらしい。残念だったな」

　ようやく自分が置かれた状況が理解できたのか、カクカクと顎あごを揺らしながら、とっさに自らの懐ふところに手を伸ばし、黒光りする拳けん銃じゆうを取り出した。

　その右手に、鋭く熱い痛みが走る。

　ゴトリ。

　取り出したはずの銃が静かに床に落ちた。それが自分の手首から先を含めてだと気付いたのは、いつの間にか眼前に立っていた女を見た時だった。

「シャ、シャーネ……」

『狂信者』シャーネ。軍服を身に纏まとったその女は、常にヒューイの命令に絶対であり、組織で一番優秀な暗殺者だ。アジアのアサッシンは麻薬で感覚を麻ま痺ひさせるというが、彼女の場合は『思想』で体中が麻痺している。既に自分が女だという事も、人間であるという事も忘れているのではないかと思うほどだ。

　ネイダーは右手首の痛みに耐えながら、目の前の女の情報を必死に繰り返していた。

「し、死んだと思ってたのに。ヒューイが捕まった時に死んだんじゃなかったのかよ！」

　ネイダーの叫びにもシャーネは終始無言のままで、代わりにグースが疑問に答えた。

「生きていたさ。そしてそれを何より悔やんでいる。だからこそ、明晩の作戦の障しよう害がいとなる物は排除せねばならないと考えているのだろうな」

　シャーネは無言のまま頷うなずきもせず、血の滴したたる得え物ものを静かに振り上げた。今しがたネイダーの手を切り落とした、分厚く鋭い軍用ナイフだ。

「待て、シャーネ」

　グースの声に、シャーネは怪け訝げんそうな顔で、ネイダーは希望に縋すがる思いで振り向いた。

　そしてネイダーは思い知る。そんな希望など、最初から期待してはならなかった事を。

「あっさり殺すのでは飽あきたらん」




「いいんですかい、グース殿。あの程度の処理では、奴やつは生せい還かんするかもしれませんぜ」

　軍用トラックの幌ほろつき荷台から、運転席のグースに部下が問い掛ける。

　あの後グースはネイダーを縛しばり上げ、外部に通じる扉を全すべて溶接してから工場を後にした。手首の止し血けつ処理はしてやったが、自分達が使う以外の車両は全て破壊してきた。よって、ネイダーが助かるには内部から脱出した上に、数十キロ先の町に辿たどり着かなければならない。

「数十キロ程度なら踏とう破はできない距離じゃありませんし、食料も無いわけじゃないんですから」

「そうだな、確かにそうだ。今ごろは縄なわを柱に擦こすらせて切り、外に通じる扉を破壊しようとしているころだろう」

「だったら……」

「ところでスパイク。狙そ撃げきの腕は衰えてはいないだろうな？」

　工場から３００メートル程進んだ所で車を止め、部下の言葉を疑問符で遮さえぎった。

「はぁ」

「工場の入り口脇にある、あの白い箱を撃て」

「……ああ。了りよう解かい致しました、グース殿」

　全てを理解した。そう言わんばかりの表情で返事をし、スパイクという名の男が荷台に置いてあった包みを広げた。

　中身は漆しつ黒こくの狙撃銃。通常より銃じゆう身しんの長い特別製。スパイクはそれを楽しそうに荷台に設置すると、じっくりと狙ねらいを定め──

「はい、ドーン」

　気の抜ける声と共に引き金を引いた。

　銃じゆう声せいが響いた数秒後、入り口横の木箱が燃え上がるのが確認できた。グースはそれを見届けると、何も言わず車を発進させた。

　それから１分程経過した後に、工場が内部から爆発し、凄すさまじい爆炎と漆しつ黒こくの煙が青空に舞い上がった。遠くから見るとまるでミニチュアだったが、遅れて響いてくる音が腹に響き、爆発の規模を強く物語っている。

「助かるかもしれない。そんな希望を抱いだきながら一瞬で死んでいけるのは、とても幸せな事だ。そうだろう？」

「流石さすがグース殿、慈悲深いこってす」

　皮肉げなスパイクの問いに、グースは口元だけで笑った。それに合わせ、荷台に乗っていたテロリスト達も笑い出す。

　ただ一人、助手席のシャーネを除いて。




「さて、明晩の計画に失敗は許されん。準備が済み次第シカゴユニオン駅まで向かう」

　グースは三十人を越す精せい鋭えい達に向かい、明日の計画の確認を行っていた。

「この国には休息が必要なのだ。その為には、ヒューイ師の存在は不可欠だ」

　暗い眼光を最大限に光らせながら、グースは静かに宣言した。

「特別急行プツシーフツトの乗客には、その為の価値ある礎いしずえとなってもらうとしよう……我々『幽霊レムレース』の墓ぼ標ひようの下にな」







[image: プロローグⅣ　『殺人狂』]






















12月30日　午後




　今日は人生最悪の日だ。

　シカゴのとある邸てい宅たくの中。『ルッソ・ファミリー』のボスであるプラチド・ルッソは、そう確信していた。

　まず最初に起こったトラブルは、莫ばく大だいな額となった今月のアガリが、運送中に丸ごと奪われてしまった事だ。

　犯人は男女の二人組。それぞれベーブ・ルースとタイ・カッブのユニフォームを着ていたそうだ。後ろから突然『カキーン』と声をかけられ、振り向いたところをバットで殴なぐりかかられたのだという。その一撃は上う手まく避けたのだが、その隙すきに顔面に胡こ椒しようと石灰の塊かたまりを投げつけられ、苦しんでいる隙にバッグを持って逃げられたのだそうだ。

　馬ば鹿かな話だ。最初は噓うそだと思ってその運び屋を拷ごう問もんしたのだが、どうやら事実だったらしい。

　それだけならまだ良かった。その後、幹部の一人と部下の数人が町の外れで粉々の消けし炭ずみになっていたとの噂うわさが流れてきた。

　まだ確認は取れていないが、夕べその地区に不良どもの偵てい察さつに向かったまま帰ってこない連中がいるところをみると、どうやらそれは事実と見て間違いはないようだ。

　さらに、今日合流する筈はずだったテロリスト崩れの連中からも連絡が無い。アジトにしていたという工場は、部下の報告によれば今や瓦が礫れきと死体の山しか残っていないそうだ。

　騒ぎになって関連を騒がれるのも面倒なので、部下の大半を使ってその工場の解体と死体の隠いん蔽ぺいにあたらせている。

「くそッ！　ネイダーの野や郎ろうしくじりやがったな。所しよ詮せんは雑ざ魚こか。期待した俺おれが馬ば鹿かだったな」

　しかし問題は深刻だ。もしもネイダーがルッソとの関係をうたっていれば、こちらにいらぬ敵意が向けられるかもしれない。何しろ相手はテロリストだ、しかも何を考えているのか今いち解わからないと来ている。

　それに不良集団もやっかいだ。一息にボスと幹部を殺して終わりの筈が、まさか返り討ちに会ってしまうとは。

「とりあえずは、妙な強ごう盗とうからだな。畜ちく生しようが、明日から街のカップルというカップルを締め上げてやる……！」

「やぁめろよ叔お父じ貴きぃ、んな事したら、もてない爺じじいの僻ひがみだと思われちまうぜ？」

　背後から突然掛けられた声に慌あわてて振り返ると、そこには甥おいのラッド・ルッソが立っていた。

　長くも短くも無い髪に、マフィアとしては標準的な暗色の背広。背は少し高めだが、これと言って特徴的な肉体のパーツは持ち合わせていない。いかにも『普通』という言葉が似合う好青年だ。対照的に、言葉遣づかいは異常に軽く、礼れい儀ぎというものを全く知らない。

「なんだ、ラッドか。今は貴様の相手をしている暇は無い、とっとと失うせろ！」

「あれあれあれあれぇ？　ずーいぶんと冷たいジャンよぉー叔父貴ぃ？　何を根拠にそんな余よ裕ゆうぶっこいちゃってんのよ？　金だよ金カネ、あんたの命様の次に大事なお金様が人様にぶん取られちまったんだよぉ？　だから叔父貴はこう言いたいんだろう？　犯人を草の根を分けて、いや、密林を燃やし尽くしてでも犯人を探し出して、その首を締め上げて締め上げて締め上げて、泡あわぁ吹いてもまだ締め上げて、目玉が飛び出しそうになってもまだ締め上げて──」

　あくまで人を小ばかにした口調を続ける甥に、プラチドは顔を真まっ赤かにして怒ど鳴なった。

「俺を貴様と同列にするな、この殺人享きよう楽らく者しやが！　お前が今まで戯たわむれに殺した奴やつの処理に、どれだけ金と労力を使ったと思っていやがる！」

　殺人享楽者。このラッドという男を表現するのに、これほど適した表現もない。

　彼の本質は外見でも言動でもない。彼の求める快楽と、それに対する貪どん欲よくさにある。

　彼はただ殺すために生きている。殺しを生業としているヒットマンと一線を画す所は、彼がそれを快楽の対象として行っているという点にある。

　それでもラッドを身内に置いていたのは、抗こう争そうなどの際に非常に手際よく敵を始末するからだ。決して仕事ではないが、結果的にルッソ・ファミリーきっての殺し屋と呼ばれているのが実際のところであった。

　そう、彼はただ欲望の赴おもむくままに生きる、狂った殺人享きよう楽らく者しやなのだ。プラチドはそう確信していた。

　少なくとも、この時点までは。

「何も問題は無いだろうよぉ。俺おれはいいニュースを持ってきたんだぜ、叔お父じ貴きぃ」

「言うだけ言え。そして帰れ」

　冷たくあしらう叔父に、ラッドはオーバーに肩をすくませる。そして、あまりにも唐とう突とつな事を言い出した。

「まあまあ、叔父貴が金に困ってるって言うからよ、今晩ちょっくら事件を起こしてくるから。成功したらちょっとは貸してやるよ、金」

　不自然な言い回しだったため、プラチドは甥おいが何を言っているのか一瞬理解できなかった。その様子を見越した上で、ラッドは更に語り続ける。

「あれだ、夕方にシカゴユニオンから出る特別急行、『フライング・プッシーフット』って言ったっけ。ニューヨークまでノンストップで直行する奴やつ。あれをちょっと乗っ取ってさ、マンハッタンの街まち中なかに突っ込ませてみようと思うんだぁ」

　その言葉に、プラチドの頭の中に空白の時間が訪れた。

「ていうのはブラフでよぉ。まずそれで脅おどすだろ？　それで金を払わなかったら、乗客の誘ゆう拐かい事件に即そく切り替えってわけよ。まあそのなんだ？　乗客の半分ぐらい殺せば、鉄道会社は金を払ってくれると思うんだ。人は殺せるし金は手に入るし、いい考えだろ、なあ叔父貴ぃ？」

「帰れ」

　ようやく理性が働いたプラチドに言える事は、もはやそれだけだった。冗じよう談だんだろうが本気だろうが、これ以上こいつに関わっている暇は無い。警備員はどうした、使用人は何ど処こに行った。

「おい、誰かこの馬ば鹿かをつまみ出せ」

　プラチドが人を呼ぶと、半開きだったドアがゆっくりと広がり、数人の男と一人の女が入り込んできた。

　彼らは全すべて、プラチドが見た事の無い顔ぶれだった。不気味なことに、全員が白い服に身を包んでいる。男は白いスーツやセーター、女は純白のドレスに身を包んでおり、もはや結婚式を通り越して仮か装そうパーティーにでも向かうかのような格好であった。

　そこで初めてプラチドの顔に焦しよう燥そうの色が浮かび、頭の中に警戒音が響き始めた。

　それでも精一杯の威厳を保ちながら、侵入者に問いただす。

「何者だ？」

　しかし、その問いに答えたのはラッドの方であった。

「俺おれの部下兼『同じ趣味の』お友達。あ、ちなみにその女はルーア。恋人兼彼女兼婚約者だからよろしくなぁ、叔お父じ貴き」

「あ……ぁの、どうも……」

　顔色まで白い女は、消え入りそうな声で挨拶にならない挨拶をした。

「ちょこっと気が弱いってやつ？　まあそこがさ、俺のこのハイなテンションと中和されてグルグルグルリとなんつーの？　お似合いっていうか？」

「黙れ！」

　部屋の中にプラチドの怒ど声せいが響き渡る。ルーアはビクリと体をすぼめ、ラッドはひときわ大おお袈げ裟さに肩を竦すくめた。

「さっきからわけのわからん事を！　くそ、警護の連中は何をしている！」

　プラチドは机に拳こぶしを叩たたきつけながら立ち上がり、ラッドの襟えり首くびを摑つかみあげた。

「いいかこの気狂いの糞くそ餓が鬼きが、誘ゆう拐かいでも殺人でも勝手にやってろ。だが、うちの組の名前を使う事はゆるさん。ただの名無しとして、存在しない人間として勝手に殺して勝手に死ね！」

　凄すごみを利かせて言葉を叩きつけるが、ラッドはてんでこたえた様子も無く、怒り心しん頭とうの叔父に対して言葉を返した。

「わーかってるってぇ。あくまで殺しは自分の快楽のためだけにやるのが楽しいんじゃん？　そこで組の名前とか使ったらそいつは興きよう醒ざめって奴やつだよ叔父貴」

「解わかったような口を聞くな！　そんなに人を殺したけりゃ、傭よう兵へいにでもなって南米の死戦場にでも行ってしまえ！」

「それって傭兵に対してもの凄すごく失礼じゃない？」

「その汚きたない口を閉じろ！　戦場に行けば殺されない限りは幾らでも殺せる！　それが望みなんだろう！　こそこそと隠れながら強い奴を殺す快感でも想像して一人でよがってろ！」

　そこで不意に、プラチドの手に力が入らなくなった。ラッドの手が、襟首を摑むこちらの腕の真中あたりを強く摑んでいた。

　筋肉の隙すき間まに何かねじ込まれたような感覚だった。ただ力が抜けていくのを感じながら、あっという間に襟から腕を外されてしまった。

　その不意をついて、ラッドが叔父に顔を近づける。鼻息の届く距離で、目を異常なほどに見開いて、語る。ただ、淡々と語る。

「解ったような口をきいてるのは叔父貴の方だろ？　あんたには俺の事がまるで解ってない。戦場？　それは俺達にとっちゃまるで論外だ。あそこはねえ、戦士が集う場所だよ、戦士だよ戦士。人を殺す為に、殺される覚かく悟ごしてる連中だよ、死にたく無いから死ぬ気で殺やろう、そういう覚悟をする連中だよ？　正直言ってさ、そういう連中殺しても面白くもなんとも無いのよ、解るかい叔父貴？」

　プラチドは何も反論できなくなった。長々と語る間に、ラッドはどこからかライフルを取り出して、その銃じゆう口こうをプラチドの顎あごに突きつけたからだ。

「自分よりも強い敵を求めるなんて、俺おれらには無縁なわけ。だからって女子供とか、弱い奴やつだけ狙ねらって殺すってわけでもない」

　銃口で叔お父じの顎を弄もてあそびながら、自分なりの美学を講釈する。

「俺が殺すのは、殺して楽しいのはぁ、緩ゆるみきった奴よ。解わかる？　自分は絶対安全な所にいて、次の瞬間自分が死ぬかもしれないってこれッッッッッッッッぽっちも考えてない、そういう奴。例えば──」

　叔父を見る眼がガラリと変わる。先刻までの明るさは消え去り、目を合わせた者全すべてに平等な死を与えるような眼で、叔父の事を蔑さげすむように憐あわれれむように、そして愛いとおしむよう睨ねめ付ける。

「お……おい、まて、待つんだラッド。やめろ、やめろ！」

「そう、例えば────」

　ラッドの視線が最後に行き着いた先は、プラチドの眼球の更に奥、そこに浮かんだ恐怖の色彩だった。その色が浮かんだことを確認すると、ラッドは嬉うれしそうに顔を歪ゆがめ、引き金にかけた指に力を込めた。

「──今の叔お父じ貴き、あんたみたいな奴さ」

「やめてくれえぇぇ───────っ！」

　ガチリ、という音がした。

　それだけだった。

　静まり返った部屋の中で、ラッドの静かな笑い声だけが短くこだましていた。

「ハハ、ハハハ、ハハッハハ、殺すわけ無いじゃんよ、弾なんて入ってないよ叔父貴ぃー？　今まで世話になったんだもんよ、殺人鬼の俺でもそんぐらいの義理は通すぜ？　なあ？」

　テンションに全く変化の無いラッド、プラチドの心は既に飲まれきってしまっていた。膝ひざを床につけてへたり込み、ただひたすらに深呼吸だけを繰り返している。

「じゃ、俺らそろそろ行くわ。もう会う事も無いだろうけど達者でな、叔父貴」

　もう何も言う事は無いとばかりに、クルリと叔父に背を向けた。

「も、もう二度と来るな！」

　負け犬となったプラチドにとっては、それが精一杯の捨すて台詞ぜりふだった。だが、ラッドはそのなけなしのプライドすらも打ち砕くだいた。

「いやぁ、来たくてもこれないっしょ」

「？」

「叔父貴さぁ、あれだよ、もう駄だ目めっしょ。こないださぁ、ルチャーノの改革派の提案にケチつけたろ。それでさ、もうあんたマトにされてる臭くさいぜ？」

　ラッキー・ルチャーノ。カポネと並び、この時代を象徴するマフィアの一人だ。彼はマフィアの近代化を推し進めており、古い考えをもった組織を一いつ掃そうするように働きかけていた。ようするに、『義理』だの『伝統』だのと言っている連中の在庫処分を推し進めたのだ。

「なッ……」

「ラッキー・ルチャーノもよぉ、考え方が古いってだけでマフィアのボスを何百人も始末しちまうんだからな。ありゃぁ俺おれみたいな殺人鬼よりよっぽど怖えよ。マジで敵に回したくねえぜ。なあ叔お父じ貴き？」

　去り行く甥おいの言葉に、プラチドの体が再び震えと嘔おう吐と感かんに支配されていく。

「で、でたらめだ……」

「ま、せいぜいサルヴァトーレ・マランツァーノみたいにならねえように気をつけろよ？」

　わざわざ数ヶ月前にニューヨークの自宅で殺されたマフィアの名前を出して警告する。それはこの男の優しさなのか残ざん酷こくさなのか。

「ま、ここの警備員は優秀だから安心かもしれねえが、今回のゴタゴタで税務局も警察もあんたに目をつけたみたいだぜ。マフィアからシカゴの町を取り戻すための『イケニエ』としてな」

　馬ば鹿かな、ハッタリだ、でたらめに過ぎない。そう思いたかったが、ここに来てプラチドはようやく気がついた。このラッドに対しては、今回のゴタゴタの件は何一つ知らせていない筈はずだ、それどころか、ルチャーノの改革にケチをつけた事まで何な故ぜ彼が知っているのか。

　まだ思い当たる事があった。ルッソ・ファミリーは今まで、ラッドが勝手に行った『殺し』に対し、その後始末をさせられることがしばしばあった。

　しかし、今思えばそれは全すべてギリギリの範囲であった。ファミリーとして後始末しきれるかどうか、その境界線ギリギリの数で、場所で、状況で、ラッドは殺しを行っていたのだ。

　そして後始末の能力が無くなった途と端たんにこの始末だ。つまり、ラッドは常に意図的に殺人という快楽に浸っていたということだ。衝しよう動どうに突き動かされるのではなく、あくまで冷静に、計算高く。

　先刻の誘ゆう拐かいプランには計画性というものがまるで無かった。しかしプラチドはここに来てようやくラッドの性格を摑つかむ事が出来た。

　彼は、計画を立てられないのではない。ただ立てないだけなのだ。

　常に大おお雑ざつ把ぱな考えだけで行動を始め、その時々に応じた、瞬間的な計算高さで行動を強引に成功させるタイプの男だったのだ。

　実際彼は周囲の至るところにアンテナをはり、情報の収集を怠らなかったようだ。

　その結果が今日のこの離り反はんだ。ようするに、このままこの組織にいたのでは安心して殺しが楽しめない。そう判断し、彼はあっさりとプラチドの組織を見限ったのだ。

「残念だったなぁ叔父貴。昔のアンタなら、こっからでも持ち直せたかもしれねえけどよ」

　去り際に、ラッドが言った。

「俺がライフル突きつけた時、反撃もしないで悲鳴をあげるだけたぁな、マフィアのボス失格だろそいつぁよ？」

　先刻までとは全く違う目つきで見すえながら、プラチドは去り行く甥おいを呼び止めた。

「ま、待て、警護の連中はどうした？」

「ん？　ああ。安心しろよ。殺してねえから。優秀だって言ったろ？　あいつらはちゃんと死ぬ覚かく悟ごォ決めて警護してたよ。こうも言ったろ、『そんな連中は殺してもつまらねえ』って。なに、ちょっと寝てるだけだ。骨は何本も折れちまってるけどな」

　更に、余計な一言を付け加える。

「良かったなぁ叔お父じ貴きぃ、可愛かわいい孫が学校に出かけててよぉ？」

　その言葉に再び怒りが湧わき上がり、プラチドの顔が再び赤に染まる。

「早く出て行け！　どうせ戻って来ないつもりなら、一体何しにここに来た！」

「ああーッ！　そうだよ、それを忘れてたよ！」

　そこで初めてラッドの表情に焦あせりが浮かぶ。そして、拳こぶしを震わす叔父に対してしゃあしゃあと尋ねた。

「あのさ叔父貴、あんたの持ってる白いスーツさ、そこにいるルーアと俺の結婚記念にくれねえ？　いつ結婚するかわかんねえけど」

　これには流石さすがに啞あ然ぜんとして、プラチドは怒りも忘れて口を開いた。

「そうだ、なんでお前ら、白いんだ？」

　間抜けな質問に対して、返って来たのも間抜けな答え。そして、聞く者に強く嫌悪感を抱いだかせるには十分な答えだった。

「これから何十人も狭い列車の中で殺すんだぜぇ？　白い方が──────返り血が目立ってカッコイイじゃん？」
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「これこれ、サイズぴったりで良かったなあ」

　自らの所有する黒い二階建バスの中、ラッドは来るべき宴うたげの正せい装そうに身を包み込んだ。

　その様子を横目で身ながら、ルーアが不思議そうに問い掛ける。

「なんで、殺さなかったの？　あの男」

「んー？」

「いつものラッドだったら、殺してた」

　どうやらプラチドの事を言っているらしい。

「んー。そだな」

　鼻歌交じりに、あっさりと答える。

「どうして？」

「御ご馳ち走そうの前は、腹は空すかしとくもんだろよ？」

　何のためらいも無く答える社交的な殺人鬼に対し、ルーアは目を伏せながら静かに呟つぶやく。

「最低ね、ラッドって」

「そしてお前は最低な奴やつが好みなんだろ？」

　その問いの答えは口に出さず、ルーアはただ無言で頷うなずいた。

　ラッドはそれを確認する事も無く、バスに詰めている純白の十数人に対して『宴うたげ』の開幕を宣言する。

「さ、行くか。憐あわれな乗客達を、家畜のように愛めでてやろう、蛆うじ虫むしのように憎んでやろう、愛をもって怒りをもって、丁てい寧ねいに丁寧にすり潰つぶしてやろうじゃないか。ハハ、ハハハ」




　そしてバスは疾走する。

　彼らの終点にして出発点である、シカゴユニオン駅へと向かって。
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　服装が見事に白く統一されているラッド一行。

　後に『アンタッチャブル』の乳母車のシーンで有名になる待合室の階段を、白い群が優雅に下って行く。

　その異様な白しろ装しよう束ぞくを、一組の男女が柱の影から見つめていた。




「うわぁ、見ろよミリア、俺おれ達と同じ列車に、真っ白い人が沢たく山さん乗るみたいだぞ」

「純白だね！」

「ひょっとしたら、列車の中で結婚式でもやるのかな」

「ハッピーウェディングだね！」
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「我々はシカゴペイザージュ交響楽団のものです。楽団の楽器はデリケートですので、貨物室の中でも特に丁てい寧ねいに扱って戴いただきたい」

　黒いタキシードやドレスに身を包んだ集団が、貨物車しや輌りようの横で係員に説明を行っている。

「念の為、貨物室に楽団員を置かせて戴いただきますのでよろしくお願い致します」

「え？　申し訳ありませんが、それは私の一存では……」

　戸と惑まどう係員に対し、交渉する男は一枚の許可証を取り出した。

「会社の方には事前に許可を戴いているのですが……何でしたら、ニューヨークで厳密な身体検査を行って戴いても構いませんが」

「あ、いえ、許可が出ているのでしたら何も問題は御座いません」

　それから幾つかの言葉を交わし、楽団は大きな荷物を次々と運び込む。荷物のチェックも、大箱の中身がティンパニーやホルンである事を確認して無事に終了した。

　ここで出発時間がギリギリではなく、もっと厳密に貨物をチェックしていたら。あるいはこの係員がもう少し有能だったならば、気が付いていたかもしれない。

　楽器の衝しよう撃げきを吸収するための梱こん包ぽう材ざいの中に、多量の弾薬が含まれていた事に。二重底の下に、様々な兵装が隠されていた事に。会社の許可証が、真まっ赤かな偽にせ物ものだという事に。

　だが、もし感づかれたとしても何も問題は無かった。予備手段は他ほかにいくらでも用意してあったのだから。

　こうして楽団に扮ふん装そうした『幽霊レムレース』達は、まんまと大量の装備を車内に持ち込む事に成功したのであった。




「見ろよミリア！　楽団だ、オーケストラだ！　モーツァルトだ！　ポール・デュカスだ！」

「ベートーベンだね！」

　貨物室前で楽器を積み込んでいる黒服達をみて、アイザックとミリアが必要以上にはしゃいでいる。

　それとは対照的に、酷ひどく心配そうに作業を眺める男がいた。

「ど、どうしようどうしよう、なんか、貨物室に見張りが入るらしいよ？」

　早くも計画失敗か。ジャグジーは泣きそうな顔になってニースに訴えた。

「大丈夫だよ。私達の狙ねらってる貨物は、他ほかの貨物室に積んであるみたいだから」

「で、でも…」

「あ、安心しろ、俺おれが、その見張り、なんとかする」

　胸を叩たたきながら張り切るドニーに対して、ジャグジーは悲鳴のような声をあげる。

「だだ、駄だ目め駄目ダメダメだめぇ！　ドニーが何かやったら死んじゃうよ！」

「大丈夫、まかせろ。多分」

「多分じゃだめぇーッ！」

　必要以上に慌あわてふためくジャグジーの背に、軽い衝しよう撃げきが走った。

　ヒッと軽い悲鳴をあげて振り向くと、そこには十歳さいぐらいの少年がよろめいていた。

　少年はすぐに立ち直ると、大きな刺青いれずみの入ったジャグジーの顔をまっすぐ見つめて、

「ご、ごめんなさい！　よそ見してて、つい…」

　と謝あやまってから、ペコリと頭を下げた。

「あ、ああ、いいっていいって。こっちこそ、こんな通路の真ん中にいたのが悪いんだから。キミの方こそ怪け我がは無かった？」

　優しい笑顔を作る刺青の青年に対し、子供も嬉うれしそうに笑い返した。

「うん！　お兄ちゃん、ありがとう！」

　そういってもう一度ペコリと頭を下げ、二等客室の搭とう乗じよう口ぐちへと走り去って行った。

「わー、可愛かわいいー！　ね、ね、今の子見た？　まるでジャグジーの子供のころみたい！」

「よしてよ、照れるよぉ」

「ジャグジーは今でも可愛いけどね」

「えへへ……よしてってば」

　恥ずかしそうに顔を伏せるジャグジーに、ドニーが余計なツッコミを入れた。

「うあ、ジャグジー。その年で、男なのに可愛い言われる、馬ば鹿かにされてる、違うか？」

　こうして再び泣きそうな顔になりながら、ジャグジーは仲間と共に三等客室へと乗り込んだ。
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　同時刻。白服を纏まとったラッド達は、手荷物だけを持って二等客室の車両に乗り込んでいた。

「さーてーとー！　二等客室ってのはいいよねえー？　下でも無く上でも無く、この実に中途半はん端ぱなところがいい！　灰色蝙こう蝠もりの宙ぶらりんって奴やつ？」

　とはいえ、高級列車の二等客室はそれなりに豪ごう華かな造りになっており、普通の列車ならば十分に一等客室として通じるものであった。

「こんなとこの一等室に座るってのは、一体どんな金持ち様なんだろうな？　あー、一つはあの黒服楽団かぁ。俺おれらの服とのコントラストが強調されてていい感じって奴やつだねぇ。他ほかにはどんなんが乗ってるか、見た奴いる？」

　その言葉に対し、ラッドの仲間の一人が答えた。

「さっき、母親とその娘が乗り込むのを見ましたがね」

「んー？　女と女の子って事？　それだけじゃ親子とは限らないんじゃん？」

「いえ、見覚えがある顔でした」

「へえ？」

　その言葉に興味を示したのか、ラッドは立ち止まって部下の言葉を待った。

「新聞で見ました。ありゃ確か、ベリアム上院議員の妻つまと娘むすめです」

　ベリアム上院議員。不況化に伴う犯罪対策に従事し、最近新聞やラジオでよく耳にする有力議員だ。

　その答えがよほど気に入ったのか、ラッドは嬉うれしそうにニンマリと顔を歪ゆがませた。

「ほおう、上院議員のねえ。そいつはさぞかし世の中を楽しんでるんだろうなぁ。一等客室に乗り込んで、自分がさぞかし安全な旅路を送ってると思ってるんだろうなあ」

　御ご馳ち走そうを目の前にした犬のような目つきをして、口元だけを更に更に歪ませる。

「最初の被害者、大決定って奴やつ？」




　その時、車両の前のドアがガラリと開いた。通路の真ん中に立っていたラッド達は、思わずそちらに目を向ける。

　そこに立っていたのは、全身に灰色の布を纏まとった人間であった。

　灰色の服の上から灰色のコートを纏っており、頭にも灰色の布を巻いて、口元は厚手のマフラーによって覆おおい隠されている。布の影になっていて、目の様子も正面からでは窺うかがい知れない。その男の皮膚で体から露出しているのは、鼻の上半分とその周辺だけであった。

　薄手の手袋を嵌はめた手で静かにドアを閉めると、訝いぶかしげに見つめるラッド達の横を、何の躊躇ためらいもなく通り過ぎて行った。

　その男が次の車両へと去った後、ラッドの部下の一人が安あん堵どの表情で言う。

「なんだったんだ、今の？」

「まるで、歌劇とかに出てくる魔ま術じゆつ師しみてえだな」

　自分達の服装を棚に上げ、余りにも不気味な装しよう束ぞくの男についてささやきあった。

　その中で、ラッドだけはこの旅に迫せまり来る期待と不安に心を躍おどらせていた。

「面白い、まったくもって面白いなぁオイ。楽団に議員家族に魔術師ってか？　いいねえいいねえ、そういうバリエーションがあってこそ快楽ってのは楽しめるもんさ。結局その根源は一つだが、ソースは幾ら種類があっても困る事はない、そうだろ？」

　だが、ラッドはまだ気が付いていなかった。

　この列車には、他ほかにも様々なモノが乗り合わせている事に。

　そしてそのソースの中に、強烈な毒が含まれているという事にも。
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　楽団に扮ふんした『幽霊レムレース』は、十人ずつに分かれてそれぞれ一等客室と二等客室、三等客室に乗車していた。それぞれ荷物に紛まぎれさせた無線を持たせ、逐ちく一いつそれで連絡を取り合う手て筈はずとなっている。当時最も小型だったタイプの無線機を、独自の技術で更に改良した代しろ物ものだ。

　そして彼らの目的こそが、その改良を施した人物でもある偉大なる指導者、ヒューイ・ラフォレットを奪だつ還かんすることであった。

　その為に彼らは自分の命を惜しんではいなかったし、他人の命に関しても同じ事であった。

「同志グース。ベリアム上院議員婦人と、息そく女じよの乗車を確認しました」

「そうか」

　部下の報告を確認しながら、グースとシャーネは自らの配置である一等客室へと向かう。

　グースはあらゆる状況を想定して、貨物室の連結部分や列車の車輪などにも細かく注意を配っていた。

　そして、貨物室と客室を繫つなぐ部分の連結を確認した時、連結器の向こう側に女がいる事に気がついた。まだ若い女で、作業着を連想させる上着と、女性用のズボンを着用していた。それを見たグースの第一印象は、

（機能的な服装だな、シャーネの普段着に近い）

　という無味乾燥なものであった。




　その時、不意に女と目が合った。

　女はそのまま何事もなかったかのように連結器から離れ、そのまま列車の陰へと消えて行く。

「あの女……」

　グースは連結器越しに見た目を見て、今の女がカタギではない事に気が付いた。万引きかスリか、あるいは人殺しか。一瞬の事だったので確信は持てなかったが、何らかの犯罪に関わる修しゆ羅ら場ばをくぐった目をしていたように感じたのだ。

　横にいたシャーネも同じ事を感じたようで、女の去った後を目を細めながら凝ぎよう視ししている。

　グースは連結器に何か仕掛けられていないか注意深く調べた。その結果、とりあえずは何も仕掛けられていない事が確認できた。

「気のせいか。それならいいのだが」

　そして、グースもまた何事もなかったかのようにその場を立ち去った。

　シャーネはその後も列車の周囲の観察を続けていたが、彼女の背中に突然声がかけられた。

「お客様、まもなく発車致しますが……何か落とされましたか？」

　振り返ると、白を基調とした『フライング・プッシーフット』オリジナルの車しや掌しよう服ふくが目に飛び込んで来た。この列車の異色性を示す、鉄道会社の規定から外れた白い車掌服。それを纏まとった若い男が、シャーネの様子を心配そうに見つめていた。

　シャーネは無言のまま首を横に振り、足早に客室の中へと消えていった。




「綺き麗れいな人だなあ。ああいう人が乗ってると思うと、俄が然ぜん仕事にやる気がでてくるぞっと」

　シャーネが車内に入ったのを確認し、若い車掌は腕を振り上げ大きく体を伸ばす。

「さて、出発かぁ。今日も列車に異常は無しっと」

　実際の状況にまるで反する事を言いながら、吞のん気きな車しや掌しようは列車の最さい後こう尾びへと向かう。

　これからこの列車に、如い何かなる運命が待っているのかも知らずに。




　そして今、発車のベルは鳴り響く。
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　アメリカ発展の歴史は、常に交通・輸送手段の発達と共にあったと言える。

　西部開拓時代。この大陸に渡ってきた人々の多くは、フロンティアスピリッツという理念に盲もう信しん的であった。その開拓者兼侵略者の欲望を最も満たしたものこそが鉄道機関の発達であり、大陸横断鉄道の完成であった。

　開拓時代の終しゆう焉えんが訪れた後も、鉄道は常に進化し続けた。そしてこの大不況にも関わらず、１９３０年代は鉄道黄金時代の最盛期となる。失業者が八百万人を超えたこの年、『飢き餓がの行進』がホワイトハウスに押し寄せた。そのデモに参加した人間を運んだのも、なけなしの食料や産物を運搬するのも、全すべては鉄道の仕事である。結果としてこの大鉄道時代の栄えい華がは、後に自動車と航空機の繁栄に取って代わられるまで続く事になる。

　全ての道は線路に通ず。フロンティアスピリッツにより張り巡らされたこの永久道路レールの数々は、今もなお果てる事の無いアメリカンドリームを運び続けているのだ。

　少なくとも、幸せな人々はそう信じていた。




　そしてこの『フライング・プッシーフット』号は、不況を運良く乗り越えた幸せな企業が造った、珍品とも言える列車であった。

　基本的な造りは、英国の王室列車を真ま似ねたものとなっている。一等客室は内側が全すべて大理石等によって装飾を施されており、二等客室もそれに準じた造りとなっている。

　通常の列車では、各車しや輌りようごとに一等客室から三等客室まで区分けされる。振動が激しい車輪の上の部分に三等客室が来るように造られているのが普通だ。しかしこの列車では各車輌自体が一等車輌から三等車輌にクラス分けされており、機関車輌の次から一等車輌が三両、食堂車が一両、二等車輌が三両、三等車輌が一両、貨物車輌が三両、予備貨物室と車掌室の車輌が一両──こうした内訳で列車は構成されていた。食堂車を除く全ての車輌は進行方向に対して左側に通路があり、各部屋の扉の番号を確認してからそれぞれの客室に入るという形式だ。この列車に貨車は無く、代わりにだだっ広い貨物室がある車輌が三つある。通路は通常どおり左側だ。

　デザインを優先して機能性を落とした、まさに成なり金きん趣味の列車。申し訳程度に作った三等客室がかえって痛々しさを感じさせる。各車輌の側面に施された『彫刻を押しつぶしたような』装飾が、それをより一層際立たせていた。

　この列車最大の特徴は、本来の鉄道会社の運営とは独立しているという事だ。鉄道会社から『レールを借りる』という方式をとって運営される、まさに現在の王族列車とも呼べる代しろ物ものだったのだ。

　そして１９３１年12月30日。この豪ごう華かな列車の中で、惨さん劇げきの幕は開かれた。
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　発車してから数時間が経たち、周囲は既に闇やみに包まれていた。

「新入り、調子はどうだ？」

　窓の外の風景を背にしながら、中年の車しや掌しようが声をあげた。

「あ…はい。まあまあです」

　微妙にずれた返事をしながら、若い方の車掌が顔をあげる。

　長旅も中盤に差し向かったところだが、この先せん輩ぱいから声をかけられたのはこれが初めてだ。若い車掌は意外に思いながら、中年の顔をまじまじと見る。

　そういえば、この先輩の顔をよく見るのも初めてだったな。

　自分の無関心さに呆あきれる若者の眼に映った顔は、何ど処こか無機質な笑みを浮かべていた。まるで無理矢理笑っているかのように、薄く刻まれ始めた皺しわが深く歪ゆがんでいる。

「そうか……それは何よりだ。ここから見える、『遠ざかる景色』を見続けてるとな、心にどうしようもない孤独や恐怖を感じる事がある」

「ああ、わかりますよ、それ」

「この不安の中には、様々な恐怖が潜ひそんでいるものだ。暗くら闇やみやトンネルの中だとなおさらだな」

「そうそう、そうなんですよ！　結構他ほかの先せん輩ぱいに怖い話とか聞かされてて、もう夜なんか一人でいると怖くって！」

　先輩の話に乗ってきた若車しや掌しようは、聞かれてもいない事をベラベラと喋しやべり出す。

「もう、先輩達ったら酷ひどいんですよ？　人がこういう話苦手だって言ってるのに、鍵かぎ爪づめの蜂はち男おとこの話とか、誰もいないはずの客室から呼び出しのベル音がするとか…」

　苦手だという割には、随分と目を輝かせて話している。怖いもの見たさの本音がありありと伝わってくる表情だ。

「あと、そうっすねー、『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』の話とか」

「？」

　年配の車掌は長い事各地を移動しているが、そんな怪談の名を聞くのは初めてのことだった。

「あ、知りません？　『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』の話」

　正直興味はなかったが、そろそろ『予定のポイント』だ。聞いてやってもいいだろう。

　年配の車掌は何かを企たくらむように、そして何かを憐あわれれむように笑い、若い車掌の話を聞いてやることにした。

「いや、単純な話ですよ？　闇やみ夜よに紛まぎれて、列車の後を追いかける怪物の話なんですけどね？」

「怪物？」

「ええ。そいつは闇に同化して様々な形を取りながら、少しずつ少しずつ列車に近づいてくるんですよ。それは狼おおかみだったり、霧だったり、自分が乗っているのと全く同じ形の列車だったり、目の無い大男だったり、数万個の目玉だったり……とにかく色んな格好をして、そいつは線路の上を追いかけてくる」

「追いつかれるとどうなるんだ？」

「そこなんですよ、誰も最初は、追いつかれたのに気がつかない。でも、何か異変が起こってるって事には、みんな確実に気がついていくんです」

「どうしてだ？」

「人がね、消えていくんですよ。列車の後ろの方から徐々に、ひとりずつ……そして最後にはみぃんな消えて、その列車の存在自体が無かった事になってしまうんです」

　そこまで聞いて、年配の車掌が当然の疑問を口にする。

「ならなんで、その話が伝わってるんだ？」

　この手の怪談では禁きん忌きとされている質問に、若い車掌は顔色一つ変えずに答える。

「そりゃ当然、生き残った列車もあるからっすよ」

「どうやって？」

「まあまあ、ここからここから。この話には続きがありましてね」

　楽しそうな顔をしながら、話の肝きもとなる部分に踏み込んでいく。

「この話を列車でするとね、来るんですよ。その列車に向かって、『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』が！」

　そこで年配の車しや掌しようは、急に心が萎なえてしまった。

　──なんだ、結局はよくある都市伝説の類たぐいか。となると、次に言う事は大体想像がつくな。

　年配の車掌はそう考え、実際彼が予測した通りの言葉が聞こえて来た。

「でも、来ないようにする方法が一つだけあるんですよ！」

「ちょっと待て、時間だ」

　必要以上にはしゃぐ車掌をうざったく思いながら、年配の車掌は若手の声を遮さえぎった。

　定期連絡の時刻となったので、連絡用通信機のスイッチを入れる。そのまま運転席に対して『異常無し』を伝えるランプのスイッチを入れた。

　すると、車掌室の両側から強い光が差し込んで来た。列車の最さい後こう尾びの両側にあるテールランプ。このランプの存在によって線路脇の人々は列車が通過したことを確認するのだ。

　しかしこの列車には特別に、テールランプの下に更に大型のランプが備え付けられていた。

『フライング・プッシーフット』の運行上の規定として、定期的に運転席に車掌から連絡を行う必要があった。例えば後部車両が切り離されたりした場合、車掌からの連絡が途絶えれば運転席の方で異常を確認する事が出来るからだ。

　仰ぎよう々ぎようしくて効率が悪いシステムかもしれないが、それもこの珍品列車における演出なのかもしれない。車掌達は文句を言う事もなくこのシステムに従い、決まった時刻に合わせて列車の後部に光を灯ともす。

　だが──この年配の車掌にとって、この時刻には更に重要な意味が含まれていた。

　先せん輩ぱいがランプのスイッチを切ったのを確認し、若い車掌は楽しそうに怪談話を再開する。

「ええと、すみません、それで、助かるには────」

「ああ、待て待て、その答えを先に聞いたらつまらないだろう。俺おれも似たような話を知っているから、先にそっちを聞いてからってのはどうだ」

　その急な申し出に、若い車掌は嬉うれしそうにノってきた。

「助かる方法を後で交換するってわけですね、面おも白しろいじゃないですか」

　嬉しそうな目をした若者を憐あわれみ半分、嘲あざけり半分の目で見つめ、年配の車掌は語りだした。

　自分自身の正体について。

「なあに、どこにでもある単純な話さ。これはある『幽霊レムレース』の話なんだが……その幽ゆう霊れい達は、死ぬ事を恐れるあまり、生きながら幽霊になってしまったんだ」

「？　はあ」

「だが、幽霊には偉大なリーダーがいた。そのリーダーは、自分たちが生き返るために、自分たちが恐れていたものを、自分達の色で染め上げようとしたんだ。だが、そいつは、このアメリカ合衆国は、そんな死人が生き返ってくる事を恐れやがった！　そしてあろうことか、その幽ゆう霊れいのリーダーを墓場の中に閉じ込めようとしていやがる！」

　話の内容はぴんと来ないが、語る男の顔と口調に、徐々に怒ど気きが籠こもり始める。若い車しや掌しようは、背筋に何か走るものを感じた。

「あ、あの、先せん輩ぱい？」

「そこで、だ。残された幽霊達は考えた。上院議員の家族を含めた百人以上の人間を人ひと質じちに取って、リーダーの解放を要求しようとな。事件を公にすれば、この国は絶対にテロリストの要求は飲むまい。だから交渉はあくまで秘密裏に別働隊が行う。奴やつらに冷静な判断をする時間は与えない、列車がニューヨークに到着するまでだ！」

「上院議員って、まさかベリアム上院議員じゃないですよね？　まさかそれって、この列車の事ですか？　あの、どういう事なんですか！　説明して下さい！」

　ようやく異常に気がついたのか、若い車掌が先輩である男から一歩後ずさった。

「説明？　説明なら今しているじゃないか。正直、車掌という隠れみのがこんなところで役に立つとは思わなかったがな。とにかくこの列車はニューヨークに着き次第、我々『レムレース』の移動要よう塞さいと化す！　その後は、人質を盾たてに大陸横断路線のどこかでおさらばというわけだ。警察も全すべての線路を同時に見張る事は出来まい」

「そ、その指導者は？」

　やけに冷静な事を聞きながら、若い車掌は更に一歩後ずさる。だが所しよ詮せんは狭い車内。その時点で壁に背がぶつかってしまった。

「我らの偉大なヒューイ師は、明日、ニューヨークの司法局で取り調べを受ける。だからこそ、この列車が師の為の贄にえとして選ばれたのだ！」

　この列車の到着は明日の昼になる予定だ。交渉が成功すれば、指導者を列車に乗せて人質ごと逃げる算段なのだろう。

　先輩であった男の正体を知った若い車掌。彼は相手の目を見み据すえながら、答えの予測できる質問をした。

「……なんで、そんな話を私に？」

　そして、答えはほぼ予測通りのものだった。

「ヒューイ師は慈悲深い。私もそれに倣ならったまでだ。自分が死ぬ理由を知りながら死ねるとは、君は幸せ者だ」

　そして、懐ふところから銃じゆうを取り出しながら話のシメを行った。

「さて、肝かん心じんの助かる方法だが……『この話を聞いた奴やつは、皆すぐに死んでしまいました。助かる方法は、一つもありませんでした』とさ！」

　若い車掌の鼻先に向かって、話が終わると同時に引き金を引いた。







　銃じゆう声せい




　その銃声は線路のレールを伝い、鋭く響き渡った

　どこまでも

　どこまでも遠くへ




　そして、怪物が目を覚ます

　その怪物の名は




『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』
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　時間は少し遡さかのぼる。

　列車は無事に夕暮れを迎え、食堂車では様々な客室の人間がディナータイムを満喫していた。

　この食堂室もまた王室列車をモチーフにデザインされており、木製の落ち着いた色彩と、その上に施された金の装飾品の色彩が見事に調和を織り成していた。

　この食堂車は客室に関係なく利用することが可能であり、三等客室の人間も料理を食している間は王様気分を味わう事ができる。それがこの列車の人気の一つでもあった。

　食堂車の半分にはテーブルが並べられており、もう半分は厨ちゆう房ぼうとカウンター席が設けられていた。厨房には数人のコックがせわしなく動き回っており、狭いスペースを最大限に活用して芳ほう醇じゆんな香りと味を作り出している。

　フランス料理や中華料理、メキシコ名物のジャンパラヤに至るまで、テーブルの上には様々なタイプの料理が自己主張激しく並んでいた。

　人々がその料理に夢中になっている時、一組だけ食事に関わっていない男達がいた。

「だからヨー、ここでその話はまずいって。解わかるだろジャグジー。客がいるんだヨ」

「そうだ、解るよなジャグジー。寧むしろ解れ」

　食堂車のカウンター席で、ジャグジーが二人の男に責められている。相手の二人はカウンターの内側におり、一人はコック、もう一人はバーテンダーの服装をしていた。

　コックの方は東洋人、バーテンダーはアイリッシュの青年だ。二人ともジャグジーの仲間であり、今回の貨物強ごう盗とうを手引きした内通者でもある。

「いや、あの、解るよ解るよ、よーく解る。ファンとヨウンの言う通りだよ、だけどさ、夕方に来てもだめだったからさ、あとは何い時つになったら相談できるのかなーって……」

　東洋人はファン、アイリッシュの名前はヨウンと呼ばれている。中華系移民とアイルランド系移民のコンビ。この時代の常識ではまずありえない組み合わせであった。

　二人とも、移民のコミュニティでトラブルを起こしてしまった『はぐれ』であった。

　ジャグジーはそんな人間達を分け隔へだてなく仲間に迎え続け、何い時つの間にか不良集団の中心人物となってしまっていた。別に本人が望んだわけではないのだが、ヨウンもファンも他ほかの仲間も、ジャグジーがボスである事に異論を唱えはしなかった。かといって、別段敬意を払うというわけでもないのだが。

「しょうがねえだろヨー、ここにはずーッと客がいるんだから。しかも中華ばっか頼む奴やつがいるから、俺おれはこっから離れられネエし。離れたらこの厨房の親方に殺されるヨ」

　ファンが溜ため息いきをつきながら言うと、それに呼応するようにヨウンも大きな溜息を。

「バーテンは私一人、カウンター席に人がいる限りは俺も離れられない。理解しろ」

「ううう、禁酒法は完全無視なの？　この列車は」

「普段はな。だが今日は完全に禁酒状態だ。今日の車しや掌しようは、法に厳しい」

「じゃあ、バーテンダーの仕事なんて無いんじゃないの？」

　ジャグジーの疑問に、ヨウンは小さく首を横に振った。

「さっきからあの二人が、ハニーグリーンティーばかり注文する。他ほかにも、ノンアルコールの蜂はち蜜みつ系統しか頼まないからな。あきらめろ」

「んー。あのお客ダヨー、出発した直後からずーっと居座って中華ばっかり頼んでるのハー」

　ファンはそう言って、カウンターの端はしを顎あごで指し示した。

　ジャグジーが目を向けると、そこには奇妙なカップルが座っていた。

　男の方は、一言で言えば西部のガンマンだった。古臭くさいチョッキとコートを身に纏まとっており、その腰や胸には幾つものホルスターが装着されている。ただし、その中には一いつ丁ちようたりとも銃じゆうが入っていなかった。背中には投げ縄なわを背負っており、ガンマンなのかカウボーイなのかよく解わからない。更に言うならば、保安官のバッチを何な故ぜか三つもつけている。

　女の方もまた、男の服装と合わせるような西部劇ルック──１００年前の酒場の踊り子のような格好をしていた。ストレートの髪に西班牙スペイン風の赤い舞ぶ踏とう装しよう束ぞく、そしてこちらも真まっ赤かなつばひろ帽ぼう。

　場所の雰囲気には合っているが、時代の雰囲気からは大きく取り残された二人。そんなカップルが、カウンター席の隅で独自の世界を作り上げている。

「なんだったら、ジャグジーが追い出してクルかー？」

「な、なんか怖いよう。変な人達だったらどうするの！」

「顔面刺青いれずみ男が何を言うか」

　ヨウンが当然の突っ込みを入れる。

「ひ、酷ひどいなぁ」

　ジャグジーが泣きそうな顔になっていると、後ろからニースが話に割り込んできた。

「まあまあ、いいじゃんジャグジー。それより、あの二人に話しかけるだけ話しかけてみたら？　面おも白しろそうじゃない」

「に、ニース、面白そうってそんな、理由になってないよお」

「あの格好、もしかしたら映画俳優かもしれないよ？」

　その言葉を聞いて、ジャグジーはもう一度隅のカップルを見つめ直す。

「言われてみれば」

「でしょ？　スターと友達になれたら、ちょとカッコイイんじゃないかな？」

　彼女に言われてその気になって、ジャグジーは恐る恐るカップルの方に近づいていった。

　その背中を見送りながら、ヨウンがニースに呟つぶやいた。

「ニース、ジャグジーをあまり苛いじめてやるな」

　対するニースは、ジャグジーの時とはクルリと態度を変え、丁てい寧ねいすぎる言葉でヨウン達に向き直った。

「そんな事はありませんよ、ヨウンさん。私はただ、ジャグジーにもっと社交的になって欲しいと思っているだけです」

「やー、相変わらずダネぇ、ニースは。その必要以上の敬語も相変わらずダぁ」

「やっぱり、このナリで敬語は似合いませんか？」

　金きん糸しで装飾された眼がん帯たいをさすりながら、ニースは少し照れくさそうに頷うなずいた。

「あー、いや、そういうワケじゃナイけど」

「はっきり言って似合わないが、それはお前の美徳でもあるだろう。むしろ、ジャグジーにだけタメ口なのが気になるぐらいだ」

「ジャグジーが、タメ口じゃないと嫌いやだって言うからですよ。あの人はそういうところで頑がん固こですから」

　そういうとニースは嬉うれしそうに笑い、カップルと話し始めたジャグジーの方に目を移す。

　ヨウン達もジャグジーの方に目をやりながら、しげしげと呟つぶやいた。

「頑固ねえ……」

　見ると、ジャグジーが泣きそうな目をしてこちらに何かを訴えかけてきている。

「駄だ々だっ子この間違いだろ？」




　ジャグジーはカップルの横の席に座ると、カチンコチンと緊張しながら声をかけた。

「あ、あ、あのッ、こここ、こんにちは。あ、いや、こんばんはか。ええと、その、すいませんごめんなさい」

　何を言っていいのか解わからずしどろもどろになっていると、男の方がようやくこちらに気付いたようで、食事の手を止めてジャグジーの方に振り向いた。

　口をもごもごさせながらジャグジーの顔をじーっと見つめ、飲み込むと同時に声をあげた。

「ミリア、どうしよう。知らない人に突然謝あやまられたぞ？」

　するとその後ろから、女の元気な声が聞こえてきた。

「勝ち負けで言ったら、勝ちだね！」

「そうか、勝ちか！　よし、よくわからないがいい勝負だった、ありがとな！」

　そう言うと、突然ジャグジーの手を取って硬い握手を交わしてきた。

　どうしよう、やっぱり変な人だ。

　ジャグジーは助けを求めて、ニースやヨウンの方に泣きそうな目で訴えかけた。しかし、ニースは吞のん気きに手を振るだけだ。ヨウンとファンは、厨ちゆう房ぼうから『手前てめえら仕事しろ！』というコック長の怒ど鳴なり声を聞き、慌あわてた様子でそれぞれの仕事に戻っていってしまった。

「あ、あのぅ……」

「それにしても兄ちゃん、すごくカッコイイな！　顔面に刺青いれずみしてる人なんて初めて見た！」

「カルチャーショックだね！」

「ひょっとして映画スターなのか！」

「すごおい！」

　これでは予定と立場が逆だ。ジャグジーの思考回路を物もの凄すごい勢いで『焦あせり』が侵食し始めた。

「いいいやあのその、違うんです、僕はあのその、映画スターなんかじゃなくて、酒を造ったり売ったり……いや違います噓うそですあのその噓です違うんです、只ただの不良というかなんというか、とにかく普通の人なんですゴメンナサイゴメンナサぃ！」

　謝あやまる必要など何一つ無いのに、涙目になってペコペコと頭を下げる。

「おいミリア、また謝られたぞ」

「二連勝だね！」

「そうかー。二回も勝たせてくれるなんて、あんた何ていい奴やつなんだ！」

「ひッ……え？」

「いい人だね！」

「ほらほら、泣かないでくれよ。いい人が泣くと俺おれらも泣けてくる」

「もらい泣きだね！」

　ジャグジーが顔を上げると、目の前のカップルの目にも涙が滲にじんでいる。

　ハンカチを差し出されながら、彼は何かおかしな話になってきた事に気がついた。

「まあまあ兄ちゃん。涙を拭ふいて、この中華料理でも食いなよ」

「食べ放題だよ！」

　厨ちゆう房ぼうから『違うヨー！』というファンの声が聞こえてきた。戸と惑まどいの表情を浮かべていると、口の中へ勝手に料理を詰め込まれた。

「もごが……」

　流れに乗せられ、思わず飲み込んでしまう。

　ファンが作った蒸し鳥の味が、口の中に広がっていく。彼が作った料理を食べるのは、考えてみればこれが初めてだった。

「……美お味いしい」

　気がつくと、涙はもう流れていなかった。







「────そこで俺はガツンと言ってやったわけよ。『南な無む三さん』ってな！」

「わあ、アイザックすごいすごい！」

「アハハハハ」

「あッ！　ジャグジーが声を上げて笑うの、久しぶりに聞いたよ！」

　食堂車のカウンターは、今や小さな宴えん会かい場じようと化していた。

　何い時つの間にかニースも会話に加わって、食堂車の中で一際明るい雰囲気を作り出している。

　夜も遅くなり始めたというのに、食堂車はあいかわらず人に満ちている。しかし、そこには黒い楽団も白服の集団の姿も見当たらなかった。

「そういえばアイザックさん、さっきから肉しか頼んでませんね」

　驚くほどすっきりとした言葉で、ジャグジーが注文の偏かたよりを指摘した。

　ニースにとって、初対面の人間に対してこれほど恐れの無いジャグジーは初めてだ。それほどまでにこの妙なカップルの事が気に入ったのだろう。恐れを抱いだかないという事は、それだけ信頼しているという事なのだろう。

　──この短時間で、ジャグジーの中にこんなに入り込むなんて。

　いったいこの二人は何者なのだろう。少しだけ嫉しつ妬とも覚えたが、それ以上に、ニースもこのカップルの事が好きになっていた。

「ああ、肉？　大丈夫大丈夫、これは牛肉だから」

「国産牛だね！」

「どういうことですか？」

「ほら、牛って草食だろ？　だからその牛の肉を食べれば、草と肉を一緒に食べた事になるってわけさ！」

「わあい！　アイザック、頭いい！」

「そうなのかなあ……」

　首をかしげるジャグジーをよそに、アイザックとミリアは自分達の世界で盛り上がり続ける。

「そうそう、食べたものを食べればそれを食べた事になるもんだって。食べ物だけじゃないぞ、何か持ってる物を持ってけば、全部自分の物になるんだぜ！　例えば、お金の沢たく山さん入ってる鞄かばんを持てば、その人は金も鞄も持ってるってわけさ！」

「ひゃあ、お金持ち！」

「そう、この法則は東洋では確かこういうらしい！　えーと、『そういうお前を────」

「────わしゃ食った』だよ！」

「へえー、そうなんですか。『そういうお前をわしゃ食った』かぁ」

「よかったねえジャグジー、面おも白しろい話を聞けて」

　微妙に間違った東洋の知識を覚え、ジャグジーは嬉うれしそうに牛肉を頰ほお張ばった。

　その背中に、覚えのある衝しよう撃げきが走る。

「むぐぐがが」

　嚙かみ切れていなかった牛肉を飲み込んでしまい、手元にあった水で慌あわてて流し込む。

　すると後ろから、やはり聞き覚えのある声が飛んできた。

「ああッ！　お兄ちゃん、また……ごめんなさい！」

　咳せき込みながら振り返ると、乗車前に出会った少年がいた。先刻と違うのは、横に同い年ぐらいの少女を引き連れている事だ。

「あ、いや、大丈夫大丈夫、僕は全然平気だよ。君達の方こそ大丈夫？」

　少年はこくりと頷うなずいて、やはり先ほどと同じように微笑ほほえんだ。

　少女の方は少年の後ろに隠れてしまい、ジャグジーの刺青いれずみとニースの無ぶ骨こつな眼がん帯たいを恐る恐る見つめている。

「あはは、大丈夫ならいいよ。そっちの子は、君の妹？　けほッ……」

　まだ少し喉のどが苦しいが、ジャグジーは無理矢理笑顔を作って見せる。それに気が付いたのか、もう一度『ごめんなさい』と謝あやまってから、少年はジャグジーの問いに答えた。

「ううん、違うよ。この子は、さっき一緒の部屋になったばかりの友達だよ！」

　女の子の方も、その言葉に無言で頷いた。その目はまだジャグジーの刺青を見つめている。やはり普通の子供にとって、ジャグジーの外見は少し恐ろしく映るようだ。

　その時、子供達の後ろに大人おとなの女性の影が立つ。

「あのう、うちの娘むすめが失礼をしたようで。どうも申し訳ございませんでした」

　年はおそらく三十前後であろう。高級でありながら嫌いやらしさを感じさせない服を身に纏まとった貴婦人だった。その口から放たれるおっとりとした口調には、微み塵じんの気き後おくれも蔑さげすみも存在しない。ただ静かに、ジャグジー達の心に浸透するのみだった。

　貴婦人は、娘の名前を呼びながら軽く叱しかり付ける。

「メリー、人の顔を見て怖がったりしたらいけませんよ」

「す、ストレートですね」

　そんな声で言われたものだから怒る事も泣く事もできず、ジャグジーはただただ苦笑することしかできなかった。

「ああッ、すみません、私ったら……」

「あ、いえッ、そのッ、寧むしろ謝るのはこっちの方ですッ！」

「どこが？」

　ヨウンの正当な突っ込みも耳に入らず、ジャグジーは再び泣き虫モードに突入する。

「ミリア、両方謝ってるぞ。こういう場合はどうなる？」

「判定だね！」

「なるほど、俺おれたちに勝負の行方ゆくえがかかっているわけか！」

「責任重大だね！」

　アイザック達はアイザック達で勝手なことを言っている。

　流石さすがにそれを見かねたニースが、助け舟のつもりで話題を変えた。

「家族でご旅行ですか？」

　貴婦人はニースの眼帯に恐れる事も無く、穏やかな顔をして答えた。

「ええ、娘むすめと二人で、夫に会いに行きますの。部屋が一緒になったこの子と食事でもと思ったのですが、席がいっぱいみたいですね」

　そこでニースは、ふと疑問に思って聞いてみた。

「その男の子は、一人なんですか？」

「ええ、この子は────あらやだ、私ったら、まだ名前も聞いておりませんでしたわ」

　男の子はそれを聞いて、照れくさそうに名前を名乗った。

「ボクの名前はチェスワフ・メイエル──」

　その言い難にくい名を口にし、一瞬間まを空あけてから少年は続けた。

「────チェスって呼んで下さい。ニューヨークまで、家族に会いに行くところです」

　それに続き、貴婦人と女の子も挨拶をする。

「私はナタリー・ベリアム、この子は娘で……ほら、メリー」

　母に促うながされ、女の子がおずおずと前にでる。

「メリー・ベリアムです」

　やはり気になるのか、ジャグジーとニースの顔に時々目を向ける。すぐ横にいる西部のガンマンには、あまり興味が無いようだった。

　その後、成り行き上でジャグジーやアイザック達も続けて自己紹介し、宴うたげの範囲が車両内に少しだけ広がった。

「チェス君はさっきもジャグジーの背中にぶつかったんですよね」

　チェスの頭を撫なでながら、ニースの片目が楽しそうに笑う。

「お兄ちゃん、本当にごめんなさい」

「いや、いいっていいって、悪い事したわけじゃないんだからさ」

　チェスと話して、ジャグジーの精神にもだいぶ余よ裕ゆうが生まれている。子供相手でなければ余裕ができないというのも情けない話ではあるが。

　そこで突然、アイザック達が大きな声をあげた。

「そうそう、悪い事をしたんだったら、もう『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』に食べられちゃってるぞ！」

「ぱっくりとね！」

「──って、昔よく親おや父じに脅おどされたもんだ！」

「どっきりだね！」

「え？　れ、『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』って、な、なあに？」

　本能的に『何か怖いものだ』と感じ取ったのか、ジャグジーの顔と口調が一気に泣き虫のそれに変化する。

「なんだ、ジャグジーは知らないのか？　『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』ってのは……」
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「……というわけで、この話を列車の中ですると……その列車にも来るんだよ──────『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』がッ！」

「キャ──────ッ！」

　アイザックの話に対し、ミリアがわざとらしい悲鳴をあげた。

「～～～～～ッ」

　一方、声にならない悲鳴を上げているのがジャグジーで、残りの面々は『まあ、よくある話だ』ぐらいの顔をしている。

「たたた、大変だよう、消されちゃうよ！　どど、どうすればいいの！」

　本気で怖がるジャグジーを諭さとすように、アイザックはゆっくりと物語のオチを語り出す。

「安心しなよ、ジャグジー。この『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』が来ないようにする方法が一つだけあるのさ！」

「オンリーワンだね！」

　それを聞いて、ジャグジーの顔がぱああと明るくなる。

「ほほ、ホント？　そそ、その方法を早く教えてよ！　速く早くはやくぅ！」

「おうよ！　いいか、助かる為には……助かるためには、あー、助かる為にはだな」

　ジャグジーの希望に暗雲がたちこめ始めた。

「助かる為には……どうするんだっけ、ミリア」

「さあ、知らないよ？　私も初めて聞いたんだもん、そのお話！」

　話も知らないのにあんな相あい槌づちをうっていたのかと、ニース達は心の中で突っ込みを入れた。

　もっとも、ジャグジーの方はそんな突っ込みどころではなくなっている。

「そそそ、そんなあ！　たたたた大変だ、ははは、早く思い出さないと、でないと死んじゃうよ消えちゃうよ！」

　歯をガチガチと鳴らしながら本気で慄おののいているジャグジー。そんな彼とは対照的に、バーテンダーのヨウンがいたって冷静な口調で呟つぶやいた。

「その話、聞いたことがあるな」

「ほほほ、ホントッ？　どうするの、どうすればいいのッ！」

「いや、俺おれもその方法を忘れちまってなあ」

「えええッ！　そりゃないよヨウン！」

「まあ待て、落ち着いてくれ『お客様』。私が聞いたのはこの列車の車しや掌しようからだから、そいつに聞けば解わかる。二人乗っているうちの、若い方の車掌だ」

　その言葉を聞くが早いか、ジャグジーは椅い子すから降りて駆かけ出していた。

　途中で一度振り向きながら、ジャグジーは無理矢理口を歪ゆがませ、アイザック達に叫んだ。

「だ、大丈夫ですよアイザックさん！　僕がすぐに聞いて来ますから！　ま、任せて下さい！」

　精一杯に皆を安心させようとしているのだろうが、涙を浮かべた目では逆効果だ。

　もっとも、『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』の話を信じている者など、彼の他ほかにはアイザックとミリア、メリーの三人しかいなかったのだが。

　テーブルの間を縫ぬい、後部車両に向かって走るジャグジー。その後を追うように、ニースがカウンターの椅い子すから立ち上がった。

「あの、すいません！　悪い人では無いんです！　ただちょっと臆おく病びようなだけで──」

　仲間の弁護をしながら駆かけ出すニースに対し、ベリアム夫人は静かに微笑ほほえんだ。

「ええ、解わかっていますわ。ジャグジーさんは、他の誰よりも誰よりも優しい人だと思います」

　ベリアム夫人は気が付いていた。ジャグジーが本気で『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』を信じ、怯おびえていることに。それにも関わらず、彼はこの状況で一度もアイザックを責めなかった。

　その事に、アイザック達も確かに気が付いていた。

「なあミリア。ジャグジーってさ、凄すごくいい奴やつだな」

「物凄く、だね！」

「後でさ、あいつにも勝たせてやらなきゃな！」

「そうだね！」

「だから、後であいつに思いっきり謝あやまってやる！　二回ぐらい！」

「じゃあ、私も一回謝るね！」

　そしてアイザックは笑いながら断言した。

「そうか！　じゃあジャグジーの三勝だな！」

「チャンピオンだね！」
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「うあ、どうしたジャグジー。そんなに慌あわてて」

　食堂車の前で、今まさに入ろうとしていたドニー達と鉢はち合あわせた。褐かつ色しよくの大男の後ろには、ニースが選んで連れて来た仲間が二人控えている。

「あ、うん、大変なんだ、この列車が消えちゃうかもしれないんだ！　だから車しや掌しようさんの所に行って来るよ！」

「うあ？」

　ワケの解わからない事を言って、ジャグジーは列車の後部に向かって駆かけて行った。

　その少し後、今度はニースが駆けて来た。

「あ、丁ちよう度どいいところに。ちょっとジャグジーが車掌室に行ってしまったので、連れ戻すついでに貨物室の様子を見てきます。ドニーとジャックは私と来て下さい。ニックは食堂車をお願いします！」

　その言葉に顔を見合わせながらも、ジャックと呼ばれた男とドニーは、ニースの後を追いかけた。

　一方、ニックと呼ばれた方の男は大きな勘かん違いをしていた。

「なんだい、ニースの姐あねさん……俺おれに食堂車をどうしろってんだ？」

　ニースとしては『人の様子を見ていろ』という意味だったのだが、強ごう盗とう慣れしたニックは、全く別の結論に達してしまった。

「あー、つまり、食堂車の奴やつらを、『仕事』の間大人おとなしくさせろって事か…そうだよなあ。そりゃそうだ。見つかって騒がれて、列車を止められたら堪たまんねえもんなあ」

　考えているうちに、白い服の男が食堂車に入って行った。迷っているうちにも、食堂車の人数はどんどん増えてしまうかもしれない。

　ニックは単純にそう考えると、使い慣れたナイフを取り出した。

　そして、慎しん重ちように歩を進める。

　自分に課せられた目標である、食堂車へと向かって。
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「さーてさてさてさてぇ？　そろそろ始まるねえ俺おれ達のショーが！　そろそろ終わっちまうねえ、奴やつらの人生シヨーが！」

　二等客室の中で、ラッドが枕まくらを抱かかえて床を転げ回っている。

「おっと、もう予定の時間だねぇー！　楽しいねえ嬉うれしいねえ！　俺もう興奮して、今晩は多分眠ねむれねえってよ！」

　狭い客室でゴロゴロゴロゴロ転がる男。その様子を、ルーアは冷めた表情で、その他ほかの仲間はゲラゲラ笑いながら眺めている。

「……そんなに楽しみなら、自分で行けば良かったのに……」

　消え入りそうな声でルーアが呟つぶやくと、

「だぁーってよお、しょうがないじゃん？　くじ引きに負けちまったんだからよお！　ああくそ、ビッキーの奴やつうらやましいなあマジでマジで！」

　ラッド達の最初の行動は、食堂車に集まっている客を制圧することだった。その役を決めるのにくじ引きを行ったのだが────結果、ビッキーという男に銃じゆうが手渡された。

「ああ嫌いやだ嫌だ。この世に神はもういねえ。さっきビッキーが殺しちまったに違いねぇ！」

　愚ぐ痴ちをこぼしながら、スーツ姿で三点倒立を始めるラッド。ルーアがまたボソリと呟つぶやいた。

「……見に行けばいいのに……」

「それだ！」

　逆さまになった状態からクルリと跳はね起きると、ルーアの頰ほおをぺちぺちと叩たたいてはしゃぎ始める。

「そうだよ、見に行きゃいいんじゃん！　馬ば鹿かだなあ俺おれ、こんな所で待ってる必要なんて無えんだったよ！　くじ引きで負けたから、ついついここで大人おとなしくしてなきゃいけねえって思ってたよ！　よし、早速行って来る」

　散々勝手な事を喚わめくと、ラッドはそのまま勢いよく通路に飛び出した。

　そこで、誰かと思い切りぶつかった。

「うおう、気をつけろこのガ……」

　怒ど鳴なりつけようとしたラッドの口が止まる。

「あああ、ああ、ごご、ごめんなさい！　すいません！　列車が大変なんです！　だだだからあの、急いで車しや掌しよう室に行かなきゃいけなくって……その…ととととにかくごめんなさいーッ！」

　若い男は、そのまま後部車両の方へと走り去ってしまった。

「今の奴やつぁ、確か」

　あの顔の刺青いれずみには間違えようがない。数日前、叔お父じ貴きから回ってきた手配書のガキだ。

「ふぅん？　どういう事だ？　おい！　ルーア！」

　客室に顔を出し、恋人に軽い仕事を頼む。

「ちょっとよ、誰かと一緒に車掌室まで様子を見に行ってくれねえか？　顔に刺青のあるガキがいたら、とりあえず取っ捕まえといてくれや」

　ルーアは無言のままコクリと頷うなずき、仲間を一人引き連れて列車の後部へ向かって行った。

「んー、面おも白しろくなってきたか？　もっと面白くなるといいなあ。寧むしろ面白くしてやらなきゃな」

　楽しそうに口元を吊つり上げると、銃じゆうを一いつ丁ちようも持たずに食堂車へと向かった。途中、眼がん帯たい眼鏡めがねの女や背が２メートルを越す大男とすれ違う。彼女たちは緊張した表情で走っており、のんびりと歩くルーア達をあっさりと抜いて行ってしまった。

「なんだよ。この列車、随分面おも白しれえ事になってんなぁ？　刺青いれずみのガキが言ってた『大変な事』ってなぁ一体なんだろね？　やばいなあ、気持ちが高ぶり過ぎてきたよオイ。そろそろ解放しねえとぶっ壊こわれるな、俺」

　鼻歌を歌いながら、ゆっくりとゆっくりと歩を進める。

　今ごろは阿あ鼻び叫きよう喚かんのショーが始まっているであろう、食堂車へと向かって。
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「同志グース、準備完かん了りよう致しました。ベリアムの妻さい子しは食堂車です」

　黒服が集まる一等客室、グースが部屋の中央で部下の報告を受けている。現在は二等客室と三等客室、貨物室にそれぞれ三人ずつだけ残し、残るメンバーは全員ここに集まっている。

「時間か。よし、予定通り三名ずつのチームに分かれてことにあたれ。私はここで待たい機きしている。時間ごとの報告を怠おこたるな、怠った者は死んだと判断する」

　表情を完全に閉ざして、機械的に命令を発していく。それはまるで、口以外の筋肉を使っていないのでは無いかと疑うほどだった。

「予定の時刻だ。今ごろは『車しや掌しよう』が行動を開始している事だろう。これで、後部車両で何が起こっても運転は続く。スパイク、無線で二等室と三等室の部隊にも伝えろ。まずは全乗客、全車両を制圧。最後の仕上げが機関車しや輌りようだ。最低でも、車輌交換の時までには完全に制圧する」

　ペンシルヴェニア駅周辺では、法律で蒸気機関車の走行が禁止されている。よって、ＳＬなどはその手前で牽けん引いん車を電気機関車に組み替える必要がある。その連れん携けい地点こそがヒューイの身み柄がらの引渡し場所であり、人ひと質じちの半分の命のタイムリミットだ。残りの半分は、逃走の時の為に残しておく必要があった。

「よし、これよりヒューイ師の救出を開始する」

　黒服の楽団が、指揮者の命令に合わせて踵かかとを踏み響かせる。それは実に歪いびつに美しい演奏となり、一等客室の中に鋭く木霊こだました。

「これは儀式だ。ヒューイ師を再び我らの元に迎える為の儀式なのだ。この列車は祭壇、乗客は生いけ贄にえに過ぎない。それを忘れるな」

　終始無表情のままで、グースは『幽霊レムレース』の進軍の火ひ蓋ぶたを切った。

「百鬼夜行パンデモニウムの始まりだ。現時点では正義も悪も存在しない。全すべての『力』はここにある。ヒューイ師を救った時こそ、この力は正義に変わる。その為の戦いだ、凡ぼん庸ような乗客も列車も国家も、全すべて我々の内に飲み込んでしまえ」

　そして黒い衣服は暗い影となり、列車の各車しや輌りように散っていった。

　機き銃じゆうという暴力を纏まとった多数の影。そのうちの三つが、一つの車輌に足を向ける。

　談笑が鳴り響く車輌から、一ひと際きわ明るい光が漏もれている。その明かりを血ち色いろに染めんと、黒い影が走る。今作戦最大目標であるベリアム夫人がいる食堂車。そのドアは、もはや影達の目前へと迫っていた。




　　　　⇔




　ビッキーはご機嫌だった。

　この食堂車の中に悲鳴を満たす。その重要にして最高であるこの役割が、まさか自分に回って来ようとは。

　白服を纏まとったビッキーは、自分の幸運を静かに感謝した。

　──己への祝福として、まず見せしめに誰か殺してみせようか。あの変な西部劇かぶれのカップルにするか、その横にいるガキどもにするか、その横の別べつ嬪ぴんさんに……おっといけねえ、あの母子おやこはラッドのお気に入りだったな。でも、娘むすめの方ぐらいほんのちょこっと撃ち殺したっていいよな？　ほんの少し、ほんの少し殺すだけだから、ちょっと殺すぐらいなら死にゃしないだろう──

　狂った妄もう想そうに浸りながら、食堂車の周囲を見渡した。何人かはビッキーの真っ白な衣い装しように目を向けるが、アイザック達に比べるとたいしたインパクトではないのだろう。何事もなかったように食事に目を戻していく。

　変わった者と言えば、先刻の魔ま術じゆつ師しの姿は見当たらない。おそらく三等客室にいるのだろう。

　ただ、気になる人物が一人だけいた。窓際にいる作業着の女だ。

　──あいつは、素人しろうとじゃねえな。

　その女には隙すきが無く、こちらが少し目を向けると、その瞳に浮かぶ警戒色を明らかに強めた。新しく食堂車に入った自分以外にも、その女は周囲の全すべての人間にさりげなく注意を向けている。目があった瞬間、ビッキーも女の目の奥に潜ひそむ鋭い光に射抜かれた。

　──一体この女は何者だ？　『何か』に対して物もの凄すごく警戒心を強くしてるみてえだが。

　最初は気になったが、どうやら自分達とは無関係のようだ。

　──まあ、これから嫌いやでもこの事件の関係者になるんだがな。

　後は興味を無くしたようで、特に気にせず食堂車の中央まで移動した。

　──さて、始めるか。

　ビッキーの右手は、懐ふところにある銃じゆうを音もなく引き抜いた。
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「よし、行くぞ」

　黒服の男達が、銃を構えたまま扉を開け放った。
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「っしゃぁ！　やるか！」

　懐ふところから武器を取り出して、ニックは食堂車の扉を開け放った。
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　食堂車の中で、三つの叫びが上がった。

　それぞれよく通った声をしており、車しや輌りよう内の人間全すべてがそれぞれの言葉を聞き届けた。




　前部のドアから入って来た、黒いタキシードの男達が叫ぶ。

「貴様ら全員、床に伏せろ！」

　彼らの手には、物々しい機き関かん銃じゆうが握られていた。




　食堂車の中央にいた、白服の男が叫ぶ。

「手前てめえら、全員両手ぇ上げろ！」

　その右手には、黄おう銅どう色しよくに輝く拳けん銃じゆうが握られていた。




　後部座席のドアから入って来た、ボロ服の男が叫ぶ。

「やいやいやい！　お前ら全員動くなぁッ！」

　男は、果くだ物ものナイフを一本だけ握っていた。




　乗客の一人が、冷や汗を流しながら呟つぶやいた。

「ど……どうしろと……？」




　この状況に最も迅じん速そくに対応したのは、意外にもアイザックとミリアの二人だった。

　アイザック達は横にいた子供達を二人とも伏せさせると────

　自分達もバタンと床に伏せたまま両手を上げ、そのままピクリとも動かなくなった。
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　ラッドが通路を歩いていると、食堂車の方から銃じゆう声せいが聞こえて来た。

「おぉおぉおぉ、やってるねえ撃ってるねえノってるねえぇ」

　心躍おどらせ、スキップしながら食堂車へと向かう。

　だが、その足は一いつ旦たん止まる事となった。

　短発の銃声に続いて、それを何十発も続けたような音が聞こえて来たからだ。

「んー？　マシンガンだと？」

　一瞬顔を引き締めるが、次の瞬間には笑顔を取り戻し、再びスキップを開始した。心なしか、先刻よりも軽やかに跳とんでいる。

「それはそれで面おも白しろそうじゃん？」

　食堂車の前の車しや輌りように来ると、通路の向こうから若いチンピラ風の男が走って来た。

　何度も食堂車の方を振り返りながら、ラッドには目もくれずに横を駆かけ抜けていった。

「何だってんだよ！　姐あねさんよぉ、こんなん聞いてねえぞ！」

　チンピラはそんな事を叫びながら走り去って行った。

「やばい、ヤバイヤバイヤバイ、何だよ、何が起こってんだよ食堂車でよぉ！　殺せんの？　殺されんの？　どっちよマジでオイオイドキドキするなあオイオイオイオイオイ」

　ラッドはいてもたってもいられなくなり、気が付いた時には既に走り出していた。

　食堂車の中に近づくにつれ、泣き声や悲鳴が耳に入って来る。果たしてこのドアの中にあるのは天国か、それとも地獄なのか。

　入り口の引き戸を思いきり開けると、中にいた人間の大半の視線が突き刺ささった。ある者は懇こん願がんの目で、ある者は希望に縋すがる目で、またある者は絶望的な目でラッドの姿を見つめていた。

　食堂車の中央では、ビッキーがうつ伏せに倒れていた。白い筈はずの背中が、ビッキー自身の血によって真まっ赤かに染まっている。

　車しや輌りようの反対側には、機き関かん銃じゆうを持った男が三人。服装から察するに、楽団の連中だ。

　そのうち一人はビッキーの弾丸を食らったのか、血の流れる肩を押さえてしゃがみこんでいる。残る二人は厳いかめしい銃を振り回して、泣き喚わめく乗客が逃げ出さないように脅おどしつけていた。

　その三人も今や、突然現れた白服の男を睨にらみつける事に神経を注そそいでいる。

　どうやらこの状況は、ラッドにとって地獄と出てしまったようだ。

　しかしラッドは、なお笑う。

「しゃーねぇなあ」

　そのまま、つかつかと車輌の中に歩ほを進める。

「ちょいと、天国に造り変えっかぁ」

　小さく呟つぶやきながら、両手を大きく上げた。

「ちょいちょい、ちょっと待ってくれよ！　なんだか知らねぇが、俺おれはこの通り、丸腰だ！　敵じゃねえから安心しろ！」

　当然ながら、黒服達は警戒を弱めない。服装を見る限り、どう考えても中央で死んでいる男の仲間である。だからこそラッドには勝算があった。

　黒服の一人が、銃じゆうを向けながらこちらに近づいてくる。

「貴様……いや、貴様らは何者だ？」

「いやいや、怪しい者ですが敵ではありませんよぉー？」

　その時、もう一人の男もラッドに近づいて来た。一人が銃を向け、もう一人が拘こう束そくしようという魂こん胆たんだろう。

　車輌端はしに残っているのは怪け我がをしている黒服だけだ。肩を押さえながらも、片手の銃で乗客に睨にらみを効かせ続けている。

　近づいて来る黒服二人が縦たてに並んだ瞬間、ラッドは再び抗議の声をあげた。

「だからぁ、私はあんたらの敵じゃないですって！」

　言い終わった時には、黒服の機関銃が蹴けり上げられ、銃じゆう口こうが天てん井じようを向いてしまっていた。

「なっ…」

　完全に不意をついて放たれたその前蹴りは、黒服に引き金を引く暇さえ与えなかった。さらに上にあげていた手で機き関かん銃じゆうの銃じゆう身しんを軽く握り、そのままラッドから見て前方──黒服の男の肩の後ろへと強く押し倒した。

　焦あせる黒服の背後にいる、もう一人の黒服の方へと向かって。

　当然黒服は抵抗するが、あっという間まに銃口が背後に押し向けられる。細い銃身部分が肩に強く喰い込み始めた。

　銃を摑つかんだのとは反対の手で、ラッドは機関銃の台だい尻じりを摑んでいた。黒服の肩をテコの支点のようにして、銃の台尻を一気に手前に引き上げたのだ。

「何だと!?」

　その勢いに、黒服の指は引き金から外れてしまっていた。その空あいた引き金に、銃身を握っていたラッドの指がすべり込む。

　轟ごう音おん。

　天地が逆さまになった銃から、大量の鉛なまり弾だまが吐はき出された。

　そしてその鉛弾は、後ろにいた黒服の体を貫いた。首を中心として、顎あごを、肺を、心臓を。上半身を血の噴水と化した黒服が、体を横に捩ねじらせながら崩れ落ちる。同時に、車内に響く悲鳴のボリュームが膨ふくれ上がった。

「貴様ッ！」

　怪け我が人の男が銃じゆうを向けるが、彼とラッドの間にはもう一人仲間がいる。更にその仲間は、ラッドの左手で襟えり首くびを摑みあげられていた。黒服の足が床から少し浮き上がっている。ラッドの細身からは想像がつかない力でもって、黒服の顔面に血を充血させていく。

　男も抵抗して足蹴りなど繰り出すが、黒服は密着した状態で有効な術すべを知らなかった。空いている手でラッドの目を抉えぐろうとしたが、先を読まれ、手の肉を嚙かみ千ち切ぎられた。

　血と肉を吐はき捨てながら、ラッドは奥にいる怪我人の黒服に声をかける。

「さて、どうすんのよ？　逃げる？　仲間ごと撃ち殺す？　自殺する？　少しダベる？　お茶する？　飯でも食う？　景気はどうよ？　いいわけないか？　じゃあどうする？　改革する？　立候補する？　戦争する？　殺し合いする？　怖い？　切ない？　それとも怒ってる？」

　意味の無い質問を羅ら列れつし、一人で勝手にケヒャケヒャ笑う。不意にその笑いを止め、盾たてにした男の影から銃を伸ばした。

「一つぐらいこーたーえーろーよぉー」

　黒い怪我人は答えの変わりに、仲間とラッドにくるりと背を向けた。

　食堂車から駆かけ出す男。ラッドはそれを追う事はしなかった。変わりに、盾たてに使っていた男を床に放り落とす。

「さて、面おも白しろくなって来やがったねぇ来やがりましたねえっと」

　一人残った黒服は何度か強く咳せき込むと、ラッドの方をジロリと睨にらみつけ、勝ち誇ったように声をあげた。

「馬ば鹿かめ、みすみす仲間を逃がしてくれるとはな！　貴様らが何者か知らんが、我々を敵にして生き伸びられると思うな！」

「俺おれが殺したマフィアとかはさ、大抵死ぬ前に似たような事言ってたよ。ま、いいけどね」

　ラッドは特に興味なさそうに、マシンガンを床に放り捨てた。落ちた近くにいた乗客達が小さな悲鳴をあげる。

「馬鹿が！」

　それを見た黒服が、突如立ち上がった。ブーツに仕込んでいたナイフを摑つかみ、勢い良く水平に凪なぐ。

　黒服の予想では、その刃やいばは白い男の喉のど笛ぶえを切り裂さく予定だったのだが────

「な……に？」

　そこには既に、ラッドの頭部は存在しなかった。

　視界の下のほうに髪が見えたと思った時には既に遅く、内臓に重い衝しよう撃げきが走る。

「残念賞」

　鈍にぶく伝わってくる痛み、こみ上げる嘔おう吐と感かん。

　黒服のわき腹にアッパーを突き刺さしてニヤついているラッド。そのニヤケ顔とは対照的に、黒服は脂汗を大量に流しながら呻うめいている。

「き、きさま……ボクシ……」

　前のめりになったところに、軽く握られた拳こぶしが下から飛んで来た。

「ングァッ！」

「んー？　大丈夫大丈夫、ピート・ハーマンよりは全然弱いから」

　後ろにのけぞったところを、服の裾すそを摑んで無理矢理引き起こす。

「ジャック・ジョンソンやジャック・ディンプシーみてえなパンチ力もテクニックもねえ」

　右フック。ガシュ、という不自然な音が聞こえて来た。

「なんだろなぁ、ジャックって名前はボクサーにとって縁起でもいいのか？　なあ」

　軽いパンチが数発、一方的に放たれる。

「ハーマンとかディンプシーって普通に話しちまってたけどよ、お前ボクサーの名前解わかる？　解るよなぁ、アメリカ国民なら知ってて当然だ」

　パンチ。

「知らないとか言ったらゆるさネエ」

　パンチ。

「ゆるさねえ」

　またもやパンチ。

「絶対に」パンチ。「許しは」パンチ。「しねえ」パンチ。「まあ」パンチ。「別に」パンチ。「知ってても」パンチ。「許しゃぁ」パンチ。「しないん」パンチ。「だけどな？」

　ふざけきったラッシュの最後にアッパーカットをくらい、またもや大きく仰のけ反ぞった。本来ならもうとっくにダウンしているコースだったが、ラッドはわざと相手を倒さないように殴なぐり続けていたのだ。

　そして今、仰け反った頭が壁に激突した。

　すぐ横には扉がある。黒服は殴られ続けるうちに、車しや輌りようの端はしまで追い詰められてしまっていたのだ。

「あー、やっとナイフを落としてくれたか。いやー、怖くて怖くて、つい殴りすぎちまったよ」

　ナイフなど最初の一撃で既に落としていたのだが、ラッドはわざとらしい素振りでしゃあしゃあと言ってのける。

「うぁ…」

「ありゃ、まだ意識があんだ？　やっぱ俺おれパンチ力ねえんだなあ。無茶苦茶ショックだよオイ、どうしてくれんだよ」

　ラッドはそのまま両手で襟えり首くびを摑つかみ、黒服の背中を壁にべったりと押し付けた。

「ま、絶対に俺をすぐに撃ち殺しはしねえと思ったよ。俺たち『白服』の目的とかそういうの聞きたかったんだろぉ？　ん？　だから俺を捕まえようとして、そっちからわざわざ近づいて来てくれたんだよなぁ？」

　そして、そのまま黒服を引き寄せて固く抱だきしめた。

「アリガトウ、本ッ当にありがとう！　俺の予想通りに動いてくれて！」

　黒服の頭に頰ほお擦ずりをしながら、今にも潤うるみ始めそうな眼つきで感謝の言葉を叫び出す。

「お前らは本当にいい奴やつだ！　だから言ったろ？　俺は敵じゃないって！　愛があれば敵とか味方とかどうでもよくなるのさ！　ああ、俺は味方だ、君を、君達を心から愛しているよぉーっ──────でも死ね」

　再び黒服を壁に叩たたきつける。

　口と鼻から血をたれ流し、白目を剝むきながらも黒服はまだ意識があった。

「愚おろか……者め……我々を…敵にまわブッ」

　鉄てつ拳けんが鼻の下に飛ぶ。前歯だろうか、皮膚の下で何かが折れる感触がした。

「なんだよその『我々』って言い方はさっきっからよぉ？　何か気取っててムカツク苛いらつくブッ殺す」

「貴様のような……暗あん愚ぐの徒やからに……ヒューイ師の道を塞ふさぐ事が……出来る……ものか」

　鉄拳が黒服の右目に飛ぶ。左目にも飛ぶ。ただでさえ白目を剝むいていた目は、おそらくもう二度と光を感じる事は不可能であろう。もっともそれを確認するには、この場を生き残らなければならないのだが。

　ラッドは急に静かな貌かおになって、黒服の耳元で小さく囁ささやいた。

「俺はそのヒューイとやらもお前らの正体も知りはしないし、正直どうでもいい」

　彼はその呟つぶやきに合わせ、意識の途切れかけた黒服の腹に拳こぶしを叩たたきつける。

「だが、いくつか確実な事はある。まず、この列車に乗ってる黒服の楽団は全部敵だって事、そいつらは物もの凄すごい銃じゆうをわんさか持ってるってこと」

　リズミカルに叩き付けられるラッドの拳。彼の語調が強くなっていくにつれ、叩き付けられる拳の勢いも強くなっていく。更に、叩きつける拳の位置が腹から胸、胸から顔面へと移動して行った。

「そしてなにより！　お前らは今こう思ってる筈はずだ！　『この列車でこんなに凄すげぇ武器を持ってる俺おれ達に逆らう奴やつなんていない、俺達は最強だ、つまり俺達は安全だ』ってなあ！」

　白服の声が車しや輌りよう中に反響しているのを感じながら、黒服の意識と生涯は静かに幕を閉じた。

　それに気付いているのかいないのか、ラッドの拳は止まらない。

「楽しいだろうなぁ楽しいだろうなぁ！　そんな奴らを殺すのは！　腸はらわた引きずり出すのは！　ソーセージの中身みてえになるまでぐちゃぐちゃにスリ潰つぶしてやるのはよお！」

　グチャグチャ音がしているのはラッドの拳の方だ。徐々に強くなるそのパンチは、今や黒服の顔面の骨を全すべて砕くだききっていた。

　飛び散る血ち飛沫しぶきを浴びながら、ラッドの表情は実に輝いていた。何かをやり遂げた男の顔だった。常人から見れば単なる殺人鬼きの狂笑にしか見えなかったが、実際その通りであることも確かだった。

　ラッドがスッキリとした顔で振り返ると、車内の人間が一斉に目をそらす。てっきりこのまま皆逃げるものと思っていたが、ラッドは車輌の反対側の出口を見て納得した。

　そこには白服の集団が陣じん取どっており、銃を手にして乗客を睨にらみつけていたからだ。

「ラッドよぉー、こりゃ一体どうなってんだぁ？」

「なーんかマシンガンみてえな音が聞こえたから来てみりゃよー。説明しろよラッドよー」

　状況にそぐわぬ吞のん気きな声が聞こえる。その声に手を振りながら、ラッドは車輌の真ん中を堂々と歩いていった。カウンターの横を通りすぎる時、子供達に覆おおい被かぶさるように伏せていた貴婦人を見つけ、問い掛けた。

「ベリアムさんかい？」

　貴婦人は力強いまなざしでラッドを見み据すえ、ゆっくりと頷うなずいた。

　ラッドは口と目を凶きよう悪あくな笑みに歪ゆがめながら、ゆっくりと宣言する。

「よかったなぁ、順番が後になったぜ？　楽団を全員始末したら、次はあんたの番だぁ。ま、よろしくなぁ」

　黒服やビッキーの落とした銃を拾うのを忘れずに、そのまま仲間達と合流する。

「行くぞ、お前ら」

「行くぞってよぉ、こいつらどうすんだよ」

　仲間の一人が、食堂車の乗客を指しながら尋ねた。

「ほっとけ。それよりも、面おも白しろいったらありゃしねえよ、とりあえず部屋に来いや」

「まあいいけどよ。それよりラッド、手ぇ、大丈夫か？」

　ラッドの手から血が滴したたり落ちている。乗客は返り血だとばかり思っていたが、ラッドの拳こぶしは所々で肉が裂さけていた。テーピングも行わずにあれだけの拳を繰り出したのだから、当然といえば当然の結果だ。むしろそれだけで済んでいるのが奇跡的な程だ。

「あー、大丈夫だ。何本か脱だつ臼きゆうしたが折れちゃぁいない。てーか余よ裕ゆう。この感触なら、あと五人は殴なぐり殺せるぜ？」

「素直にテーピングしろよ」

　何事も無かったかのような雰囲気を纏まとい、滴る血をぬぐいもせず、ラッド達は食堂車から静かに姿を消して行った。




　こうして、食堂車は沈黙で満たされた。泣き喚わめく声もピタリと止まったこの緊張空間で、二つの間抜けな声だけが静かに響いていた。

「なあミリア、いつまでこうしてりゃいいんだ？　なんかさっきから上で銃じゆう声せいとか怖そうな人の声とか聞こえて、その、ドキドキなんだが」

「ホラーショウだね！」

「それにあれだ、この状態、かなり辛つらいんだけどよ」

「正直、辛いね！」




　　　　⇔




　後に残された乗客達は、最初は沈黙を保っていた。それから暫しばらくして、状況を理解し始めた者から徐々に騒ぎ始めた。食堂車から出る乗客はまだいない。それぞれの出口の先には、黒服か白服のどちらかが待ち構えているかも知れないからだ。

　そのうちに不満ばかりが膨ふくれ上がり、列車関係者であるコックやバーテンダーにそれはぶつけられ始めた。

　何が起こったんだ、これは何の冗じよう談だんだ、車しや掌しようはどうした、下ろしてくれ、列車を止めてくれ。

　ファンとヨウンは付き合ってられるかと厨ちゆう房ぼうの奥に引っ込んでいる。移民が強く差別されているこの時代、彼らが応対しては逆効果だと自分たちでも理解していたのだろう。

　それでも、彼らに理り不ふ尽じんな矛ほこ先さきを向ける者もいた。

「大体何だこの食堂車は！　黄色い猿さるや田舎いなか臭くさいアイリッシュを厨房に入りびたらせよって！」

　先刻の騒ぎに文句を言い尽くしたのか、ヨウンやファンの事を槍やり玉だまに挙げ始める男も現れた。ぶくぶく太ったチョビ髭ひげ親おや父じ。恰かつ幅ぷくがいいとか福々しいというにはあまりにも気品が無く、ただただ見苦しい男だった。

　厨ちゆう房ぼうの奥にまで聞こえてくる喚わめき声を、ヨウン達は慣れた様子で聞き流している。

　対応に困る若手のコックに対し、男はなおも食ってかかる。

「こっちは高い金払ってこの列車に乗っているのだぞ！　なんだその面つらは。わしに文句があるのなら金を返せ！」

　カウンター席に拳こぶしを叩たたきつけると、その拳の上に何かが置かれた。それは、百枚単位で束ねられた札さつ束たばであった。

「なっ……？」

「これでいいのかよ！　えーとこの……嫌いやな奴やつめ！」

「最悪だね！」

　チョビ髭ひげ男が横を向くと、カウボーイと踊り子が眉まゆを吊つり上げて立っていた。

「な、何だ貴様ら」

「金なら俺おれが代わりに返してやるよ！　だからお前はもう客じゃねえ！　そうだよな、ミリア」

「無賃乗車だね！」

　アイザックとミリアが、チョビ髭に抗議の声を上げていた。これには少し驚いて、ヨウンとファンが厨房から顔を覗のぞかせた。

「馬ば鹿かが、一体わしを誰だと……」

　抗議の声を上げながらも、しっかり札束に手を伸ばすチョビ髭男。

「五う月る蝿さーい！　人が美お味いしく食べてたレストランに、さっきから猿さるだの田舎いなかだのわけのわからない事を言いやがって！　さてはお前、難なん癖くせつけてお金をたかる気だったな！」

「わあ、最低！」

「なんて奴だ、金の亡もう者じやめ！」

「亡者らしくお墓に行っちゃえ！」

　チョビ髭の抗議に匹ひつ敵てきするほど理り不ふ尽じんな事を言いながら、札束をもう一つ顔面に投げつけた。

「とっととどっか行っちまえ！　でないとあれだ、俺おれの百ひやく丁ちよう……いや、億おく丁ちよう拳けん銃じゆうが火を噴ふくことになるぞ！」

「蜂はちの巣だね！」

　その時、厨房の一番奥、客のいる位置からは絶対に見えない場所から声が聞こえて来た。低く重々しい、まるで熊のような声だ。

「ヨウン！　ファン！　聞いたろう！　そいつはもう乗客でもうちの厨房の客でもねえ！　とっととここから出て行ってもらえ！」

　猛もう獣じゆうが吼ほえるような声を聞いて、チョビ髭男の尊そん大だいな態度が吹き飛んだ。

「あいヨー、コック長ー」

「面めん倒どう臭くさい……」

　ヨウンはぶつくさ文句を言いながらも、ファンと共に抵抗するチョビ髭の両脇を抱かかえ上げる。そして実に手際良く、車しや輌りようの後部ドアから出て行った。

　すると、猛もう獣じゆうの声が途と端たんに紳しん士し的な声になって食堂車内にある宣言をした。

「さて、皆様には大変ご迷惑をお掛け致しました！　いまここにいる皆様に関しましては、到着後に本社の方から乗車賃の返却はもちろん、相応の賠ばい償しよう金を支払わせていただきます、それでお詫わびになるとは考えておりませんが──────」

　その声は、最も重要な事を続けて言った。

「車しや掌しよう室とも連絡が取れない今、生きてニューヨークに着く事を目標に、各自で考えて行動して戴いただきたい、以上！」

　最後の最後に物もの凄すごく無責任な事を言ったが、怖くて誰も文句を言えない。こうして再び、食堂車に静かな時間が戻って来たのであった。




「離さんか！　この腐くされ移民どもが！　服が汚よごれる病気がうつる！」

　酷ひどい事を言いながら、チョビ髭ひげが廊下に追い出される。去り際に、ヨウンがしゃがみこんで男を睨にらみつけた。彼の右手には、何時の間まにかアイスピックが握られていた。

　散々強がっていたチョビ髭が、そのひと睨みで黙り込む。ヨウンとて一時はシカゴの裏側に在籍した身だ。この程度の男相手に気き後おくれは微み塵じんも無い。

「聞け、髭ひげ豚ぶた。いいか、この大陸横断鉄道の半分は、私達アイルランド人が奴ど隷れい同然の待たい遇ぐうで造ったんだ。というか造らされたんだよ、解わかるな？」

「もう半分は俺おれ達チャイニーズだヨー」

「つまりだ、この線路の上にある物の半分は、私達アイルランド人の物ってことだ」

「俺ら中国の取り分も入れたら、全部ダネー」

　チョビ髭やアイザックの言葉に輪をかけて理り不ふ尽じんな事を言い始めるヨウン。彼らは直接鉄道を造ったわけでも無いし、そもそもその同胞から追われてジャグジーの仲間になったのだから。

「だから、髭豚、お前の命もここでは全すべて私達のものだってことだ。忘れるな」

　チョビ髭の頰ほおをペチペチと叩たたくと、ヨウン達はそのまま食堂車内に戻ろうとする。

　すると、途と端たんに不安になったのか、態度を急変させて卑ひ屈くつにヨウンに縋すがりつく。

「ままま、待ってくれ！　こっち側にはあの、白服の奴やつらがいるんだぞ！　頼む！　中に入れてくれ！」

「大丈夫だ。あいつらの中には田舎いなか臭くさい奴やつも黄色い猿さるもいなかったみたいだからな。仲良くやることだ。入ってきたら、殺す」

　そう言って、無情にドアは閉められた。




　中に入ると、乗客たちは幾分か落ち着きを取り戻していた。見ると、他ほかのコックたちが運び出したのか、三つの死体は食堂車から消えていた。今はみな、手早い作業で血の跡を床や壁から拭ぬぐい去っている。

　カウンターの中に戻る時、アイザック達と目があった。

「ありがとな」

　ヨウンは小声で礼を言ったが、アイザック達には聞こえなかったようだ。

「あ、お帰り！　それにしてもあれだ、ここのシェフは強そうだな！」

「最強伝説だね！」

　厨ちゆう房ぼうの奥にいる人物に対して、アイザック達が過大な評価をしている。

　ここのシェフは料理を人生の最優先と考える為、料理中は絶対に持ち場を離れない。横でガス爆発が起きた時にも鍋なべを離れなかったという逸いつ話わがあるぐらいだ。当然先刻の銃じゆう撃げき戦騒ぎの時にも、シェフは一人でシチューの鍋をかき混ぜ続けていた。

「それにしても本当に嫌いやな奴やつだったな！　幾らなんでも、あんな言いがかりをつけるなんて！」

「酷ひどすぎるね！」

「ここは全然臭くさくもないし、猿さるなんか何ど処こにもいないじゃないか！　まったく、人を馬ば鹿かにするにもほどがあるぜ！」

「人を馬鹿にする方が馬鹿だからね！」

　その口ぶりを聞いて、ヨウンの中に疑問がよぎった。

（まさかこいつら、私達を庇かばってくれたんじゃなくて────スラングの意味が素で解わからなかっただけなのか？）

　冷や汗を流しながら、ヨウンはその考えを慌あわてて打ち消した。




　　　　⇔




「その白服の奴らは、一体何者だ？」

　グースは、突とつ如じよ現れた作戦の障しよう害がいに眉まゆを顰ひそめていた。

　二等客室に白服の連中がいるとは聞いていたが、まさか機き関かん銃じゆうを持っている部下達が遅れをとるとは。どんな集団か知らないが、只ただ者ものではない事は確かだ。

「ともあれ、手の空あいている者を一度呼び戻せ」

　その命令を聞いて数人が退出し、一人は無線機のスイッチを入れて後部車しや輌りようへ連絡を取ろうと試みる。

「まったく、ネイダーといい白服の集団といい、これは試練と考えるべきか？」

「そう簡単にたどりつけるとは思えませんよ、そうでしょ？　グース殿」

　スパイクの問いかけに対して、グースは部屋の隅──無言で腕を組んでいるシャーネがいる──をちらりと見ながら静かに答えた。

「そうだな、ヒューイ師の高みは、通常の道では辿たどり着けぬのだからな」

　シャーネに完全に背を向け、グースはニヤリと口を歪ゆがませた。




　　　　⇔




「で、ラッドよぉ。あの楽団、いったい何なんだよ？」

　仲間の問いに対し、ラッドは恍こう惚こつとして表情で答えた。

「御ご馳ち走そうさ。それ以外は知らねえし、知る必要も全くない。そうだろう？」

　上うわの空そらでそんな事を言って、仲間達を困惑させる。

「とにかくだ、楽団の黒服連中は全部殺せ」

　その言葉に、仲間うちから歓喜の声が漏もれる。ビッキーが死に、残る仲間はあと十人。決して狭くない二等客室に鮨すし詰づめ状態だ。

『楽団』と比べ格段に数は劣るが、彼らが感じるのは、そんな事ではない。

「すげぇべ？　一人あたり２、３人は殺せるんだぜ！　しかも、完全に自分が優位だって思ってるような緩ゆるい奴やつらをだ！」

　歓喜の声はやがて歓声に変わり、二等客室を彼らの空気で飲み込んだ。

「しっかし、お笑い草だな。二等客室の連中は、食堂車にいる以外は俺おれらと黒服だけなんだもんよぉー」

　彼らの一つ隣の部屋には、死体が三つ転がっている。ラッドが食堂車に行っている間に、残った仲間が始末した連中だ。

　それは、楽団──『幽霊レムレース』の中で、二等客室を占領しに来た三人組であった。

　それぞれ違った殺し方をされていて、共通している事は『一撃で死なせてもらえなかった』という点だけだった。

「さてと、ここに群れてるのはヤバイから散るぜ。ルーア達には俺が伝えとく」

　ラッドはライフルを一いつ丁ちようだけ持ち、通路に続くドアを勢い良く開いた。

「集合時間は適当！　各自『やってやったぜ！』と思ったらここに戻ってくる事！」

　誰も異論を唱えること無く、白服の集団が列車内に散っていく。黒い影を討ち滅ぼし、自分達がこの列車を蝕むしばむために。
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　黒服グースも白服ラツドも、まだ気が付いていなかった。

　この列車には、更に異質の影が乗っているという事を。

　その凶きよう悪あくなモンスターの存在に気が付いたのは、列車で一番臆おく病びような男。

「なに……これ……」

　ジャグジーの顔から血の気が完全に無くなり、震える事すら出来ずにその場に立ちすくんだ。

　息を切らして駆かけ込んだ車しや掌しよう室。そこで彼が見たものは──

「噓うそだ、噓だよ、死んでるなんて噓だよね、ねえ、ねえ、起きて噓だって言ってよ！　車掌さん！　ねえってばぁ！」




　赤く染まった列車の最さい後こう尾び。

　彼がそこで見たものは、血に塗まみれた車掌の死体だった。

　その死体の数は、二つ。

　一人の車掌は射殺されていた。

　そしてもう一人は、異常な身体からだとなって息絶えていた。

　首は通常ではありえない方向を向き、その顔面と右腕が全すべて無くなっていた。

　何かで砕くだかれたのか、それとも何かに嚙かみ千ち切ぎられたのか。切断面は非常に汚きたならしく、刃は物ものなどは一切使われていないと思われる。使ったとすれば、それは恐らく目の粗あらい鋸のこぎりの類たぐいだろう。

　白熱灯の明かりが惨さん状じようを生暖かく照らしている。床一面に広がる血溜だまりを見ながら、ジャグジーはボソリと呟つぶやいた。泣き声が含まれないその声に浮かぶのは、覚かく悟ごかそれとも諦あきらめか。

「来たんだ、遅かったんだ、もう追いついちゃったんだ……」

　光を反射する血の色は吐はき気がするほど純粋で、まるで葡ぶ萄どう酒しゆのようだった。

　そしてジャグジーは、怪物の名前を呟いた。

「────『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』────」
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　食堂車の中では、ベリアム夫人が娘むすめに何かを言い聞かせていた。

「いいことメリー。チェス君と一緒に、静かに隠れていなさい。大丈夫よ、明日のお昼まで隠れていれば、きっとお父さんが助けに来てくれますからね」

　周囲の様子は驚くほど落ち着いたもので、乗客たちは皆席に座り、絶望や希望を織り交ぜた様々な顔を作り出していた。幾つかの個所から嗚お咽えつが聞こえる他ほかは、至って静かな状態を保ち続けている。

　流石さすがにもう、食事を注文する者はいなかったが。

「それじゃあチェス君、メリーをお願いしますね」

「うん！」

　少年ははっきり頷うなずくと、少女の手を取って食堂車の外へと出て行った。ドアを開けた後は、慎しん重ちように周囲を窺うかがいながら歩いて行く姿が見えた。

「いいのか、奥さん。貴方あなたは隠れなくて」

　カウンター越しに放たれたヨウンの問いに、ベリアム夫人は優しく微笑ほほえんだ。

「ええ、いいんです。理由はわかりませんが、黒い人たちも白い人たちも、私を探している節ふしがありましたから……。私まで隠れてしまったら、この車しや輌りようの人たちに迷惑がかかってしまいます」

「そうか。まあ、この中にいた方が安全かもしれんし、奴やつらも流石さすがに子供だけ殺すような真ま似ねはしないだろう」

　──あの白服のボクサーに関しては、そう言い切れないが。

　その言葉はヨウン自身の中にしまっておいた。おそらくベリアム夫人もその事には気付いているだろう。だからこそ、相手に居場所がばれない所にやっておきたかったのかもしれない。

　その時、アイザック達が突然声をあげた。

「よし、行って来る！」

「出発だね！」

　そう言って、二人揃って高椅い子すから降り立った。

「行くって、何ど処こへヨー？」

　ファンの問いに、アイザック達は微み塵じんの迷いも無く答えた。

「何処って、ジャグジーを探しに」

「ニースも探しに！」

「危ないヨー？」

　一応止めるが、当然アイザックは考え直さない。

「だから探しに行くのさ！」

「レスキューだね！」

「なんだかさっぱり解わからないけど、黒服とか白服とかナイフ持った変な奴やつとか！　そんなのはこの俺おれの拳けん銃じゆうで脅おどしてその隙すきに逃げてやる！」

「凄すごぉい！」

　空からのホルスターをさすりながら、アイザックは得意そうに口くち笛ぶえを吹いた。

「あ、ああ、そうか」

　ヨウンも、もはや止めようとはしなかった。そもそも『ナイフを持った変な奴』とは顔見知りだったので、気まずくてこれ以上会話にできない。

　──それにしてもニックの奴、何であんな事をしたんだろう？

　首をかしげている間に、アイザック達は車しや輌りようの後部ドアから出て行った。

　それと入れ替わりに、前部のドアが開く。そして、乗客達は一いつ斉せいに悲鳴をあげて身を伏せる。

　ドアから現れたのは、マシンガンを手にした黒服の集団だった。




「御ご機き嫌げん麗うるわしゅう。ベリアム夫人ですな？」

　リーダー格の男が、ベリアム夫人の姿を見て声をかけた。他ほかの黒服は、機き関かん銃じゆうを持って周囲の乗客を睨にらみつけている。

「私の名はグースと申します。御理解いただけると思いますが、貴方あなたの御主人に協力して戴いただきたい事がございましてね。御一緒していただけますな？」

　ベリアム夫人は、グースと名乗る男を強く睨みながら立ち上がった。

「他の人に手を出さないと約束してください」

「ははは、御自分が条件を出せる立場に無いのはお分かりでしょう。まあ、乗客の命運は、貴方の御主人と政府の返答次第だと申し上げておきますがね」

　そのまま銃じゆうを突きつけ連行しようとするが、肝かん心じんな人物が傍そばに見当たらない。

「お子さんはどちらですかな？」

　少しだけ顔をしかめながら、グースが夫人に尋ねかける。

　ベリアム夫人は、顔を下に向けながら、唇くちびるを強く嚙かみ締める。両の手は拳こぶしの形を作り、強く握り締めていた。

「どうなさいました？」

　ベリアム夫人が顔を上げると、その目には涙が潤うるんでおり、唇と手から血が流れていた。

「娘むすめは……あの白い服の人達に────連れていかれました……っ！」

　──なるほど、そうきたか。

　机に伏せさせられたヨウンは、ベリアム夫人の発想と演技力に感嘆した。先程までのおっとりした人物からは、とてもじゃないが想像できなかった。

「白服の連中か。奴やつらは一体何者です？」

『白服』という単語に露ろ骨こつに嫌悪を浮かべたが、グースはすぐに冷静な判断をした。

「解わかりません。彼らも私を探していたようですが、先に娘を……連れていかれて……ああ、ああ、メリーッ……」

「お気持ちはわかりますが」

　迫はく真しんの演技にも特に感情を動かされずに、グースは淡々と部下に合図する。

「とりあえずは、我々の部屋に来て戴きましょうか」

　銃を構える部下達と共に、ベリアム夫人は食堂車を出て行った。

「よし、二人ずつ交替でこいつらを見張っていろ」

　部下に命令を下してから外に出ようとした時に、グースは食堂車に流れる風の音に気がついた。音の根源に目をやると、テーブル横の窓が一つだけ開いている。何でもない事だが、グースの勘かんが何かを強く告げる。彼は、その窓の一番傍そばにいた男に銃を向けた。

「おい、その窓を開けたのは誰だ」

「ひッ」

　いきなり銃を向けられた男は肝きもを冷やし、ジャグジーのような口調になって奇声をあげた。

「ち、ちがッ、ちがちがッ、違う違います！　そそ、そこの窓は、作業着の女がッ」

「作業着の女だと？」

「はは、は、ハイッ！　撃ちあいが始まった時にッ、窓をがらっと開けてッ、そそ、そこから外にッ！　ホントですッ！　噓うそじゃないですだから撃たないで下さいぃぃいい！」

　グースはそれ以上男の話を聞かず、窓から顔を出してみた。上を見ると、手の届く位置に外壁の装飾の一部がある。その上にも何本か同じような装飾の凹おう凸とつが走っており、何とか屋根の上まで登る事ができそうだ。

　作業着の女。

　グースには心当たりがあった。乗車前に貨物車しや輌りようの所で見かけたあの女だ。彼女は一体何者なのだろう？

　脳内の警戒リストに『作業着の女』の項を加え、グースは無言のまま食堂車を去って行った。
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　同時刻　ニューヨーク某ぼう所しよ　違法カジノ




「だからよぉフィーロ。もう少しここのルーレット、当たりやすくしちゃくれねえか？」

「人のシマに来ていきなり何言い出すんだよ、ベルガ」

　煌きらびやかな喧けん騒そうの中、二人の男が会話をしている。一人はいかつい大男、もう一人は年若い青年だった。ベルガと呼ばれた大男は、ニューヨーク極小マフィア『ガンドール・ファミリー』のボスの一人だ。彼の組織は兄弟三人で仕切っているため、誰がトップだという事はない。

　フィーロと呼ばれた若者の方は、カモッラと呼ばれる組織の『マルティージョ・ファミリー』に属する最年少の幹部である。また、アイザックとミリアの友人でもあった。

　ついでに言うなら、フィーロはこの地下カジノの仕切りを任されており、他よ所その組織のボスであるベルガがいる事など通常では考えられない事だった。

　ガンドール三兄弟とフィーロは、同じアパートで育った家族同然の間柄だ。かといって、組織の損得に関しては決して馴なれ合う事はしない。

「そもそもベルガ、あんたこんなとこにいる場合じゃないだろ？　ルノラータと一いつ触しよく即そく発はつ状態だって聞いてるぞ」

　フィーロの口から、最近ニューヨークにのさばり始めたマフィアの名前が挙がった。

「だからじゃねえか。下へ手たに自分のシマにいたら狙ねらわれるかもしれねえし、マルティージョならルノラータの下にゃつかねえって確信があるしな」

「家にいろよ。俺おれらを巻き込むな」

　ベルガの話に相あい槌づちをうちながら、不意にフィーロが右手を上げ、何かのサインを形づくった。

　途と端たん、部屋の隅のポーカー台で大勝していた男の周りに人が集まり、そのうち一人が男の腕を摑つかみあげた。

　すると、男の袖そでから何枚かのカードがこぼれ落ちる。

　男は絶望的な表情を浮かべ、ずるずると奥の部屋に引きずられて行った。

「俺おれは今日はもうすぐ帰るぜ？　明日は人を迎えにペンシルヴェニア駅まで行かなきゃいけないからな。正直言って早く寝たい。お前もルノラータの奴やつに面つらを見られない内に帰ってくれ」

　それを聞いて、ベルガは不思議そうな顔をする。

「なんだ、お前もか」

「お前『も』？」

「俺達も明日あいつを迎えに行くんだが」

「あいつって誰だよ」

「あいつだよ、ほら！　おめえも知ってるだろ！　おめえも明日迎えに行くんだろうが！」

　理り不ふ尽じんに声を荒げるベルガに対し、フィーロは冷静に応対する。

「落ち着けよベルガ。俺が迎えに行くのはアイザックとミリアだ。去年、俺の昇進祝いの時に会っただろう」

「あん？　あー……あぁあぁ！　ッんだよ。あの馬ば鹿かな奴やつらだろ！」

「お前が言うか？　……怖い顔すんなよ。で、お前は誰を迎えに行くって？　名前を言ってくれ名前を」

　そこでベルガは、ニヤニヤしながらフィーロの問いに答えた。

「クレアだよ」

　その名前を聞いて、フィーロは目を大きく見開いた。

「クレアって、あのクレアか？」

「あのクレア以外にどのクレアがクレアだってんだよ！」

「そうか……そいつは楽しみだな、あいつが来るのか、じゃあ、ルノラータの負けは決まったようなもんだな」

　フィーロは一人で頷うなずくと、クレアという存在だけでルノラータの負けを予告してしまった。

「なぁに、まだ解わかンねえさ」

「解るって。あの天性の殺し屋が戻って来るんだ。今じゃこの稼か業ぎようで『葡萄酒ヴイーノ』の二つ名を知らない奴はいないぐらいだ。これで負けたらお前ら余程の間抜けだぜ？」

　これは小声で呟つぶやいた。現役の殺し屋の話を本名で語るなどあまり人に聞かせる話ではない。

「ああ、あいつの仕事っぷりはすげえからな。神しん出しゆつ鬼き没ぼつだし、どんな状況でも殺しができる天才だぜ！」

「大声で言うな馬ば鹿か。まあ、確かにクレアの状況判断力と身体能力は半はん端ぱじゃねえ。あの細腕にどうしてってぐらいの力があったからな」

　彼らにとって、クレアという名はある種の『力』の頂点であり、その具現化とも言える存在であったようだ。

　そこでフィーロは、ベルガに向かって思いついたように尋ねた。

「もしかしてよ、クレアが乗ってくるのって『フライング・プッシーフット』か？」

「おお！　それよそれ！　なんだ、あの馬ば鹿かどもも同じ列車なのか？」

　その答えを確認すると、フィーロは急に静かになった。暫しばらく沈黙を続けた後、顔を上げてベルガにある事実を告げた。

「実はな、マイザーさんも明日迎えに行くんだよ」

　フィーロは多少躊躇とまどいながら、自らの上役の名前を会話に持ち出した。

「あん？　あの馬鹿二人を？　マイザーの奴やつがわざわざ？」

「いや、違う。もう一人な、知り合いが乗ってんだよ。その列車に……」

　少し迷った後、やはり小声で呟つぶやいた。

「マイザーさんの古い友人────２００年前に『不ふ死し』になった、錬れん金きん術じゆつ師しの一人がな」
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　ラッドはルーアを探しに車しや掌しよう室へと向かっていた。車掌室に行くには、三等客室と貨物室を通る必要がある。三等客室もおそらく黒服が制圧している事であろう。

　どうやって殺してやろうか。想像をめぐらせて楽しんでいると、車しや輌りようの連結部の所で誰かが蠢うごめいている。

　ラッドはライフルを構え、連結器にいる男の背に声をかけた。

「おっと、動くなよ間抜け野や郎ろう。俺おれ達にビビッたのか？　随分とこそこそ────」

　そこで気がついた。影の正体は黒服ではなかった。この列車に乗り込んだ時に見かけた、灰色の『魔ま術じゆつ師し』だ。

　魔術師はこちらを振り向くと、特にライフルを恐れた様子も無く話し掛けてきた。

「君は、黒服の連中の仲間ではないのかね」

　男の声だ。

「まあな」

　ライフルを下ろさないまま、ラッドは魔術師の話に応じてみた。こいつは果たして、敵なのか味方なのか。

「夜風にあたろうと思って屋根に登っていたら、何い時つの間まにか部屋を占せん領りようされてしまっていたようだ」

　声から察するに、年は四十から五十といったところだろう。若くは無いし、特別に年寄り臭くささも感じさせない。

　この列車の連結部分には屋根や壁が無く、落下を防止する手すり程度のものしかない。そして、連結部の入り口横には鉄製の梯子はしごがそれぞれついており、やろうと思えばだれでも列車の屋根に登る事が出来た。

　魔ま術じゆつ師しは少し上を向いて、夜空を名残なごり惜しそうに眺めている。

　その目を見て、ラッドはライフルの構えを解いた。

「魔術師のおっさんよぉ、二等客室なら今どの部屋でも空あいてるから、好きに使っていいぜ」

　すると魔術師は、顔に覆おおわれた布の下で静かに微笑ほほえんだ。

「ありがとう、白い人よ。ハハハ、魔術師はよかったな。まあ、似たような職業だがね」

　そう言って、黒い鞄かばんを手にしたままラッドの横を通り過ぎた。

「んー？　その鞄の中は何だ？」

「見るかね？　君の興味を引きそうな物は無いと思うが」

　振り向きざまに、鞄の口を開いて見せた。

　その中には、大小様々な薬ビンや見たことも無い器具、そしてラッドには読めない言葉で書かれている本などが入っていた。

「あー、確かに興味ねぇ、行きな。……そうだな。俺おれと同じ色の服の奴やつに止められたら『ラッドの許可はある』って言え。そうすりゃ通れる筈はずだ」

　魔術師は軽く頷うなずくと、鞄の蓋ふたを閉めてそのまま二等客室の一つに入っていった。

　それを見送りながら、ラッドは小さく舌打ちした。

「ああくそ畜生め、なんだよあの目は、まるで自分はいつ死んでもいいみてえな目をしやがって。もしくはもう死んでるみてえな目だ。俺の一番苦手なタイプだ」

　一ひと頻しきり文句を言うと、ルーアの事を思い出して車しや掌しよう室に急ぐ事にした。

「女だったら、一番好みのタイプなんだがよぉ」

　死んだ魚の様な目をした彼女の事を思い出しながら、ラッドは連結部に立って上を見上げる。

「屋根か。いいねぇ」
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　一等客室




　グース達がベリアム夫人を連れて一等客室に戻ると、スパイクが通信機の前で渋しぶい顔をしていた。いったい何事なのかすぐに問いつめたかったが、ベリアム夫人の前でトラブルを感づかれるのはまずい。部下に命令して夫人を別の一等客室に連行させ、それからようやくスパイクに状況を問いただした。

「どうした、トラブルか」

「いや、通信機に問題はないんですがね。貨物室の連中から連絡が無いんですよ」

　貨物室には、積み込んだ装備品の残りを見張っている三人がいるはずだ。

　グースは通信機の端たん末まつを使って、貨物室に対する信号を送った。

　しかし、いくら待っても通信機のスピーカーは沈黙を保ち続けるだけだった。

　スパイクが頭を搔かきながら、考えうる事態を口にする。

「こりゃ、あれですかね。その白服の連中にやられちまったんじゃ」

「スパイク。今必要なのは憶おく測そくよりも事実の確認だ」

　グースは三人の人間を新たに組ませると、貨物室の確認に向かわせた。

　そこでふと部屋の隅に目を向けると、シャーネの姿が無くなっている。

「スパイク、シャーネはどうした」

「ああ、『白服』を狩りに行ったみたいですよ。得え物ものをいくつか持って出て行きましたから」

　狂信者シャーネ。彼女は『レムレース』の一員だが、指導者のヒューイの命令以外には従わない。今回の作戦とて、ヒューイの解放の為に無言で協力しているだけだ。あるいは、グース達の事など利用している程度にしか思っていないのであろう。

　グースは周囲に彼女の気配が無い事を確認すると、スパイクに向けて真しん意いを告げた。

「彼女にはせいぜい役に立ってもらうとしよう。どうせ、明日の正午までの命なのだからな」
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　二等車しや輌りようの通路を一組のカップルが歩く。通路に明かりはついているものの、列車を包む絶対的な闇やみの前にはあまりにも心もとない光だった。

「うう、うす暗いな、怖いな」

「寒いしね！　不ぶ気き味みだしね！」

　アイザックの気弱な発言に、ミリアが小声だが力強く同意する。それに対して、アイザックは一転して強がりの声を上げる。

「何い！　俺おれは寒くも不気味でもないぞ！　だから安心して俺について来い！」

「わあ、アイザック、頼もしい！」

　二人の声に反応する者も無く、通路にはただ静寂が重く圧のし掛かっている。

「静かだなあ、まるで誰もいないみたいだ。二等客室の白服の人達は、いったい何ど処こに行ったんだろうな？」

「一本道なのにね！」

「もしかして、『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』がもう追いついたのかもしれないぞ」

「ひゃあぁん！」

「早く行かないと……幾ら銃じゆうを持ってたって、力が強くったって、『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』には適かなわないんだからな！」

「無敵の怪物だね！　フランケンシュタインだね！　ドラキュラ伯はく爵しやくだね！」

「ミリア、フランケンシュタインは博士の名前さ、怪物の名前じゃないぞ」

「そうなの？　じゃあ怪物の名前は何ていうの？」

「えーと、確か──メアリ・シェリーだったかな？　正式にはメアリ・ウルストンクラフト・ゴドウィン・シェリーだった気がする」

「わあ、アイザック、物知りぃ！　でもなんか、女の人みたいな名前だね！」

「なあに、女みたいな名前の男なんていくらでもいるって。ましてや怪物だからな！　なんだってありさ！」

　調子に乗ったのか、大声を出して断言してしまう。

　その返答は、遠くから響く機き関かん銃じゆうの発射音だった。

「なんだ？　三等客室からかな？」

「ううん、もっと遠いね！　貨物室あたりみたいだよ？」
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　突然、グースの部屋の通信機に音声が入った。
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　雑音が酷ひどかったので、慌あわててスパイクがつまみを回して調節する。普段は打電で連絡をしているため、音声の通信が入るというのは、余程の緊急事態だという事だ。

「スパイクだ。どうした？」

『助けてくれ！　助けてくれ！　すぐに応援を寄越せ！　俺おれ以外は二人とも殺された！　いや、姿が見えなくなっただけだからなんとも言えないが、とにかく消えたんだ！　消えちまった！　消されちまったんだ！』

「なんだ？　誰と交戦してる！　白服の連中か！」

『白服？　ちち、違う、そんなんじゃねえ！　あれは人間じゃねえ！　い、いや、姿をはっきり見たわけじゃないが……とにかくあいつは化け物だ！　勝てる気が……勝てる…気が…』

「おい、どうした？　おい！」

　通信機から聞こえる声が遠くなる。どうやら通信機に背を向けて、『何か』に相対しているようだ。

『やめろ……来るな……やめろやめろやめろぉぉぉおぉおおお！』

　通信機の向こうから、機関銃の轟ごう音おんが響き渡った。一度機械を通ったその音は、奇怪な雑音となって一等客室の空気を劈さいた。

　スパイクは思わず両手で耳を塞ふさぐが、次の瞬間には、銃じゆう声せいはもう聞こえなくなっていた。

　代わりに何かが床に叩たたき付けられる音がして、小さな呻うめき声が聞こえ始めた。そしてその呻き声も、わずか数秒で止まってしまった。

　通信機の向こう側とこちら側。二重の沈黙が黒服達の心に不ぶ気き味みに圧のし掛かる。

　ただ、時折何かの音が聞こえる。何か、水溜りの上を歩くような音が。

　スパイク達にはその真実がリアルに想像できる。それが水溜りなどではなく、たった今まで自分と話していた相手の身体からだから流れ出した血液であると。

　その上を、『何か』が歩き回っているのだ。たった今仲間を殺した『何か』が。通信機越しに圧倒的な存在感を放つ『それ』は、テロリスト達の心に確かな恐怖として植え付けられた。

「誰か、今貨物室に向かった連中を走って呼び戻せ」

　グースの沈痛な声が、静止していた空気を震わせる。

　白服以外にも自分達の妨害をする奴やつが存在する。グースは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をして壁に拳こぶしを叩たたきつける。

　ただ、グースの頭の中では『何か』の正体に心当たりがあった。まだ情報が少なすぎるので、確信にはほど遠いものだったが。

　──食堂車から消えた、作業着の女──
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　二等車しや輌りようのトイレの一室。その横にある清掃具入れに、メリー・ベリアムは息を潜ひそめていた。

「ボクは先の様子を見てくるから、メリーはここに隠れてて。絶対に動いちゃだめだよ。大丈夫、すぐ戻ってくるから」

　チェスはそう言ってここを離れたきりだ。メリーは不安で心が張り裂さけそうだった。

　暫しばらくすると、通路の方から誰かの声が聞こえて来る。状況に全くそぐわぬ、明るい声。──アイザックさん達だ。声の主を確認したメリーは、清掃具入れから出ていくべきか少し迷った。

　その時、遠くから機き関かん銃じゆうの音が聞こえて来た。メリーは体をビクリと震わせて、耳を塞ふさいで小さくうずくまる。恐怖で身体からだが動かない、助けを呼びたくとも声が出ない。

　そうこうしているうちに、アイザック達の声は聞こえなくなってしまった。
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「噓うそ……何これ」

「むぁ、ジャグジー。これ、なにごとだ」

　血の海と化した車しや掌しよう室。放心しているジャグジーの後ろから、耳慣れた声が聞こえて来た。

　その声を聞いて、ジャグジーの目に生気が戻る。

「みんな……良かった、無事だったんだね……よ、良かった、本当に、よかっ、ヒグッ、良かったぁ……」

「私とドニーは、何とかね」

「あ、あれ、そういえば、ニックとジャックは？」

　その問い対し、ニースは気まずそうに顔を伏せる。

「二人は、捕まってる。黒服の楽団がいたでしょう、あの楽団も列車強ごう盗とうだったみたい」

「え、ええ？」

「うあー、ジャック、捕まった。白い人達も、つかまった。ニックも、捕まった」

「は、はい？」

　詳くわしく話を聞いてみると、まずジャックが『先に貨物室の見張りを縛しばりあげとくよ』といって、通路から貨物室の中に入っていった。

　三両ある貨物車のうち、楽団が使っていたのは最前のもの、ジャグジー達のお目当てである『宝』があるのは二両目か三両目という事になる。

　ニースとドニーは二両目でジャックを待っていたが、何い時つまでたっても戻って来ない。

　そこで様子を見に行ったら、貨物室の中から後ろ手に縛しばられたジャックが出てくるではないか。しかもその後ろから、マシンガンを持った黒服の男が現れたのだという。

「ジャックとそいつがこっちに向かって来たからさ、私達、とりあえず部屋の影に隠れたんだけどね、そしたらジャックはその、二両目の貨物室に放り込まれちゃったの」

「うが、その後、もう二人マシンガン持った奴やつ廊下に出てきた。そこに白い男と女が来た。捕まった。最後にニックが走って来た。捕まった。以上。終わり」

「お、お、終わらせないでよ！　それでどうなったのさ！　ジャックとニックは無事なの！」

「落ち着いて、今は三人のうち、一人が人ひと質じちを見張ってる。見張ってるって事は殺してないって事だから、二人とも大丈夫だと思う」

　最初はジャグジーも一緒に捕まっているのでは無いかと思ったそうだ。その後暫しばらく様子を見ていたが、全く動く気配が無いと踏んで車しや掌しよう室の方を先に見る事にしたとの事だ。

「────で、車掌室に来たらこの惨さん状じようってわけ。どういうこと？　ジャグジーがやったんじゃないってのは解わかるから安心して」

「うう、ありがとう、でで、でもでも、大変なんだ、『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』が、『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』が来ちゃったんだ！　早くここから逃げないと僕達も消されちゃう、だから、ニック達をなんとか助けて、それから逃げ──」

　その時、遠くから機き銃じゆうの音が聞こえて来た。

「発砲してる……？」

　ニースの隻せき眼がんが、眼鏡めがねの下で小さく歪ゆがむ。

「な、な、何なの？　今の銃じゆう声せいは何？　何を撃ったの？　誰か死んだの？　ねえ、ねえ！」

　空気を切り裂さく轟ごう音おんが意味するものは何か。様々な憶おく測そくがジャグジーの頭の中に生み出され、それが勢い良く煮詰められていく。

「うう、う、ひぐッ……ニースぅ、ドニぃぃ」

　逃げなくては。一刻も早くこの列車を脱出しなければならない。彼の脳裏はその事実もしっかりと理解はしていた。だが、同時に彼の心は別の結論に向けて収しゆう束そくしようともしている。

　ジャグジーの頭の中にファンとヨウンの顔が浮かぶ。続いて、アイザックやミリア、チェスやベリアム母子おやこの顔が浮かぶ、食堂車ですれ違っただけの人達の顔が浮かぶ。そして、目の前に転がる車しや掌しようの死体が頭に浮かび、眼に映る光景と二重に被かぶる。

　気がついたら、逃げるという答えを飲み込んで、別の言葉が浮かんで来た。

「僕達で、その黒い奴やつらも、『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』も、この列車から追い払おう……ヒグッ、あれ？　僕、今何言って、違う、違う、本当は逃げなきゃいけないのに、でも、でも────」




　自分達はどうしようもない不良集団で、酒を造って売ったりしたし、相手がマフィアだったとはいえ人も殺した。その時点で言い訳などはしようのない悪党だ。そして、その全すべての元げん凶きようは自分にある。

　だが、ジャグジーは自分が正しいと思う事を続けて来ただけだ。酒を禁止する法律は間違っていると思ったし、マフィアがそれを利用して荒あら稼かせぎをしたり殺しを行ってるのが嫌いやだった。だから彼は、自分の手で安くて美お味いしい酒を売ろうとしただけだったのに。

　気がついたら回りにはろくでもない連中が集まっていて、自分がボスという事になっていた。

　仲間が殺され、ルッソ・ファミリーと徹底的に戦った。そして昨日、殺すのはジャグジーの本意では無かったが、結果的に仲間達の敵を討った。

　そして今、ジャグジーはこの列車に乗っている。ある貨物を強ごう奪だつする為に。ニースが欲しがっていた物だし、中身だけ捨ててしまえば売っても安全だ。そして何より、『あれ』をニューヨークに到着させてはならない。

『あれ』がニューヨークに着けば、おそらく沢たく山さんの人が死ぬ事になるだろう。それを知っていて何もしないのは嫌いやだった。とんだ偽ぎ善ぜん者だ。それはジャグジー自身でも解わかっている。だが、それをしなければ自分の存在価値が無くなるような気がして怖かった。

　そして今、更なる偽善行為に仲間を巻き込もうとしている。

　乗客を助けたい。仲間の命を最優先にすべき組織のリーダー、しかも強ごう盗とう団のリーダーとしては、決してあってはならない甘く愚おろかな考えだ。

　だが、おそらくニースもドニーも笑いながら同意してくれるだろう。それも解っていた。解っていて、そんな彼らの人柄を利用するのだ。自分でも反へ吐どが出るほどの偽善者っぷりだが、彼はそれでも構わなかった。

　──僕は法を犯し、人も殺した悪党だ。自分の道を貫こうとして来ただけなのだ。今更、偽善の一つや二つがどうだというのだろう？

　言い訳は終わった。こんな都合のいい言い訳は、他人は絶対に受け入れないだろう。それはジャグジー自身が誰よりも理解している。だから、自分自身に言い訳した。身勝手極まりない理屈だが、そんな事は気にしない。

　彼は結局の所、悪人以外の何者でもないのだから。




　少しの沈黙の後、彼は宣言する。その決意を──いわゆる『正義の味方』ならば、考えることも無く言えるであろうその決意を──言葉にするために、この一瞬にどれほどの勇気を集中させたのだろうか。ジャグジーの目からは相変わらず涙が溢あふれている。それでもその眼まな差ざしからは、怯おびえの色が完全に消え去っていた。

「やっつけよう。僕達の手で、黒服と──『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』を」

　ジャグジーの顔に迷いが無くなった。光の消えた鋭い眼つきに、顔の刺青いれずみが良く映はえる。

　ニース達が微笑ほほえみながら頷うなずくのを確認し、ジャグジーは血ち色いろに染まった部屋を後にした。

　刺青の浮かぶ悪魔のような顔で、誰よりも熱い涙を流しながら。
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　メリーは清掃具入れから身動きが出来ずにいた。

　あれから暫しばらく経たつが、チェスが戻ってくる気配はない。

　もしかして捕まってしまったのだろうか。

　暗くら闇やみの中で不安だけがただ膨ふくらみ、少女の頰ほおに涙が伝う。

　それからまた暫しばらくして、足音が通路に近づいて来るのが解わかった。チェスだろうか、アイザック達だろうか、それとも──

　もっと良く足音を聞こうとして、壁に耳を近づけようとした。その時、身体からだの一部が触れたモップが倒れてしまう。

　カツン、と、小さいが良く響く音が鳴り響いた。

　メリーは、自分の心臓が弾けるのではないかと錯覚する。それほどまでに、自分の心音がはっきりと聞こえて来たからだ。

　──どうか、聞こえてませんように──

　少女の願いも空むなしく、足音が止まった。

　暫くの沈黙の後、トイレのドアを開く音がした。おそらく何ど処こから音がしたのかまでは摑つかめていないのだろう。この時点で、足音の主がチェスであるという可能性はなくなった。

　恐怖が膨ふくれ上がる、涙が溢あふれてくる、今すぐにでも悲鳴をあげて飛び出したい。

　その思いを全すべて飲み込んで、少女は息を殺す事に専念した。母親の顔を思い浮かべ、必死に時が過ぎ去るのを待った。

　だが、時は無情な結果を生み出した。

　トイレの前から聞こえて来た足音が、ゆっくりとこちらに近づいて来て、清掃用具入れの扉の前で止まった。

　この扉には内側からかけられる鍵がついていない。つまみを軽く引かれるだけで、彼女を守る防壁は簡単に失われてしまうだろう。

　だが、その扉はまだ開かれていない、まだ大丈夫、まだ大丈夫、それに、アイザックさんかもしれない、ジャグジーさんかもしれない、ママ、そうだ、ママかもしれない、きっとそう、ママが、ママが来てくれた、ママ、ママ、ママ……

　少女の頭の中では、今この扉の前にいるのは母親という事になっていた。絶望の中で希望が煮詰められ、彼女の世界にはもう母親の姿しか浮かんでいない。

　そして、扉がゆっくりと開き始める。

　──ママ！

　そう叫んで飛び出したかったが、それは出来なかった。

　扉の隙すき間まから現れたのは、男の手だった。その大きな手に続いて見えたのは、雪のように白い袖そでの色だった。

　彼女の作り上げた母親との世界が崩れ始める。崩壊の音は、そのまま少女の悲鳴と化した。

　しかしその少女の口が、白服の男の手で塞ふさがれる。

「見～つけた～」

　垂たれ目の男が、嫌いやらしい笑みを浮かべて扉を完全に開く。

「悲鳴はいけないな、ヒヒ。ラッドにゃ悪いが、この娘むすめは俺おれが貰もらっちまってもいいよな？」

　メリーは精一杯の力で抗あらがうが、白服の男は通常の大人おとなよりも強きよう靭じんな体つきをしている。無む駄だとは解わかっていたが、それでもメリーは抵抗を続けた。

「暴れるなよ、ヒャヒャ。ラッドに見つかる前に、手前てめえは窓から捨ててやるよ」

　そのまま、清掃具から引きずり出そうとする。

「俺おれはラッドの奴やつと違って、弱い奴をいたぶり殺すのだけが好きなんだよぉ。ヒヒヒ……ヒ？」

　男の笑いが唐とう突とつに止まる。暫しばらく動きを止めていたかと思うと、急にメリーにかかる力が弱くなった。ここぞとばかりに突き飛ばすと、男はあっさりと後ろに倒れてしまった。

　仰あお向むけになったその身体からだを中心として、通路に赤い水溜りが広がって行く。

　何が起こったのか解らず、メリーは男の死体からゆっくりと目線を上げていった。

　そこには、女が一人立っていた。

「ヒッ…」

　メリーは、その女を見て小さな悲鳴をあげた。

　女は黒いドレスを身に纏まとい、手には血の滴したたるナイフを持っている。

　しかしメリーが恐れたのはそんなものではなかった。メリーは、彼女の目に底知れぬ恐怖を抱いだいたのだ。

　メリーは、黒いドレスの女──シャーネの目を正面から見てしまった。とてつもなく暗く、深く、純粋な瞳の色。

　メリーはその瞳を見て、どうしても相手が人間だと思う事が出来なかった。

　皮肉な事に、メリーの口から全く的まと外れな名前が飛び出した。今の彼女には、本気でシャーネの姿が『それ』だと思えたのであろう。

「レ……『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』……」




　　　　⇔




「よし、まずは見張りをやっつけよう。僕が囮おとりになるから、相手がドアから出てきたところを取り押さえてね」

「むが、わかった。まかせろ」

　ジャック達が囚とらわれている貨物室前の通路、ジャグジーが扉をノックする。

　ニース達の見た通りなら、この中に見張りが一人いる筈はずだ。扉から二歩下がり、通路の窓に寄りかかった体勢で待ち構える。

　しかし、いつまでたっても中から何の反応もない。もしかしたら仲間同士の暗号でもあるのだろうか？　もう一度ドアに近づいてノックする。やはり反応は無い。

　ジャグジーは意を決すると、ドアの取っ手に手をかけた。小さな軋きしみを伴い、ドアは驚くほどすんなりと開いた。

　薄暗い貨物室。その奥には、二つの影が存在していた。一人は苦しそうに蹲うずくまり、一人は縄なわで縛しばられたまま、開いたドアの方を睨にらみつけていたのだが──。

「ん？　ジャグジー、ジャグジーか！」

「ニック？　よかった、無事だったん──」

　その喜びはすぐさま途切れる嵌はめとなった。その横に蹲るジャックの顔面が、赤く血に染まっていたからだ。

「ジャック！」

「心配すんな、命に別状はねえ」

　ニックが忌いま々いましげに顔を伏せる。

「心配だよ！　一体何があったのさ！」

「俺おれが聞きてえ。あの黒服どもはともかく、あの白い服のイカれドランカーは何なんだ？」

　そしてニックは、黒服達に捕まった後に起こった事を話し出す。







　黒服に縛られ、ニックが貨物室に連れて行かれると──そこには先客が数名いた。

「ジャック！」

「おぉー、ニック、お前も捕まっちまったのか」

　三人縛られていた内、一人は仲間のジャック。もう二人は、白い服を纏まとった若い男女だった。

　白服の二人は、こちらから話し掛けても何も喋しやべらなかった。ニックは仕方なくジャックと話をしようとしたが、機き関かん銃じゆうを持った見張りが睨にらんだのでとりあえず諦あきらめる事にした。

　それから暫しばらくして、見張りはドアを開けて外に出て行った。恐らくは交代を呼びにいったのだろう。更に暫くたったが、見張りの男は戻ってこない。何とか縄なわを切れないかとニック達がもがいていると、突然扉が勢い良く開いたではないか。

　慌あわててそちらに顔を向けると、そこには白服の男が立っていた。いや、白服というのは正確ではない。服のあちこちに赤い染しみが広がっており、歪いびつな斑まだら模も様ようを作り出していたのだから。

「サンキューファッキュー曲くせ者もの参さん上じようッ！」

　馬ば鹿か丸出しのハイテンション。男は奇妙なポーズを決めながら、部屋に入ってクルリと一回転して見せる。

「あれあれあれ？　見張り誰もいっネーじゃん！　つまんねーの！　それにしても無事でよかったなぁルーゥアァ───」

「俺おれの心配は無しかよ」

　縛しばられていた白服の男が始めて口を開く。一方、女の方は蚊かの泣くような声で「ありがとう」と呟つぶやいていた。

　誰だか知らないが助かった。ニックとジャックは顔を見合わせて笑っていたが、男は白服達の縄だけを解き、さっさと部屋から出て行こうとするではないか。

「お、おいおい、こっちの縄も解いてくれや」

　すると男は、不思議そうな顔をしてこちらを見た。

「ハぁ？　なんで？　なんか得あんの？　俺に、お前が、何かしてくれんの？　女の子ならキスの一つでも期待するけどよぉ、お前ら論外生命体＝イコール男じゃねえか。寧むしろそのまま死ねばぁ？　お前らがこの世からいなくなれば、変わりにこの世に女が生まれて来るかもしれねえ。よし、そのまま死んじゃえ。お前らが死ぬのは運命だ！　運命に逆らったら死んじまうぞぉ？」

　その場をクルクル回りながら、指をこちらにビシバシ指してくる。その挑発的な態度に対し、ジャックが顔を真まっ赤かにして声を荒げた。

「ふざけんなテメッこのッ！　さっさと縄を解けこの変態野や郎ろう！」

　ハイテンションな男はそれを相手にせず、ケタケタと笑いながら仲間達と部屋を出る。

「待てコラぁ！　話は終わってねえぞ！」

「もうよせジャック。それより縄を切る事を考えようぜ」

　その瞬間だった。

　ニックがジャックの名を呼んだ途と端たん、貨物室の入り口からひょっこりと顔が伸びた。たった今出て行った筈はずの、ハイテンションな男の顔だ。

「なになに？　ジャックだって？」

　小刻みなステップでヒョコヒョコとジャックに近寄ると、その縄を手早く解いて見せた。

「なんのつもりだ？」

　質問したのはニックだったが、男はすでにジャックの顔しか見ていない。

「ジャックって名前なんだってぇ？　こいつはこいつは面おも白しれえ！　果たしてジャックって名前の奴やつは全員ボクシングが強いのかどうか、確かめる時がやってまいりました！　カーンッ！」

　口でゴングを鳴らすのと同時に、男の拳こぶしがジャックの顔面にめり込んだ。




「その後はひでえモンさ。一方的にジャックを殴なぐり続けやがってよ……その後、前の車しや輌りようの方から銃じゆう声せいが聞こえて来てさ、そこでようやくジャックを殴るのをやめやがった」

　銃声を聞くと紅白斑まだら模も様ようの男は楽しそうに顔を歪ゆがませて、白服の仲間と共に音の聞こえた方へ歩いて行ったという。

「あのままやってたら、殴り殺されてたかもな」

　ニックの呟つぶやきに、ジャグジーは倒れるジャックの顔を再確認した。ヒューヒューという息の音は聞こえるものの、その顔は腫はれあがり、目の色すら判別できない状態だった。

　ジャグジーは目を細め、ただ静かに拳こぶしを握る。その様子を見て、ニックはジャグジーから少し離れ、ニース達に小声で囁ささやいた。

「おい、ジャグジーの奴、キたのか？」

　ニースは首を縦たてに振ると、やはり小声でニックに返した。

「はい、ルッソ・ファミリーの奴らに八人殺された時以来です」

「あんときゃ、泣きながら凄すごかったよな」

「はい。一人で18件もルッソの店を強ごう盗とうしましたからね。一日の間に、しかも泣きながら」

　その件でジャグジーは顔を覚えられ、ルッソ・ファミリーの間に手配書が回る事になった。結局ジャグジーが怯おびえを取り戻したのは、死んだ仲間の葬儀が全すべて終わった時だった。

　まともな墓に入れず、共同墓地の隅の空あき地に勝手に埋めた。スラム街では部屋の床下に埋める事を考えると、それでもマシな方だった。数日後、知り合いの神父に無理矢理祈りを捧げて貰もらい、簡単な葬儀が執り行われた。それら全てが終わった時、ジャグジーはようやく『怯え』を取り戻し、死んだ仲間達に対して何かをひたすら謝あやまり続けていた。

「何だよ、あんとき程は切れてねえみてえだけど、何があったんだよ」

「えーと、それは……後で説明します」

　車しや掌しよう室の光景を説明するよりも早く、ジャグジーは外に向かって歩き出していた。その肩には、ジャックが担かつがれている。血で服が汚れる事など微み塵じんも気にしていない。

「あう、ジャックは、俺おれ、運ぶ」

　ドニーがその行動を引き継つぎ、不良達は貨物室を出て行った。

　その際、ジャグジーはある事に気が付いた。この部屋の広さが、車輌の長さと比べて随分と小さい事に。そして、後部の壁の色が床や天てん井じようのそれとは微妙に違っている事に。

　ジャグジーは確信する。自分たちの求める『獲え物もの』は、その壁の奥にあると。

「どうしたの、ジャグジー」

「ううん、何でもないよニース。行こ」

　彼はその事実を皆に告げなかった。まだ時間はあるし、どうせ今言ったところで後回しにせざるをえないのだから。

　だが、状況によっては取りに来るようになるかもしれない。それも解わかっていた。

　彼らが狙ねらう、この列車の極ごく秘ひ貨物。

　通常の数倍の威力を誇る大量の新型爆薬と、それを加工して作られた爆弾を──。
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「どうよこれ？　どうよどうよ？　面おも白しろくね？　面白いよなぁ？　やっべ、なんだよ何だよコレよおー。畜ちく生しよう、屋根なんか歩いてねえで普通に下から来りゃ良かった！」

　三両連つらなる貨物車しや輌りようの最前の部屋。ラッドはそのドアの前の通路で楽しげに小こ躍おどりしていた。

「……どういうこと……」

　ルーアは暗い目を更に曇らせて、開かれたドアの奥を見つめている。

　そこに、通路の後方から叫び声がした。

「いたぞ！　あいつらだ！」




　叫ぼうとするニックを止めようとしたが、既に遅かった。ニースとジャグジーが慌あわてて周囲の様子を探る。しかし、白服達がこちらを向いた以外には特に何の異常も感じられない。

「？　黒服は？」

　ジャグジー達は警戒しつつも、白服達の所に近づいていった。

　彼らは白服にジャックの事を問いただし、場合によっては殴なぐりかかるつもりだった。

　だが、その思いはラッドの言葉で止められる。先手必勝、ラッドはジャグジーの顔を見るなりこう呼びかけたのだ。

「いよう！　ジャック君はお前の連れだったのかい？　マシンガンにタオルを投げられた負け犬君は生きてるかなぁ、ジャグジー君よぉ？」

「!?」

　ジャグジーの顔に動揺が浮かぶ。何な故ぜこの男は自分の名前を知っているのだ？

「おっとっと？　自己紹介が遅れたかなぁ？　俺おれはラッド・ルッソ。これでもう俺がなんでお前の名前を知ってるか解るよなぁ？　解んねぇなら余程の間抜けだがそれはそれで面おも白しれぇ！」

「ルッソ……！」

　ジャグジー達の間に緊張が走る。こいつがボスのプラチドとどういう関係かは知らないが、仇きゆう敵てきであるルッソ・ファミリーの一員には間違い無い。

「おや、なんだよ、解わかっちまったのかよつまらねえなあ。ま、いいや。お前ら、こんな列車に乗って何のつもりだぁ？　いや寧むしろ何様のつもりだぁ？　この列車はこれから俺おれ達が完全に占せん拠きよするッつーか乗客を半分殺すっつーか場合によっちゃぁ皆殺しにするっつーか、とにかく、俺らに殺されるつもりがねえならとっとと飛び降りて死ね。俺達の楽しみを邪じや魔まするんじゃあねぇーよ！」

　理り不ふ尽じんな事を言いながら、『シッシッ』と、犬を追い払うしぐさをする。

　ピチャリ。

　何か言おうとするジャグジーの耳に、その音はやけに鮮明に響き渡った。

「……？」

　ラッドがそのジェスチャーをするためにこちらを向いた時、ジャグジーはその水が撥はねる音を聞いたのだ。

　その音の正体については、ラッドの足元に広がる波は紋もんが全すべてを物語っている。

　貨物室の入り口から広がる赤い水溜り。それは、先刻車しや掌しよう室で見たのと同じものだった。

「この部屋の中が気になるかい？　なんだったら見てみるか？　てめぇにその勇気があればの話だがねぇ」

　クックッと笑いながら、ラッドはジャグジーを挑ちよう発はつする。だが、ジャグジー達も迂う闊かつには白服に近づこうとしなかった。

「慎しん重ちようだねぇー。慎重と臆おく病びようは違うとよく言うけどよ、慎重ってのは臆病ってことだともよく言うよなぁ？　どっちよ？」

　ラッドはケラケラとジャグジーを挑発する。対するジャグジーは、冷静な眼つきで静かに相手を睨にらみ返す。

「今は貴方あなた達の相手をしている場合じゃない。でも、後で絶対に償つぐなわせる」

「ほお、強気じゃねえか泣き虫坊や。さっきまでとは様子が違うな、車掌室で車掌になんか冷たい事でも言われたかい？」

「車掌は二人とも死んでた。確認しておくけど、貴方がやったんじゃないんだな？」

　ジャグジーのその言葉に対し、ラッド達は明らかに表情を変えた。

「死んでたぁ？　二人ともか？」

「ああ」

「二人とも、なんだな？　他ほかに誰も居なかったんだな？」

「？」

　何をそんなに拘こだわるのであろうか。眉まゆを顰ひそめながら、ジャグジーはラッドの返答に注目した。

「……いくぞ、車掌室だ」

　ラッドは仲間の二人にそう告げると、こちらにスタスタと歩みよって来る。

　ジャグジー達に緊張が走り、ニックはナイフを構え、ニースは腰から小型の炸さく裂れつ弾だんとジッポーを取り出した。だが、ラッドはそんなジャグジー達など眼中にないようで、ポケットに手を入れたまま横を通り過ぎて行く。

「運が良かったなあ。とりあえず、お前らの相手をしてる暇は無くなった」

　テンションが随分下がっている。ラッドの口調からは、何かを焦あせっている感情さえ窺うかがえた。

　完全にすれ違ったところで、ニックがジャグジーに問い掛ける。

「おい、ほっといていいのかよ？」

「うん、今はいい。先に倒さなきゃいけない奴やつらがいる」

　まさか『乗客を皆殺しにする』が本気だとは思わず、ジャグジーは黒服楽団と『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』の撃退を優先させる事にした。

　それに、血の流れ出る前方の貨物室の中身も気になっていた。

　ジャグジーが前進し、部屋の前に辿たどり着こうとしたその時、ラッドの大声が背中に飛んで来た。

「あー、言っとくけどなぁー、その部屋をやったのは俺おれ達じゃあねーぜ！」

　振り返ると、ラッド達は既に連結部のドアを開けて出て行くところだった。

　ジャグジーは無言で振り返り、血の絨じゆう毯たんに足を踏み下ろす。そして、貨物室の中に目を向けると────




　ニックは最初、貨物の密造葡ぶ萄どう酒しゆの樽たるでも引っ繰り返ったのだと思った。

　一方、ジャグジー達は既に車しや掌しよう室で同じ状況を体験している。その為、彼らにはこの部屋の状況が即座に理解できた。

　赤。それはなんと見事な赤だったのだろうか。白熱灯の光を反射して、実に温かみのある赤が床に広がっている。しかしその温かみは、中央にある物体を見た瞬間に凍こごえるようなおぞましさに変化を遂げた。

　部屋の中央に転がっていたモノは、黒いタキシードを身に纏まとっていた。

　それが既に『者』ではなく『物』であるという事はすぐに解わかる。おびただしい血の量を推し量る以前に、もっと簡単な判別点があったからだ。

　黒服の死体には、下半身が存在しなかった。

　断面は決して綺き麗れいなものではなく、引き千ち切ぎられたという言葉が一番近い。そんな印象だった。ニックは暫しばらく沈黙を続けた後、急に通路の窓に向かって駆かけ出した。

　窓を開ける音と、激しい嘔おう吐との声が聞こえて来る。ジャグジーとドニーはただ死体を見つめ、ニースの隻せき眼がんは周囲の様子をこと細かく観察していた。楽団の荷物が部屋の両側に多々並べられており、その幾つかの箱は既に封が解かれている。箱の一つには何かの機械が置かれて居るが、何に使う物かまでは解らなかった。

　そしてニースが上を向いた瞬間、彼女の視線がそのまま固定される。

「ねえ、ジャグジー……」

　ニースに肩を叩たたかれ振り向くと、彼女は天てん井じようをじっと見つめていた。

　つられるように上を見て、ジャグジーは息を吞のんだ。

　そこに存在したものは、床の惨さん状じように比べればどうという事も無い、単なる血の痕あとであった。

　問題は、『如い何かにすれば天井に、あのような大量の血けつ痕こんがつくのか』という事だ。

　天井についた大量の血ち飛沫しぶき。だがそれは、とても下にある死体から噴ふき出た物とは思えない。

　ジャグジーは涙を流しているが、もう『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』を恐れてはいない。それでも、相手が如い何かなる怪物なのか今まで以上に警戒せざるを得なかった。

　この部屋の異常な点は、それだけではとどまらない。

　通路とは反対側の扉、停車時に外から荷物を運び入れるための大きな搬はん用よう口ぐち。引き戸であるその扉が、半分ほど開いているのだ。そこから見える景色は闇やみの色に染まりかけており、まるで壁に大きな落とし穴が口を開けているようだった。

　列車は現在森の中を通っているようで、僅わずかな月光が過ぎ去る木々を不ぶ気き味みに照らし出している。まるで、穴の中に手招きする何者かの腕のように。

　更に奇妙な事に、床には足跡があった。

　床の全面が血で染まっているわけではなく、本来の床の色が覗のぞいている部分も見受けられる。ところがその上に、靴の形をした赤い足跡が点々と残っているではないか。

　それを見てジャグジーは、ラッド達が中に入って歩き回ったのかと思った。だが、その考えはすぐに否定される事になる。

　何な故ぜならその足跡は、行き先を明確に記していたからだ。

　足跡の持ち主は部屋をあちこち歩き回った後に、迷う事無くこの場を歩み去っている。

　壁に開かれた、闇やみへと続く扉の中へと。







　胃の中のものを全すべて吐はき出し、ニックはようやく落ち着きを取り戻した。

　そしてジャグジー達の方へ振り向こうとするその最さい中ちゆう、彼は視界の端はしに奇妙な物を捉とらえてしまった。通路の一番前側の扉、連結部に連なるその扉の向こう側に、何か真まっ赤かな物が存在した気がするのだ。

「おいみんな、ちょっとこっちに来てくれ」

　こわばった声で呼ぶニックの顔色を見て、ジャグジー達も何かが起こっている事を察知する。

　慎しん重ちように廊下に出ると、ニックは冷や汗を流しながらこう言った。

「前の連結のところに、何かいる」

　途と端たんに、ジャグジー達は不ぶ気き味みな感覚に囚とらわれた。ニックが口で示した連結部の方から、何か強烈な視線を感じるのだ。

「ジャグジー、せーのでそっちを振り向こうぜ………せーの」

　ドニーの肩に担かつがれるジャックを除き、全員の視線が前方の連結部に集中する。

　そして、彼らは見た。見てしまった。

　何か赤い物体が、連結部から横に蠢うごめく姿を。

　横に移動した『それ』は、こちらからの死角に入ってしまった。すばやい動きだったため、その物体の形までは解わからなかったが、とにかく赤い『何か』が存在したのは確かだった。

　ジャグジー達は慎しん重ちように連結部まで向かうが、そこには既に何も見当たらない。

　三等客室が連なる前方車しや輌りようにも、赤い影を確認することは出来なかった。

「もしかして、屋根に登ったのかもしれない」

　ジャグジー達は顔を見合わせ頷うなずくと、屋根の上に登っていった。

「ドニーはジャックを連れたままじゃ無理だ、通路から進んでみてよ。くれぐれも、黒服には気をつけてね」

「わかった、任せろ」

　ドニーは力強く頷うなずくと、ジャックを担かついだまま通路の奥へと進んで行く。

「それじゃあドニー、一つ前の連結部で待っていてね」

　ジャグジーは屋根の上からそれだけ告げて、ニース達と共に激しい風圧の中を進んで行った。
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　さっきの銃声は、一体なんだったのだろうか。

　アイザック達は、慎重に車内の通路を進んでいた。

　長い列車の中に一両しかない三等車しや輌りよう。その車輌に入る為の扉を開けた瞬間、アイザック達の前に巨大な影が立ち塞ふさがった。

　それは身の丈たけ２メートルを越す褐かつ色しよくの大男で、肩には血ち塗まみれの男が担かつがれていた。







　ドニーが三等車輌の通路を進む。今のところ何事も無いが、決して油断はできない。

　前の車輌へと向かう扉の前に辿たどり着いた瞬間、その扉が唐とう突とつに開いた。

　扉から現れたのは、ガンマンのような男と踊り子のような女。

　女の服は、血で染めたように見事な赤だった。







　二人と一人は互いに顔を見合わせ、気まずい沈黙が訪れる。

「……失礼しました」

　アイザックは、ゆっくりと扉を閉めた。




「ななな、なんだ今の人！　ももも、もしかして『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』か！」

「ひゃあぁあ！　消されちゃう！」




「うああ、今の赤い服、もしかして、いまの女、『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』か？」




　扉越しに背中を合わせ、二組は同時に冷や汗を流す。

　お互いの声が耳に入り、再び沈黙が訪れる。列車の走行音と風の音だけが、車しや輌りようの扉にカタカタと響き続けていた。

　やがて意を決したアイザックが、恐る恐る声をかける。

「えーと、もしもし」

「お返事してね！」

「うあ」

　ミリアの相あい槌づちに続いて、低い声が聞こえて来た。雰囲気からして今の大男の声に間違いなさそうだ。

「えーと、あんたは『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』か……いや、ですか？」

「化け物だね！……じゃなくて、化け物ですか？」

「むが、そこの女が『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』、違うのか？」

　再び、沈黙。

「おいミリア。ミリアは『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』だったのか？」

「ううん、違うと思う！　多分！」

「ようし、俺おれはミリアを信じるぜ！　……というわけで、違うらしいですよ？」

「わあい、アイザックに信じて貰もらえたぁ！」

「うあ、そうか、良かった」

　扉の向こうから安あん堵どの溜ため息いきが聞こえて来る。

「ところで、あなたは『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』じゃないんですか」

「ないの？」

「うぁ、違う」

「じゃあ、その肩の人は？」

「食べちゃうの？」

「ぐぁ、こいつ、俺おれの仲間。怪け我がした、助ける、運んでる」

　そこで、アイザック達はガラリと扉を開け、ついでに口調もガラリと変えた。

「なぁんだ！　化け物じゃなかったんだな！　思わず敬意を表しちまったよ！　悪い悪い！」

「化け物じゃなかったんだね！」

「寧むしろ仲間思いのいい奴やつだったんだな！」

「うぁ、お前ら、何だ？」

　ようやくドニーも警戒を解いたようで、少し照れながら二人に問いかけた。

「俺とミリア？　ふふん、単なるガンマンとミリアに見せかけて、その正体はずばり、アイザックとミリアさ！」

「アイザック、かっこいい！」

「む、むむぁ？」

　ドニーの頭の中に混乱が生じる。

「うう、お前ら、何してる？」

「俺達は、友達を探してるところさ」

「あのねあのね、『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』に食べられちゃう前に、その友達を見つけないといけないの！」

　それを聞いて、ドニーは二人が敵ではない事を確認した。同時に、この列車の中には思った以上に『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』の話が蔓まん延えんしているという事も。

　そしてドニーは気付かなかった。目の前の二人が『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』騒ぎの元げん凶きようだという事に。ついでに言うならば、男女の探してる『友人』が自分達のボスであるという事にも、彼は全く気が付く事がなかったのである。

「うぁ、そうか、お前ら、いい奴やつだな」

　すると逆に、アイザックの顔に陰りが見えた。

「いい奴かぁ、それは大きな誤解だな。でもいつかはそう呼ばれたいなあ」

「だからもっといい事するの！　死ぬまで人に認められなくってもいいの！　自分達が納得できるまでずーッといい事するの！　悪い事もするけど、それ以上にいい事もするの！」

「むぬ？」

　アイザックとは対照的なミリアの笑顔を見せられて、ドニーは意味も無く照れてしまう。アイザック達の言っている事は理解できなかったが、やはりドニーは彼らを『いい奴』だと心の中で確信していた。

「うあ、そうか。とにかく、友達、見つかるといいな」

「おお、ありがとな！　その肩の人も、早く元気になるといいな！」

「チチンプイプイだね！」

　そう言って、アイザック達は後部車しや輌りようへと向かって行く。

「むあ、白い服の奴ら、危ない奴ら。近づく、よくない」

　去り行く背中に大声で注意を促うながすと、彼らは「ありがとなー」「ありがとね！」と叫び返して手を振った。

　ドニーも手を振り返しながら二人を見送ると、連結部に出てジャグジー達の到着を静かに待つことにした。
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　同じ頃、ドニーやアイザック達がいた通路と扉一枚隔へだてた内側では──

「なあ、今なんか外で声聞こえなかったか？」

　白服の男、ラッドの部下の一人が声を上げる。

　三等客室のうちの一つ。その中で、殺さつ戮りくのゲームは既に終わりを告げていた。

　部屋の中には五つの人影。その内三つは床に倒れ、一つはその前にしゃがみ込み、最後の一つがドアの傍かたわらに立っていた。

　しゃがみ込む人影はピクリとも動かない三つの人影を見下ろし、狂った嘲ちよう笑しようを発している。

　動く人影は白い服。

　もう動かない黒い服。

「おい、聞いてんのかよ」

「ヒヒャ、ヒヒャヒャヒャヒャヒャハーハヒャハヒーヒャ──ッヒャ───ッヒャ───ッ！」

「おいおい、頼むぜ？　お前やラッドの旦だん那なは殺しさえできりゃ満足だろうけどよ、俺おれは金だ。きっちりと金が欲しいんだから、ちったぁしっかりしてくれよ……」

「ヒャヒィヒアハッハハハッハハ」

　黒服を三人始末したこの二人は、そのまま三号室で身体からだを休めていたのだ。あるいは、殺人の感覚の余よ韻いんに浸っているのかもしれない。

　笑い続ける相あい方かたを呼ぶ事は諦あきらめ、仕方なく一人でドアに耳を近づける。

「ヒャハハヒヒャヒャッヒオアハアー」

　何か男の声と、それに続いて女の明るい声が聞こえて来るような……

「ヒヒッヒッヒッヒヒャッハウフウアヒヒッヒャー」

「おい、少し黙れ！」

　狂ったように笑う相方に対し、振り向かないまま怒ど鳴なりつけた。

「ヒヒャヒャッハウハッハ──────ヒ」

　唐とう突とつに笑い声が止やんだ。

　──やっと収まりやがったか。

　白服は特に気にせず、ドアの向こうからの声に聴力を集中させる。

　男と女の声が遠ざかっていく。どうやら後部車しや輌りように向かっているようだ。

「おい、行くぞ」

　ドアノブに手をかけるが、相方からの返事が無い。

「おい──!?」

　振り返り、絶句する。

　そこに相方の姿は存在しなかった。

　決して狭いわけではないが、三等室は驚くほど殺風景な造りになっていて、人が隠れるようなスペースは無い。

「おい！　何ど処こだ？　何処に行った？」

　相方の姿を探すが、返事は還かえらず姿は見えず。

　ただ、大きく開いている窓が無む性しように気になった。先刻まであの窓は開いていなかった筈はずだ。

　無む駄だと思えるまでに大きく作られたその窓は、人間一人ぐらいなど簡単に通してしまうことだろう。

「おいおい……落ちたわけじゃねえだろうな」

　白服の男が、恐る恐る窓へと歩み寄る。

　黒服の死体を乗り越えようと、足を大きく上げたその瞬間。




　それは、窓から現れた。

　暗くら闇やみを切り裂さき、部屋の中に深しん紅くの影が降り立った。




　そして、僅わずかな時が流れ──




　この部屋から全すべての人影は消え去った、いや、消し去られた。

　白い男も黒い男も、誰も誰もが平等に。
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「ごめんよドニー、遅くなって。屋根の上は結構歩きづらいね。最初のうちは這はって歩くようだったよ」

　連結部の上から、ジャグジー達が降りて来る。

「うあ、ジャグジー、大丈夫だったか？」

　褐かつ色しよくの巨人の問いかけに、ジャグジーははっきりと答えた。

「うん、屋根の上には誰も居なかった。『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』もいない。月明かりだけだから少し心もとなかったけど、赤い影はどこにも見当たらなかったよ」
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「あッ！」

「ひゃあ、どうしたのアイザック！」

　アイザックの小さな叫びに、ミリアが不安げに抱だきついて来る。

「俺おれ達、重要なことを見落としてたぞ！」

「な、なあに？」

　神妙な顔をして、アイザックが重々しく口を開く。

「エニスにお土産みやげ買うの忘れてた……」

　沈黙。ミリアはその一呼吸の間に俯うつむいて、顔を上げざまこう言った。

「どどど、どうしよう。エニスに会うのに手ぶらなんて、ダメだよ嫌いやだよいけないよ！」

　目を潤うるませるミリアに対して、アイザックは即座に慰なぐさめの言葉をかける。

「泣くなミリア、俺にいい考えがある」

「なあに？」

「ニューヨークでお土産を買おう。ニューヨーク土産なら、どの土地の人でも喜んでくれるって言うし」

　それを聞いて、ミリアの顔がぱあッと明るくなる。

「それだね！　アイザック頭いい！　素す敵てきだね！」

「そうかそうか、ハハハハハ……」

　笑いながら、彼らは三つある貨物車しや輌りようのうち、二つ目の車輌の入り口に辿たどり着いていた。

　一つ目の貨物室で血ち溜だまりと死体を見つけた時には流石さすがに慌あわてふためいたが、それがジャグジーではないと確認すると、二人は途端に落ち着きを取り戻した。

　アイザックは胸で十字を切ったあと、両手を合わせて拝おがみ出す。

　ミリアもそれに倣ならい、別々の宗派作法で死者を弔とむらった。

　その惨むごたらしい死体を前に、彼らは必要以上に取り乱す事は無かった。まるで、死体など見慣れているものであるかのように。それでも、彼らは真剣に死者の安息を願って弔った。それが一ひと頻しきり済むと、アイザック達は何事も無かったかのように死体のある部屋を後にしたのだ。

　それから先刻のような場違いな話で盛り上がり、気がついたら連結部にまで辿たどり着いてしまっていたという状況だった。

　二つ目の貨物車輌通路の入り口。アイザックがゆっくりと連結部の扉を開けると、中には誰の姿も見当たらない。

　安心して中に踏み出したその瞬間。

　その車輌に、乾いた銃じゆう声せいが響き渡った。

「！」

　アイザック達は咄とつ嗟さに身を竦すくめ、慌あわてて連結部の扉を閉める。

「ななな、何だ？」

「こここ、怖いね！」

　ドアの窓から覗のぞいて見ると、通路の中央──貨物室の入り口から人が出てくるのが見えた。人数は三人、全員白い服を身に纏まとい、その内一人は赤い斑まだら模も様ようを浮かべている。斑模様の男の手には、煙を噴ふくライフルが握られていた。

　アイザックが緊張して動向を窺うかがうと、なんと三人がこちらに向かって歩いて来るではないか。

「まずいぞミリア、隠れよう」

「シークレットサービスだね！」

　二人は慌てて一両目の貨物車しや輌りように戻り、ドアの横に伏せて息を殺す。

　息を殺して、ベラベラ喋しやべる。

「いいかミリア……あいつらがさっき大きい人が言ってた『危あぶない奴やつら』に間違いない」

「ひゃあぁ！」

「大丈夫だミリア、俺おれの兆ちよう丁ちよう拳けん銃じゆうであいつらなんざいちころよ」

「本当に？」

「ああ、俺が今までミリアを見殺しにした事があるか？」

「ううん！　一度も無い！　だって私まだ生きてるもん！」

「だろ？　だからまあ、任せろ！」

「うん！」

　二人は今度こそ声をも殺し、ドアの外の様子に神経を集中させる。

　やがて、外側で扉が開く音がした。二つ目の貨物車輌の扉だろう。そこからアイザック達の横の扉までは、距離にして２メートルも無い。話し声と共に、足音が近づいてくる。

「何で殺したんだよ、ラッド。いい話だったんじゃねえか？」

「んー、確かにな。だがよ、あいつの目を見たか？　『絶対に自分は殺されない』って面つらぁしやがってよー。奴は俺達になんか殺されないって確信してやがった！　このラッド・ルッソ様々を舐なめてくれやがったんだぜ？　なんつーかさ、あれよ、単純に言ってムカつきまくりの撃ちまくり？」

「だからってよぉ」

「しかし気にくわねえ、頭を吹っ飛ばす瞬間になっても、あいつは余よ裕ゆうの表情を浮かべてやがった……なんだってんだ畜ちく生しようめ……」

　声は扉の前で止まり、一向に扉を開く様子はない。

　そして、声が段々と上に遠ざかっていく。

（？？？）

　暫しばらく経たってアイザックがドアの窓を覗のぞいて見ると、そこに人影は全く見当たらなかった。

「誰もいない……」

「密室失しつ踪そう事件だね！」

　ドアを開けてみるが、そこには確かに誰も存在しなかった。身を切り裂さく冬の空気が、ただただ身に染しみるのみであった。

　その冷たさに頭を冷され、アイザックは先刻聞こえて来た声に気になる名があった事を思い出す。

《──このラッド・ルッソ様を舐なめてくれやがった──》

《──このラッド・ルッソ様を──》

《──ラッド・ルッソ──》

「──ルッソ──？」

　その名前には覚えがある。

　アイザックとミリアは強ごう盗とうだ。つい今朝も、マフィアの運び屋から大量の金を奪ってやったばかりなのだが──

「ミリア、今日俺達が戴いただいた金ってさ、なんてマフィアのだったっけ」

「ルッソ・ファミリーのだね！」

　嫌いやな予感は、的中する。

　そしてアイザックの頭のネジは、まるで見当外れの結論を導き出した。

「そうか……あの白服連中の狙ねらいは、ずばり俺おれ達に違いない！」

「ひゃああ！　追つい跡せき者！」

　芝居がかっているとしか思えない程、派は手でに身震いをするミリア。その肩をギュっと抱だき締め、アイザックは力強く頷うなずく。

「大丈夫、上う手まく逃げ切れるさ。あの白服からも、『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』からもな！」

「その為にも、ジャグジーと車しや掌しようさんに早く会わないとね！」

「ああ、それももうすぐさ！　この先にはもう人は殆ほとんどいな……」

　ふと、アイザックは考えた。

　確かにこの先には殆ど人は居ない筈はずだ。

　では、ラッドのライフルの犠牲になったのは────

「わあああ！　ジャグジー！　怪け我がは浅いぞしっかりしろー！」

「傷に別状は無いよぅ！」

　二人は未確認情報を叫びながら、通路の中央、貨物室の入り口まで駆かけて行った。

　──ところが。

「あれ？　誰も居ない」

「もぬけのカラだね！」

　部屋の中には誰一人存在しなかった。生者も、怪け我が人も、死体さえも。

「おかしいな。さっきの話だと、ここで誰か撃ち殺された筈はずなんけどな」

「何か取引を持ちかけられて、断った上に殺したみたいだったね！」

　二人は疑問符を浮かべながら室内を捜そう索さくしたが、遂に血けつ痕こんの一滴すらも見つける事は出来なかった。

　その状況の中で、二人の不安は大きくなる。

　この列車には、黒服でも白服でもない『何か』が確かに潜ひそんでいる。

　その想像が確信に近づくにつれ、ジャグジーを探す二人の足も速まっていった。
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　一方のジャグジーは、アイザック達とは全くの逆方向にいた。二号車しや輌りようを前に進み、食堂車の手前まで辿たどり着いていた。

　車輌の最前部に一いつ旦たんとどまり、ニースが様子を見に連結部に赴おもむいている。

　途中で白服の死体を一つ見つけたが、特に足を長く止める事は無かった。

　鋭利な刃は物もので背中を斬きられていたので、恐らくは黒服達の仕し業わざだろうと判断したのだ。

　確かに黒服もラッド達も危険な存在だが、何より恐ろしいのは『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』──列車に潜む『何か』の存在だ。

「食堂室の中はどう？」

「ダメ。見張りが二人いて、両方とも機き関かん銃じゆうを構えてる。持ってるんじゃなくて、構えてる」

　窓を覗のぞいて来たニースの報告に、ジャグジーは思案を巡らせる。

「食堂車に、さっきの人は全部居るみたい？」

「それが……」

　ニースは一瞬躊躇とまどったが、意を決して話し出した。

「テーブルに座ってた人までは解わからないけど、カウンターにいた皆が揃って消えてる」

「え？　ど、どういうこと？」

　ニースが見た所、カウンターに居たアイザック、ミリア、チェス、ベリアム母子おやこが居なくなっていた。死角にいるのかもしれないが、カウンターから消えている事は確かだった。

「みんな、何ど処こかに連れていかれたのかも……」

　表情を曇らすジャグジーに、ニックが単純な疑問を投げかける。

「そいつらは知り合いなのか？　まあいいけどよ。てーかよ、テーブルに座らされたりしてるだけかもしれねえぜ？」

　その意見には、ニースが反論する。ニック相手のため、こんな事態でもしっかり敬語とタメ口を使い分ける。

「ベリアムさん達はともかく、アイザックさん達にそれはありえません。確かに私は目が良いわけではありませんが──」

　眼鏡めがねを掛け直しながら、強い口調で断言する。

「アイザックさんのあの派は手でなガンマン服と、ミリアさんの真まっ赤かなドレスを見間違う事はまずありえません」

　何だそりゃ。ニックが微妙な表情を見せ、ドニーは大きく頷うなずいた。

「うあ、そんな変な奴やつがいるのか」

　その時、ジャグジー達の耳に小さな呻うめき声が聞こえて来た。

　一瞬身を強こわ張ばらせたが、どうやらそれはドニーの肩から発せられているようだ。

「ジャック！」

　顔の血が乾き始めたのか、ペキパキと小さな音をさせながら、ゆっくりと口を開き始める。

「……ドニー、この馬ば鹿か野や郎ろう……そいつらなら……さっき……会ったじゃねえか……」

　どうやら意識と視力だけは辛かろうじて回復していたようで、先刻のドニーとアイザックのやり取りを記憶していたようだ。

「どういうこと？　ドニー？　さっき会ったって？」

「うあ」

　必死で頭に眠ねむる記憶を集中させると、ドニーの頭に先刻のビジョンが鮮明に蘇よみがえった。

「むが、そう、そう、いい奴やつ、二人。ジャグジー達が屋根に居る時、あった。男、ガンマン。女、赤い服。俺おれ、『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』と間違えた」

「！　アイザック達だよ！　間違いない！　そ、それで、二人は何ど処こへ行ったの？」

「ぬが、友達、探す。『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』から助ける。車しや掌しよう室行く、言ってた」

　それを聞いて、ジャグジーは自分の顔から血の気が失うせるのが解わかった。

　──僕を助けに？　こんな物ぶつ騒そうな車内を？

　なんという事か。何が皆を助けて見せるだ、黒服も怪物もやっつけるだ。強がりを言ったところで、結局は知り合ったばかりの友人をそんなにも危険な目にあわせているではないか。

　しかも、しかもだ。自分達が屋根に登った後に車掌室に向かったという事は、ラッド達とまともに鉢はち合わせするという事ではないか。

「うあ、安心しろ、ジャグジー、俺おれ、白い服に気を付けろ言った。ひと安心、多分」

「だから多分じゃ駄だ目めだよ！　大変だ……早く戻らなきゃ！」

　ジャグジーはこの危険な車輌を再び疾しつ走そうする事を決意し、ニース達にそれぞれ指示を下す。

「ニースとニックは、屋根から食堂車の向こうに行って様子を見ておいて。絶対に無理したら駄目だよ！　ドニーは僕と、いや、先にジャックを──」

「ググ……俺のことなら気にすんな……その辺の客室にでも放り込んでおいてくれ……その方が俺も楽だ」

　心苦しいが、この状況ではジャックの懇こん願がんを受け入れざるを得ない。

「──解わかった。じゃあ、行ってくるよ、ニース。絶対に戻って来るから、ニース達も絶対に無理しないで！」

　ジャグジーはニースと軽く唇くちびるを交わすと、ドニーを連れて後部車しや輌りように引き返して行った。




　その姿を見送りながら、ニックは横にいる女を軽く囃はやす。

「お熱いこってすねえ。姐あねさん」

「……今のが、初めてです」

「はぁ？」

　物もの凄すごく微妙な表情を見せるニックを尻しり目めに、ニースは連結部に出て屋根に登り始める。

　それを追いかけながら、ニックは小声で食い下がる。

「初めてってそんな、姐さんとジャグジーはもう付き合って10年でしょ？　なのにキスの一つも？　そりゃジャグジー、臆おく病びようにも程がありすぎっしょ？　姐さんも姐さんっすよ……」

　ニースの事は『姐さん』と呼ぶのに、ボスであるジャグジーは呼び捨てにしている。そうしてぶつくさと言うニックを無視し、ニースは屋根の上に立ち上がった。

　風圧で息が詰まりそうだ。列車は何い時つの間まにか森を抜けており、月光の元に殺風景な荒野が広がっている。月明かりを僅わずかに照り返し、荒野もある種の趣おもむき深さを感じさせていた。

　とりあえず前方に障しよう害がい物ぶつは無いが、カーブなどでよろめいたり、その際に大きな足音を立てたりするのは不ま味ずい。

　ニース達は念を入れて、這はって食堂車の屋根を移動する事にした。




　　　　⇔




　最前部にある一等室。ベリアム夫人が囚とらわれていたその部屋に、後ろ手を縛しばられた娘むすめが放り込まれた。

「メリー！」

　悲鳴のような声を上げる夫人に対し、グースは恩着せがましい笑みを浮かべる。

「はは、御安心いただけましたかな？　あの忌いまわしい白服どもから、御ご令れい嬢じようを救って差し上げたのですからなあ」

　強い眼まな差ざしで睨にらみつけるベリアム夫人。グースは特に意に介かいせず、淡々と『今後の予定』を告げていく。

「さて、明日の朝、この列車が通過する橋の上に狼煙のろしが上がっていればとりあえずあなた方は助かります。とりあえず、ですがね」

「……？」

「交渉ですよ。列車内からは交渉が出来ませんので、配下の者にあなたの御主人と交渉させているのです」

　後ろ手を組み、値踏みするような目つきで母子おやこ二人をねめ回す。

「もし御主人に御理解いただけなかった場合には、我々の行為が決して脅おどしではないと御理解いただく為に、お嬢じようさんの死体を線路に置き去りにする事になりますので御了承ください」

「そんなッ！」

「代わりに私を殺せ、などとおっしゃらないで戴いただきたいものですな。理由は特にありませんが面倒なので今のうちに『却下』と言っておきます。それと、線路の途中で警察の妨ぼう害がいなどが見られた場合にもお子さんが死ぬ事になりますので宜よろしくお願い致します。参考までに申し上げておきますと、銃殺ですのでお覚かく悟ごを……」

　言いたい事だけを言って、グースは部屋を出て行った。ベリアム夫人は、その背に罵ば声せいを浴びせるような真ま似ねはしない。それが無む駄だだというのは今の態度で十分理解できたし、下へ手たな事をすれば他ほかの乗客の命が危あやうくなる事を知っていたからだ。

　その様子を見て、部屋の隅にいたシャーネが静かに目をそらした。

　何かを憂うれうような、あるいは蔑さげすむような目で、ただ虚こ空くうをじっと見つめていた。
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　　　　⇔




　ジャグジーとドニーは、ジャックを手近な二等客室に寝かせて、後部車しや輌りように走って行った。

　残されたジャックは、ズキズキと痛む顔を天てん井じように向けて大きく息をする。大丈夫とは言ったものの、今にも顔面が破は裂れつしそうだ。瞼まぶたに圧迫されて眼球も痛い。

　──ああ、俺おれ、このまま死ぬかも。

　走そう馬ま灯とうというわけでは無いが、彼の脳のう髄ずいは人生の記憶を天井に投影し始めていた。

　子供の頃の古い記憶は、栄養失調で死んだ両親を部屋の床下に埋めている時の映像だ。墓も持てない貧困層の間では、当たり前のように皆やっていた事だ。移民窟くつのボロアパートの床には、きっと何千何万という彼らの遺い骨こつが埋まっている事だろう。

　それから、近所に住んでた悪ガキのニックと組んで色々悪さもした。

　──自分で言うのも何だが、俺らは見るだけで殴なぐり殺したくなるような糞くそ野や郎ろうだったなあ。今の俺が昔の俺と会ったら、俺はそいつをどうするのだろう。殴り殺すのだろうか、それともそのガキを静かに抱だき寄せて、馬ば鹿かみてえにワンワンと泣くのだろうか。

　──もう半年も前になるか。シカゴでジャグジーの奴やつにあった時、最初は情けない泣き虫野郎だとしか思わなかった。酒を造るとか抜かして人を集めてたから、あわよくば俺がボスになってマフィアを作ってやろうとも思ってた。馬鹿だなあ、俺。




　この時ジャックは気が付かなかったが、部屋の端はしにある二段の棚たな式ベットの上段から、灰色の影がムクリと起き上がっていた。




　──でもあいつは、なんだかんだいって俺らの中で一番頭が良かったし、俺達みたいな糞バカな奴を絶対に見捨てようとはしなかった。なんてぇお人好しのバカだ。

　──泣き言ばかり言いながら結局テメーよりも俺らなんかの事を心配しやがってよ。一生幸せになれねえタイプだ。それは間違いねえ。そんなバカをほっとけなくなった俺らも、多分一生幸せにゃあなれねえんだろうな。

　──ああ、俺マジでここで死ぬのかな？　ヨウンとファンの野郎、余計なネタを持ち込みやがって。金きん塊かいでも札さつ束たばでもねえ、あんなあぶねえ代しろ物ものを欲しがりやがって。……いや、欲しがってるのは爆弾狂シリアルボムのニースの姐あねさんか。ジャグジーに至っては会った事もねえＮＹニユーヨーク市民とやらを気づかって、わざわざ新型爆薬なんかを盗ぬすもうときてやがる。まったく、どいつもこいつもこの俺も、救いがたい馬鹿野郎どもだなぁ畜ちく生しようめ。




　その時、天井に映し出される記憶が唐とう突とつに消えてしまった。

　腫はれた瞼まぶたのせいで半分に狭まっているジャックの視界。ただ天てん井じようを映していたその中に、灰色の大きな塊かたまりが飛び込んだのだ。

　塊は、どうやら人の形をしているようだ。魔ま術じゆつ師しのような奇妙な格好をして、顔面部分に僅わずかに見える肌色以外は全すべて灰色の布地に包まれている。

　ジャックは不思議と恐怖を感じず、痛む顎あごを動かしながら魔術師に問い掛けた。

「……ああ、死神か？　死神って奴やつなのか？　ちょっと待ってくれよ、まだ俺おれぁ元気なんだ、まだいける、まだいけるぜ俺ぁよ……。ちょっと休んだらよ、ジャグジー達を助けにいかねえとよ。あいつら泣き虫とバカのコンビだから、俺が居ないときっと上う手まくいかねえ。だからよ死神、俺が助けにいくんだから、ジャグジーは死なねえぞ。間違っても連れていくなよ………ざまあ……みろ……」

　そう言って、ジャックは静かに笑った。

　真まっ青さおな顔を真っ赤かな血で彩った、死者のような顔の男が今、確かに笑った。

　その笑顔を見て、死神と呼ばれた男も静かに笑う。

「そうか、青年。お前は生きたいか」

　そう言って、灰色の男は横に置いた鞄かばんの口を開けた。

「若いうちならば、生きたいと思うのはいい事だ。正直、うらやましい限りだな」




　その様子を、静かに見つめる者がいた。

『それ』は窓の外に張り付くように存在し、月明かりに照らされるその姿は────

　赤。深く暗い紅あか色いろに染まった、禍まが々まがしい姿。

　それはまるで人型の瓶びんに満ちる、真しん紅くの葡ぶ萄どう酒しゆのようだった。




　　　　⇔




　ニース達は食堂車しや輌りようの屋根を通り過ぎ、連結部から慎しん重ちように前の車輌に乗り移った。

　飛び移れない距離では無かったが、大きな音がする事を懸け念ねんし、一度連結部に降りてから次の車輌へと向かう。

　機関車の煙突から流れて来る煙が月光を隠し始め、いよいよ暗くら闇やみが色濃くなってくる。

　屋根に手をつけると、手が煤すすで真っ黒になる。それでも構わず、闇やみの中を這はい進む。




　どれ程時間がたったろうか。少し前から、僅わずかな暗闇の切れ目が見える。

　連結部だ。恐らく下の窓からの明かりが漏もれているのであろう。

　ニースはそこで、体の動きを強こわ張ばらせた。

　違う、何かが違う。

　襲いくる違和感。その違和感が脳の中で喚わめき散らす。何かが違う、何かが危険だと。

　彼女はその違和感の正体を摑つかむべく、眼鏡めがねを直しながら左目を凝こらす。

「あ、姐あねさん……」

　どうやら、目のいいニックの方が先に違和感の正体に気が付いたようだ。

　横風が吹き、車しや輌りようの上から一時的に煙が吹き散らされる。

　そして、違和感の正体に気が付いた。

　漏もれ出す明かりの向こう側。一つ前の車輌の最さい後こう尾び。

　そこに、彼女は立っていた。

　抜き身のナイフを手にし、周囲の闇やみを全すべて吸い込んだような目で。

　黒いドレスを纏まとった殺人人形。

　煤ばい煙えんの中に佇たたずむシャーネの姿は周囲の闇と見事に溶け合い、ある種の美しささえ感じさせるほどだった。

「……まずいですね」

　ニースの頰ほおを冷や汗が伝うが、その雫しずくは吹き付ける風によって簡単に拭ぬぐいさられた。

　懐ふところの爆弾を取り出す事は出来るだろう。だが、火をつける前にあのナイフで刺さされる可能性の方が高いだろう。闇の中を静かに佇むその姿に、彼女が戦闘の素人しろうとではないという事を嫌いやというほど思い知らされた。

　ニースは彼女が楽団の中にいた事を目撃しているが、そうでなければ彼女こそが『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』だと勘かん違いしていてもおかしくはない。

　それだけ強烈な存在感を持って、シャーネは列車の上に立ちはだかっていたのだ。

　いっその事、何かにぶつかって落ちてくれないものか。そんな期待に縋すがってしまう程のプレッシャーをかけられる。

　しかし残念な事に、荒野が続く線路の先には、木の枝もトンネルの入り口も存在しなかった。

　何とか隙すきを見せないものか。そう思って彼女の方に目をむけると、黒ドレスの女の視線がこちらを向いていない事に気が付いた。

　自分のもっと後ろ……ニックだろうか？

　いや、違う、その更に後ろを見ている。

　ニースは、身体からだを起こさないようにしながら、恐る恐る背後に目を向けた。

　そして、その隻せき眼がんが驚きよう愕がくに見開かれる。




　闇の中で月光を程よく反射し、その白い服は驚くほどの存在感を発していた。

　白い袖そでの先には、無ぶ骨こつなライフルが握られている。

　次の瞬間、その白服──ラッド・ルッソが、列車の音を貫くような大声で叫び始めた。

「よ────う、この寒い中そんなドレスでさぁむくねえのお───？」
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　彼はニース達の存在など微み塵じんも気にかけず、遠く離れた黒ドレスに挑発を続ける。

「お前らがそんな楽団の格好してんのってよおー、俺おれに演奏を聞かせてくれるためだよなぁー？　俺の為に俺だけの為に淡く切なく甘美な響きを奏でてくれるためだよなぁー？　ありがとうありがとう本当にありがとぉー！」

　喋しやべってる間に攻撃しても良さそうなものだったが、ラッドのライフルはクルクル動きながらも常にシャーネの胸に照準が合わせられている。

「第一楽章が終わっちまってつまんねえと思ってたとこだったのに、あんたはわざわざ俺の為に、こんな屋根の上にまで登ってくれた！　この喜びを俺はどう表現すればいい？　わざわざ俺の為に泣けて笑える悲鳴の重奏を奏でに来てくれたお前に！　これは愛？　もはや愛なのか!?　残念ながら俺には既に婚約者がいるわけだが、その愛には答えてやらないといけない！　俺の愛するってのは、まあ、殺す事なわけだがなー」

　不意に動きを止め、引き金に力を込め始める。

「愛してるよ────ッ！　だから死ね」

　歪ゆがみきった愛の囁ささやきと共に、引き金がゆっくりと引き絞しぼられた。

　銃じゆう声せい。

　そして響き渡る金属音。

「はぁん？」

　ライフルの硝しよう煙えんを纏まといながら、ラッドは実に呆ほうけた声を上げた。

　ニースはその瞬間をその単眼に焼き付けていた。銃声の直前に彼女は身を翻ひるがえし、回転するような動きで銃じゆう弾だんを避けようとした。そして、偶然にも手にしたナイフの刃やいばに銃弾が直撃したのである。ここまではただの偶然だが、ニースが驚きよう愕がくしたのはその後の事だ。

　彼女はナイフを取り落とす事も、よろめく事すらしなかったのだ。

　ナイフに銃弾が当たる衝しよう撃げきは相当なものだ。当たり方によっても衝撃は異なるだろうが、当のシャーネはまるで何事も無かったかのような表情でナイフを構え直した。

「マジかよおいおい、マジかよおい！　跳はね返しやがったよこのアマ俺の弾丸を弾き返しやがったよ！」

　ラッドは無傷のシャーネを見て、彼女が弾丸を故意に跳ね返したと思い込んでいるようだ。まるで始めて映画館に連れて行ってもらえた少年のように、目をキラキラと輝かせてはしゃぎ始める。

「なんだよおいお前よー！　ありえねーってありえねえって！　ターザンだってんなこたしねぇぞ！　女だと思ったけどよぉー、手前てめえひょっとしてホウレン草食ったポパイかぁ？」

　シャーネの事をカトゥーンヒーローに例えながら賞賛し、ラッドはひたすら足をばたつかせ続ける。

　その様子に全く感情を表すこと無く、シャーネの体が小さく捩よじられる。

　それと同時に、ラッドは足を大きく上げた。

　次の瞬間、シャーネの手からナイフが投げ放たれ、銀の閃せん光こうがラッドの喉のど元もとへと一直線に伸びて行く。

「おりゃぁッ！」

　気合の入った声を発し、ラッドが高く上げた足を思い切り踏み下ろした。

　その足が描いた弧の軌道に吸い込まれるように、銀の閃ひらめきはぷっつりと消え去ってしまった。

　そこで初めて、シャーネの表情に変化が現れる。

　眉まゆを僅わずかに眉み間けんに寄せ、口元が僅かに引き締まったように思えた。

　月明かりしかないこの状況下。彼女の表情変化を見れたとは思えないが、ラッドは嬉うれしそうに足の下にあるナイフを拾い上げた。

「ハーハハハヒャーハハハイーヒャヒャヒャ！　お返しだよお返しだよお返しだよバカ野や郎ろう！　どうよ、自慢のナイフが俺の足の裏で踏み躙にじられた気分はよぉ？　屈くつ辱じよくかい？　悔しいかい？　死にたいかい？　死にたくなくても殺してやるがねヒヒャハハハハ！」

「狙ねらってやりやがった……化け物め」

　ニックは背中に汗が滲にじむのを感じた。自分もナイフを武器とするが、ハッキリ言って今のスローイングには目がついていかなかった。このラッドという気狂いは、その尋じん常じようではないスピードのナイフを、踵かかと落としで無理矢理踏みつけてしまったのだ。

　偶然弾だん丸がんを逸そらしたシャーネと違い、ラッドの場合は完全に故意の産物であった。

　ハイテンションの男は楽しそうにナイフを振っているが、シャーネは落ち着きを取り戻して自らの背中に手をやった。

「ハハハ……ハぁ？」

　ラッドの笑いがピタリと止まる。シャーネの背後から引き出されたその両手には、それぞれ先ほどの物より大きいナイフが握られていた。

「マジかよオイオイマジかよオぉい！」

　ラッドはくるりと踵きびすを返し、ライフルを脇に抱かかえて全速力で逃げ出した。

　振動する屋根の上を実にリズミカルに駆かけ、連結部に戸と惑まどう事無く軽く飛び越えて行く。後部車しや輌りように向かって行くその姿は、実に楽しそうに見えた。

　それを追うように、シャーネも屋根を蹴けり駆け出した。

　スローイング用ナイフでは無いためか、逃げるラッドの背にそれを投げつける事はしなかった。重々しいナイフを両手にぶら下げ、姿勢を驚くほど低くしながら屋根を駆けていく。

　闇やみの中を疾しつ走そうするその姿は、まるで獲物に迫り行く魚ぎよ雷らいのようであった。

　伏せているニース達を素通りして、シャーネはただ一直線にラッドの事を追いかけて行く。やがて列車の煙と夜の闇に阻はばまれ、二人の姿は完全に見えなくなってしまった。

　それでも、ニース達は動こうとしない。黒いドレスの女が横を通り過ぎていった瞬間、まるで『死』という存在そのものが塊かたまりとなって襲い掛かって来たような錯さつ覚かくに囚とらわれたのだ。ニースは懐ふところの火薬球を握りしめながら、掌てのひらの汗でその火薬が使い物にならなくなるのを感じていた。

　あの女もラッドも、果たして人間なのだろうか。

　あれで人間だと言うのならば、化け物と呼ばれている『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』とは一体如い何か程の存在だと言うのか。

　ニースは拳こぶしを強く握りながら、刺青いれずみの入った泣き顔を頭に浮かべ続けた。

　そして、意を決して前に進まんと顔を上げると──

　そこには小ズルそうな男の顔と、銃じゆう身しんの異様に長い狙そ撃げき銃じゆうの銃じゆう口こうが。

「随分と長い間這はいつくばってたみたいだけどねぇ」

　連結部分から上半身だけを屋根に乗り出させた黒服の男──スパイクが、ニヤニヤしながらニースに告げる。

「両手を上げて降りてきて貰もらえるかなぁ？　長旅まことに御苦労さん♪」
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「これはどういう事なんだろうな、ミリア」

「ミステリーだね！」

「怪物にやられたのかな」

「ホラーだね！」

　血に沈む二つの車しや掌しようの死体を前に、アイザックは実に冷静な調子で部屋の中を観察していた。

　ミリアはいつもの調子で返事をしているが、アイザックと背中合わせで立っており、死体の方は見ていなかった。

「ジャグジーは、何ど処こに行ったんだろうな」

「どうしよう、もしかしてもう食べられちゃったんじゃ」

　珍しくミリアの声が沈む。そんな彼女を泣かせるかとばかりに、アイザックは出来るだけ明るい声を張り上げる。

「そんな事考えるなよ！　大丈夫大丈夫、死体が無いって事はあれだ、丸吞のみにされたって事だ！　だからまだ怪物の腹の中で生きてるって事さ！」

「でもでも、ジャグジーを食べちゃった奴やつがどこに居るのか解わからないよう」

「大丈夫！　『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』は列車を丸ごと消しちゃうんだぜ！　この列車に乗ってりゃ、いつかは会えるって事さ！」

「うん……それまで無事でいるといいね、ジャグジー」

「大丈夫だって。ジャグジーはいい奴なんだからさ、俺おれらよりいい奴が俺らより先に死ぬなんて事はないさ」

「そうだね……ジャグジー！」

　ミリアが突然大声をあげた。アイザックは首を横に振りながら、自分がクールな男のつもりになって返事をする。

「呼んだって出てこないぜ、ミリア」

「違う違う！　ジャグジーだよ！　ジャグジーが来たよ！」

　アイザックが振り向くと、車掌室の外に先刻の大男と刺青いれずみの青年が立っていた。

「よ、よかったぁ。二人とも、無事だったんですね……」

　この部屋で死体を見てから笑顔を消し去っていたジャグジーだが、皮肉にも同じ場所で安あん堵どの表情を取り戻す事となった。

　余程急いで駆かけて来たのか、その息は酷ひどく乱れ、涙が激しく頰ほおを伝っている。

「ジャグジー！　良かった！　無事だったんだな！」

「お腹から出てきたんだね！」

　ミリアの言葉に混乱させられながらも、ジャグジーはホッと大きく息をつく。

「ああ、そうだ、ジャグジー、ゴメンな」

「ゴメンね！」

「いや、本当にごめんよ」

　突然謝あやまり出す二人の意図が解らず、ジャグジーは更に混乱させられた。

「え？　あ、あの、いや、こっちこそ心配させちゃって本当に御ご免めんなさい」

　ぺこりと頭を下げるジャグジーを見て、アイザック達は顔を見合わせた。

「おいミリア、これで何勝何敗だ？」

「三対三！　引き分けだね！」

「よし、じゃあもう一回ぐらい謝あやまっておこう」

「でもでも、ジャグジーはいい人だからまた謝ってくれるかもしれないよ？」

「それもそうだ、じゃあ沢たく山さん謝っておこう」

　言うが早いか、アイザック達はジャグジーに向けて誠意も意味も必要も無い謝罪を唱となえ出す。

「ごめんごめんごめんごめんごめんごめんごめん……」

「ゴメンねゴメンねホントにゴメンね！」

「ええ？　えと、あの、その、ごごご、御免なさい良く解わかんないけど本当に御免なさい御免なさい。あああ、謝りますからどうか謝るのをやめて下さい御免なさい御免なさい……」

　かくしてジャグジーの混乱も極まり、どうしていいか解らずにぺこぺこと頭を下げ続けた。

「うあ。お前ら、何やってる？」

　ドニーの突っ込みが入るまでその輪唱は止まらず、殺さつ伐ばつとした車しや掌しよう室に延々と木霊こだまし続けた。




「と、とりあえずこの部屋から出て、貨物室に行きましょう。あそこで詳くわしい事をお話しします」

　ジャグジーに促うながされ、一同は車掌室を後にした。

　死体以外は何者も居なくなった筈はずの空間に、奇妙な音が響き渡る。

　ガチガチというその音に合わせ、車掌室の側面にある扉──直接外に出る為の扉が、ガチガチと音を立てて少しずつ開いていく。

　その音が止やみ、扉が完全に口を開いた時。

　闇の中から、『それ』は現れた。

　真まっ赤かな真っ赤な、血の影が。
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「真っ赤な怪物だと？　馬ば鹿かな御お伽とぎ話ばなしでお茶を濁にごすつもりかね」

　一等客室の中で、グースが呆あきれたような声を上げる。

「噓うそじゃねえって！　本当にこの列車にゃバケモンが居んだよ！」

　ニックが声を荒げてグースに嚙かみ付いた。手足を縛しばられ床に転がされているので、それ以上はどうする事も出来なかった。

「ふむ。では別の質問をするとしよう」

　同様に縛られているニースの方に向き直り、グースは白服との関連について尋ねた。

「君達は白服とは関係無いそうだが、ならばこの列車に乗った目的は何かね？」

「ニューヨークの友達に会いに行く為。それだけです」

「こんな状況なんだ、噓うそはよそうじゃないか。本当にそれが理由ならば、何な故ぜこちらの彼は食堂車を襲ったのかね？」

「食堂車を襲った、ですか？」

　ニースには何の事か解わからなかったが、ニックの顔がみるみる青あお褪ざめていくのが解った。

「おい、この男で間違い無いんだな」

「はい、遠目でしたが、服装と声から察するに間違いはありません」

　グースの問いかけに対し、部屋の隅にいた男が返答した。肩に傷を負った、最初に食堂車を襲った面子めんつの生き残りだ。

「だ、そうだが」

　ニースはニックの顔を見てそれが真実だと悟さとると同時に、ニックが何な故ぜそんな事をしたのかも思い当たっていた。

　このややこしい事態は、自分が発した中途半はん端ぱな指示のせいだという事が解り、ニースは何とかごまかす打開策を巡らせ始める。

「彼は、マリファナ中毒なんです。きっと幻覚か何かを見て、そんな馬ば鹿かな真ま似ねをしたのだと思います」

「そうか、ならば先ほどの『赤い怪物』もマリファナの幻覚かね？　なんなら、そんな社会不適合者はここで排除して差し上げようかな？」

　口元では笑いながら、その両目は誰も信用しないような光を放っている。

　この相手には、噓を並べても無む駄だなことだろう。たった一度のやりとりだが、それは十分に理解できる。ニースはこれ以上の駆かけ引きは形勢を不利にするだけだと判断し、本当の事を話すことにした。




「ふん……何かと思えばちんけな貨物強ごう盗とうか、つまらんな。まあ、貴様らの仲間が何人いるか知らんが、抵抗するならば容よう赦しやなく殺す。覚かく悟ごしておくんだな」

　もはや興味は無くなったというような目で、グースは一いつ旦たん部屋を出て行った。

　ここで、ニースは全すべての真実を語ってはいなかった。一つはジャグジーの存在について。もう一つは、狙ねらった貨物の内容についてだ。グースは高級列車の貨物自体を狙ったものと考えたのか、それ以上は追及してこなかった。

　実際は、ジャグジー達が狙った貨物はたったの一種類。しかも、貨物室の隠されたスペースに置かれている代しろ物ものだ。

　その内容を知れば、グースはそれを手に入れようとするだろう。彼らの目的は解らないが、『あれ』を手に入れれば、彼等の力は飛躍的に増す事になる。

　それだけは、なんとしても避けたかった。

　ニースはとりあえず安あん堵どの溜ため息いきをつくと、横に転がっているニックに呟つぶやいた。

「すみません。私がちゃんと貴方あなたに状況を伝えなかったばかりに……」

「いやあ、気にする事ないっすよ、姐あねさん」

　ニックはから元気を振り絞しぼって笑顔を作り、尊敬する仲間を励まそうとした。

「どっちにしろ、姐さんの格好を見てカタギだなんて思う馬ば鹿かはいませんって」

「それ、全然慰めになってませんよ……」

　ニースは改めて自分の姿を思い出し、嫌いやというほど納得する。軽い自己嫌悪に陥りながら、彼女はこの状況を脱する方法を考え始めた。

　その時、再びドアが開く。

　難しい顔をしたグースが、ニース達にあることを尋ねた。

「貴様らはさっきこう言ったな。『車しや掌しよう室から戻って来る途中で、貨物室の死体を見た』と」

　二人は、事実通りの言葉に深く頷うなずいた。

「車掌室では、何か変わった事はあったか？」

　グースは疑問に思ったのだ。車掌室には仲間の内通者がいる。もう一人の車掌を殺している手て筈はずだったが、この女が車掌室に行った時になぜ『始末』してしまわなかったのかと。

　そこでニースは、ああ、と思い出す。そういえば、車掌室で見たものについては話していなかった。

「ええ、私達が『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』の存在を信じる原因がありました」

「事実だけを簡潔に言え」

「血の海の中に死体が二つ。撃ち殺された車掌と、食い殺された車掌の死体がありました。私達が見たのは、それだけです」

　ニースの返事を聞き、グースの脳裏に更なる疑問がよぎる。

　つい先刻、車掌室から機関室に異常無しの『合図』を送る時間が過ぎた筈はずだ。なのに何な故ぜ、この列車は止まっていないのか？　まだ機関室の占領は行っていない筈なのだが。

　グースは窓から顔を出し、進行方向に目を向ける。

　列車の先頭には薄明かりの漏もれる機関車しや輌りようが繫つながっており、煙突から漏れる煙は衰える様子を一向に見せていない。

「どういうことだ？」

　グースは足早に部屋を出ると、部下を五人組ませ、車掌室を確認して来るように命じた。

　もし女の言っている事が真実だとしたら、一体誰が車掌室の仲間を殺したのか？

　そして、無線機を通して聞こえて来た貨物室の惨さん劇げきが頭をよぎる。

　ニックが語った貨物室の様子が耳に響く。

『貨物室にはよ、お前らの仲間が下半身を食われて転がってたよ！　化け物だ、赤い化け物だ、線路の影をなぞる者レイルトレーサーがやったんだ！』

　グースは頭の中で『ありえない』と繰り返しながら、その心は徐々に『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』の恐怖に蝕むしばまれ始めていた。

　その恐怖はまるでこの列車のように、彼の心を緩ゆるやかにも確実に侵食して行った。
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「そうか解わかったぞ！　この列車の中は今や『三さん国ごく志し』ってわけだな！」

「東洋最大の三角関係だね！」

　最後部の貨物室内で列車の状況を纏まとめていたジャグジー達だが、大まかに状況がつかめたところでアイザックが突然叫び出した。

「サンゴクシ？」

　始めて聞く単語に、ジャグジーが戸と惑まどいの表情を浮かべる。

「ああ、三国志ってのは中国の有名な歴史さ！　凄すごいサムライが国を三つに分けて睨にらみあったって話よ！　えーと、『ソーソー』と『リュービ』と『エンショー』だったかな！」

「よく蛇へびと蛞蝓なめくじと蛙かえるに例えられるよね！」

　でたらめな東洋知識を語りながら、アイザックとミリアのテンションが徐々にヒートアップする。

「この列車っていう盆ぼんの上には今、黒服と白服と『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』が居て睨にらみ合ってるわけだろ？　そこでジャグジー！　あんたはこのバランスを崩して、盆ごと全部ひっくり返しちまえばいい！」

「それで、この列車をぜーんぶ乗っ取っちゃえばいいの！　王様だね！　殿との様さまだね！　皇帝陛へい下かだね！　暴君だね！」

「え、ええッ？」

　唐とう突とつな展開に、ジャグジーの目が大きく見開かれる。確かに黒服も『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』もやっつけるつもりではいたが、それを「この列車を乗っ取る」と称されるとは思ってもみなかった。

「で、でも、そんな事できるんですか？」

「大丈夫！　三国志でも最後はそうやって東洋を統一した凄い奴やつがいるんだから！」

「チャンピオンだね！」

「だからよジャグジー！　あんたは『義よし経つね』になれ！」

「ミナモトだね！」

「よ、ヨシツネ？」

「ああ、義経さ！　こいつは日本から中国に渉わたって、その三国を倒して『チンギスハン』って国を造った凄すごい奴やつさ！」

「凄ぉい！」

　史実と風ふう聞ぶん、更に時間軸が激しく入り乱れたアイザックの東洋史だが、その勢いはジャグジーの心に強く光を灯ともし始める。

「僕が──なれるのかな、そんな、凄い人に」

　静かに呟つぶやく刺青顔タトウーフエイス。その双そう眸ぼうをじっと見み据すえ、アイザックは力強く頷うなずいた。

「なれるって！　ジャグジーは俺おれらに何十勝もしたディフェンディングチャンピオンなんだからよ！」

「アイザックは凄いんだもん！　そのアイザックに勝ったんだから、ジャグジーはすっごく凄いんだよ！」

　勢いで畳たたみ掛ける二人に対し、ジャグジーは尚なおも首を横に振る。

　──何な故ぜだろう、絶対に人には言ってはいけない事を、この二人にならぺらぺらと喋しやべることができる。

　ジャグジーは小さく頷き、二人に自分という人間の正体を告白する。

「乗客の皆は助けるし、黒服達もやっつけるつもりです。でも、僕はそんな立派な人じゃないよ。きまりを破ってお酒を造ったりもしたし、昨日だって──人を五人も殺したんだ」

　その言葉に、それまで黙っていたドニーが抗議の声を上げる。

「ムガ、違う、殺したの俺おれ達、ジャグジーはやってない。それに、あいつら仲間の仇かたき」

「同じ事だよ。僕が余計なことをしなければ、皆もあのマフィア達も死ぬ事はなかったんだ」

　それを聞いてたアイザックが、ジャグジーの胸むな倉ぐらを摑つかみ、思いきり自分の下へ引き寄せた。目を丸くするジャグジーに顔を寄せ、強く叫ぶ。

　最初は情けない事を言った自分を殴なぐるのではないかと身を竦すくめたが、アイザックの顔は自信に満ち溢あふれる笑みを浮かべていた。

「んなこと気にするなって！　だから何よ！　ソーソーだって義よし経つねだって何人も何万人も何億おく人も何兆ちよう人も殺してるさ！　それでも周りの皆がいい奴だって言えばいい奴になるんだよ！　つまりあれだ！　いい奴か悪い奴かなんてのは、その場のノリだよ、ノリ！　それで全部決まるんだって！」

「ノリだね！」

　──そんな無茶な理論があるものか。ジャグジーは頭の中ではそう考えたが、心は既に二人のノリに鷲わし摑づかみにされていた。

「だからよジャグジー！　俺らがお前はいい奴だって言ってんだ！　その波に乗り遅れるなよ！　反対する奴がいても気にするな！　逆にこの流れに巻き込んじまえばいいのさ！」

「胸を張って、最後に自分自身を信じるの！　でもねでもね、その波を起こすにはね、周りの人が一人でも『いい人だ』って思う事が必要なの！　だからね、ジャグジーはいい事をしたってことなの！　私達が知ってるの！　だから私達が波を起こしてあげるの！」

　屈くつ託たくの無い笑顔で笑う二人を見て、ジャグジーは自分の指が、手が、腕が、身体からだ全体が震えているのを感じた。激しく湧わき上がる感情の流れ、これは果たして恐怖なのか、それとも──




「ありがとう」

　ジャグジーの口から、感謝の言葉が漏もれ出した。

　他ほかに何か言うべき事があったのかもしれないが、他には何も言葉が出てこなかった。

　いつものジャグジーだったら「ごめん」という単語が口に出ていたかもしれなかったが、今それを言うのは、彼等に対しても自分に対しても侮ぶ辱じよくを与える事になるような気がして。

「でも、僕がそんなに凄すごい人になれるんだったら、アイザックさん達は一体誰なんでしょうね」

　ジャグジーの問いに、アイザック達は少し戸と惑まどいながら答えた。

「俺おれらもよく解わかんないんだけどさ、俺達に『三さん国ごく志し』のことを教えてくれたおっちゃんはこう言ってた」

「あのねあのね、『お前らは、東南の風になれ』だって！」

「東南の風……？　人じゃないじゃないですか」

「そうなんだけどさ。なんか、幸せも絶望も、色々纏まとめて運んでくる風なんだってよ！」

「だから、頑がん張ばってこの列車に幸せを運ぶことにするの！」

　ミリアの言葉を聞いて、アイザックも大きく頷うなずいた。

「そうか、そいつはいい考えだなミリア。じゃあ、『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』やルッソの連中を派は手でに吹き飛ばしてやるとするか！」

「この列車よりも早く、どこまでもどこまでもね！」

　楽しそうに笑い、二人は部屋を出ようとする。

「ま、待って下さい！　何ど処こに行く気ですか？」

　慌あわてて引き止めるジャグジーに、アイザック達は自信に満ち溢あふれた顔で言う。

「何処って、『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』を探しにさ」

「この列車から帰ってもらうようにお願いするの！　駄だ目めだったら、やっつけるの！　それも駄目だったら、逃げて何処かに隠れるの！　私達を探してる間に夜が明ければ、怪物も眩まぶしくなって家に帰っちゃうと思うから！」

「うあ、化け物、きっと強い。殺される。やめたほう、いい」

　流石さすがにドニーも心配そうな顔を浮かべる。だが、アイザック達は自信を持って答えた。

「なあに、『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』なんか、俺の百ひやく丁ちよう拳けん銃じゆうで蜂はちの巣にしてやるさ！」

「アイザック、かっこいい！」

　体中につけたホルスターをパシパシと叩たたくアイザック。だが、その中には一いつ丁ちようたりとも銃じゆうは装備されていなかった。

「百ひやく丁ちようどころか、丸腰じゃないですか……」

　目を丸くするジャグジーの指摘に対し、アイザックはフム、と一つ頷うなずくと、

「確かにそうだな。こいつは気が付かなかった」

　と言って、あっさりと納得した。

　だが、部屋の外に向いた足は振り返らない。虚こ空くうを見上げ、意味ありげな顔をしてアイザックが呟つぶやく。

「大丈夫さ。昔の偉えらいガンマンがこんな事を言った」

　ジャグジーの目を見つめ、強い眼まな差ざしで大きく頷いた。

「──『銃じゆうは、みんなの心の中にある』──」

「渋しぶいね！」

「そんなこと、どんなガンマンも言ってませんよ！」

「そうだっけか？　じゃあ、俺おれがその最初の偉いガンマンになるとしよう！」

「凄すごいよアイザック！　ビリー・ザ・キッドみたい！」

　呆あきれるジャグジーを尻しり目めに、アイザック達は貨物室のドアを静かに開く。

「心配すんなって！　やばくなったら逃げるからさ！　俺らが『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』をひきつけてる間に、ジャグジーはベリアムさん達を黒服から助けてやってくれよ！」

「私達なら大丈夫だよ！　逃げる事と隠れる事だけは得意なの！」

　その自信に満ちた笑顔を見ると、本当に何も心配いらないように思えてくる。そして、どうやらこの二人は止めても無む駄だらしいという事がよく解わかった。

　だから、ジャグジーも彼らを笑顔で見送る事にした。

「死なないで下さいね、約束ですよ」

「ああ、死なないさ、約束するって！　約束を破ったら指きりでもハラキリでもしてやるよ！」

「ジャグジー達こそ、死んじゃったら駄だ目めなんだからね！」

　二人はそれだけ言うと、『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』を探しに車しや掌しよう室の方へと歩いて行った。

　その背中を見送りながら、ジャグジーは自分達の為なすべき事を完遂させる事を心に誓う。

「何てワガママで自分勝手な人達なんだろうね、ドニー。あの二人が何者かはわからないけど、僕なんかよりよっぽどの悪党だよ」

　顔を上げ、横に居るドニーに静かに語りかける。

「うあ？」

「ああ、この列車は悪党やどうしようもないチンピラばっかりだ、僕らも含めてね」

　立ち止まり、もう一度だけアイザック達の方を振り返った。

「僕より何倍も悪党だけど、きっと僕より何十倍もいい人なんだろうね。あの二人は」

「むが、ジャグジー、寂しいのか？」

　その問いには答えずに、ジャグジーは再び歩き始める。

「行こう、僕らは僕らの我わが儘ままを押し通しに。どうせならこの列車で一番の悪党になってやろうよ、そうだろう、ドニー？」

　自分の言葉に力強く頷うなずくジャグジーの顔を見て、ドニーはそれが今まで見た事のない表情だと気がついた。

「うぁ、楽しそうだな、ジャグジー」
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　涙も枯かれ果て、メリーは母親の身体からだに身を寄せて小さく震えていた。

　こうして捕まってから、一体どれだけの時間がたったであろうか。怖い女は暫しばらく前に部屋を出て行ったが、銃を持った見張りが一人残っている。

　そういえば、チェス君はどうしたのだろう。無事でいるのだろうか。自分が捕まった後にあの清掃具入れに戻って来て、心配してくれているかもしれない。もしかしたら、もう捕まって殺されているかもしれない。

　自分の想像に身震いしながら、少女は母の身体に強く顔をうずめる。

　枯れた筈はずの涙が、また湧わきあがってきた。
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　食堂車と二等車しや輌りようを通り抜け、五人の黒服が三等車輌を走る。

　全員がその手にマシンガンを持ち、車しや掌しよう室へと一直線に。

「気を付けろ、シャーネと白服の一人が後部車輌に向かったらしいからな」

　リーダー格の男がそう言うのとほぼ同時に、窓ガラスの割れる激しい音が響き渡った。

「なんだ？」

「客室の中からだ！」

　その音は、三等客室の一つから聞こえて来たようだ。

「三等客室担当の連中はどうした？」

「貨物室と二等客室同様、連絡が途絶えているらしい」

　黒服達は息を吞のみ、二人が車輌の中を、残り三人は車掌室の確認を行う事にした。

　三人が車掌室に走って行くのを確認すると、残る二人は足音を忍ばせて扉に近づいて行く。

　沈黙のまま暫しばらく時は流れ────片方の男が無言で合図をすると同時に、二人は部屋の扉を蹴け破った。ところが。

「誰もいないな」

　部屋の中は誰も居おらず、割れた窓ガラスから漏もれる風の音だけが室内に反響し続けていた。

　一人が慎しん重ちように窓に近づき、銃じゆうの台だい尻じりで窓まど枠わくに残った破片を丁てい寧ねいに叩たたき落とす。

　そうして完全にガラス片が無くなった窓枠から、銃を構えたまま顔を外に出し、周囲の様子を窺うかがった。

　男は下を向いてから暫しばらく視線を固定し、その後慌あわてて周りに目線を巡らせた。

「どうした？」

「……ちょっと来てくれ。こいつを見てみろ」

　仲間に促うながされ、呼ばれた男も窓から顔を出し下を見る。

「う……」

　部屋の明かりと月光でぼんやりと見えるその物体は、奇妙に捩ねじくれた人の身体からだだった。

　その身体は車しや輌りよう下の金具に絡からみつくようになっており、車内から身を乗り出しただけでは全身を臨む事はできない。

　だが、それでも黒服達はそれが死体であると確信できた。

　その身体からは、右腕と両足が引き千ち切ぎられていたからだ。いや、あるいは食い千切られたようにも見える。右腕は肩口からなくなっており、その切断面は非常に汚きたならしいものだった。

　恐らくここから見えない部分──衣服かあるいは左腕が金具に固定されているのであろう。

　死体ならある程度見慣れている筈はずだったが、黒服達が顔をしかめたのはそれが死体だったからではない。

　その死体が、年とし端はの行かぬ子供のものだったからだ。

　戦場ならともかく、この合衆国の中の、それも列車の中でこんなものを見るハメになるとは。

　シャーネやグースなら動揺もしないであろうし、ラッドに至っては笑みすら浮かべるかもしれない。もしもジャグジーがそれを見ていたら、発狂する程の勢いで泣き叫んでいた事だろう。

　その少年の軀からだは、名を持っていた。

　チェスワフ・メイエルという、少しだけ発音し難にくい名を。
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「チェス君、大丈夫かな」

　ようやく泣き止やんだメリーが、独り言を呟つぶやいた。それを聞いた母親が、虚こ空くうの代わりに娘むすめの問いに答えてやる。

「大丈夫。チェス君も、アイザックさん達も、ジャグジーさん達も、きっとみんな元気にしていますよ。だから安心していいの。怖い夢は全部ママが受け止めてあげるから、だから安心してお休みなさい」

　そういって、ベリアム夫人は娘の頭を優しく撫なでた。




　カツン　　　　カツン　カツカツン




「！」

　その音は、窓から突然響き渡る。

　何か硬い物がガラスを叩たたいているような音だ。

　一人で番をしていた見張りの男が、銃じゆうを片手に窓を開く。

「……？」

　周囲を見回すが、何も無い。

　少し身を乗り出して、上半身を仰あお向むけにして上の様子を窺うかがおうとしたその瞬間。

　広がる星空の中心は、黒い陰に覆おおわれていた。

「むがぁ！」

　頑がん丈じようなブーツの底が二つ、黒服の顔面に着地した。

　その靴の主は、窓まど枠わくに逆さか手てに手をかけ、男の顔面を思い切り下に押し込めた。

「まま、まて！　わ、ワワワ、ワァァアア──！」

　男の身体からだが窓の外に引き出され、そのまま列車の外に落下してしまった。線路横のジャリの上を物凄すごい勢いで転がって、やがて夜の闇やみに吞のまれ消えて行く。

　成り行きに驚いていたベリアム母子おやこは、窓から入ってくる人物の正体を見た。

　──それは、作業着を着た若い女だった。

　そういえば、食堂車の窓際に座っているのを見たような気がする。ベリアム夫人がその女に関する記憶を手た繰ぐりよせていると、女が自分達に声をかけて来た。

「大丈夫？」

　ぶっきらぼうな口調で、彼女はそう尋たずねた。年は二十代前半だろうか、只ただでさえ古かった作業着は、煤すすか何かで真っ黒に変色している。食堂車に居た時とは比べ物にならないほどに汚よごれた格好をしたその女は、ベリアム母子に続けて言った。

「怪け我がはない？　だったら逃げるよ」
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ニューヨーク　未明　リトルイタリー某所




「……しまった、早く起きすぎた」

　フィーロが時計に目をやると、まだ午前５時だった。窓の外はまだ真っ暗だ。夏場ならともかく、日の短い今ではまだ星空が綺き麗れいに見える。

「ま、いいか」

　寝ぼけ眼まなこを擦こすりながら、フィーロはアパートの洗面所に向かう。

「どうしたんですか？　こんなに早く」

　その背中に、若い女の声がかかる。フィーロの同居人であるエニスの声だ。

「あ、悪い悪い。起こしちまったか？」

「いいえ、大丈夫です。目ならもう覚めてましたから」

「そっか、ならいい。いや、今日の昼が待ち遠しくてさ」

「ええ、私もアイザックさん達に会えるのが楽しみです！」

　嬉うれしそうに言うエニスに対し、フィーロも口の端はを軽く上げる。

「ああ、俺おれも楽しみさ。それに明日は、同じ列車で『クレア』も来るからな」

「夕べ話していた幼おさな馴な染じみの人ですね？　どんな方なんですか？」

　好奇心から聞かれたその問いに、フィーロは暫しばらく考えて幾つかの言葉を選んだ。

「うーん……ま、性格は会えば解わかるとして、まあ、とにかくすばしっこい奴やつさ。その上、腕力もある。見た目からは信じられないぐらいにね」

「凄すごいスポーツマンの方なんですね」

「スポーツマンか。いやぁ、あいつは昔サーカスに居た事もあるからな。どちらかというと曲芸型さ」

　古い友人の事を思い出して、フィーロは静かに笑みを浮かべる。

「今ごろは、列車の上でアクロバットでもやってるかもなあ」
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　作業着の女は、まるで曲芸のように屋根の上に登って行った。

「さ、ロープを垂らすから、それを身体からだに縛しばり付けてしっかり握ってな」

　ベリアム夫人は言われるままに、まずは娘むすめの身体にロープを縛り付けた。どこからロープなど持って来たのだろうと思っているうちに、娘が屋根に引き上げられる。

　ベリアム夫人はスカートをたくし上げて固く縛ると、続いて垂れてきたロープにその身をしっかりと括くくりつけた。

「くッ……」

　途中で列車がカーブに差し掛かり、身体が軽く列車に打ち付けられた。

　だが、そのタイミングを逃さずに足の裏を列車の側面に付け、ロープを渾こん身しんの力で引き寄せる。

　そして遂に、ベリアム母子おやこは屋根の上で短い別れからの再開を果たす。闇やみ夜よの上に煤ばい煙えんが酷ひどく、お互いの表情もよく解らない。その中で、母子は硬くお互いの身を抱だき締めあった。

「さあ、喜ぶのはここから逃げてからだよ」

　作業着の女に促うながされ、母子は屋根の上を走り出す。

「気を付けて。下へ手たに歩くより、思いっきり走った方がいい」

「はい！」

　三人は車しや輌りようの最さい後こう尾びまで走ると、そのまま一気に跳とんだ。メリーがバランスを崩しかけたが、作業着の女に手を摑つかまれ何とか体勢を立て直した。

　なまじ闇やみと煙で周囲の風景が見えなかったのが良かったのかもしれない。なまじこの列車のスピードと屋根の高さを感じてしまったら、恐らく立つ事すらままならなかっただろう。

　そのまま暫しばらく走った後、列車の走行音に紛まぎれて銃じゆう声せいが鳴り響いた。

　作業着の女が小さく叫ぶ。

「食堂車へ！　その先に行けばとりあえず屋根から下りても大丈夫！」

　そして、作業着の女はピタリと足を止めた。

　何事かと思って母子おやこが振り向くと、彼女の作業ズボンの太もものあたりが裂さけていて、その周辺に赤い染しみが滲にじみ出していた。夫人は思わず足を止めそうになる。それを見越して、作業着の女が大声で叫んだ。

「いいから行って！」

　作業着の女と目があう。その眼まな差ざしから、互いの言いたい事は嫌いやという程伝わりあった。

　夫人は首だけで軽くお辞じ儀ぎをすると、そのまま娘むすめの手を引いて駆かけ出した。

　娘は一瞬引き返そうとしていたが、強く引かれる母の手に抗あらがう事を諦あきらめ、そのまま後に続いて行った。

　その姿を見送ると、作業着の女はその位置を動かぬまま、ただ踵かかとだけをくるりと返す。出来れば自分も逃げたかったのだが、足の傷は思ったよりも深そうだ。このまま動き回っても鴨かも撃うち状態となると見越し、そのまま母子と狙そ撃げき手しゆの間に立ちはだかる事にしたのだ。

　自分達が飛び越した車しや輌りようの所に、小ずるそうな男が上半身を出していた。その前には、黒い狙撃銃じゆうが設置されている。

　スパイクは、残念そうな顔をして声を上げた。

「あのさぁ。そこどいてくんない？　子供の足ぃ、狙ねらえないじゃんよぉー」




「誰か屋根に行ってその女を引きずり下ろして来い。スパイク、狙いはその女から外すな」

「ヘイヘイー。しっかしまあ、この糞くそ寒い中、連結部に待たい機きしてた甲か斐いがあったってもんですよ。飛び越す瞬間上向いてたから、若奥さんの下着もバッチリでしたよっと」

　恐らく母子を屋根の上で捉とらえる事は間に合うまい。苦虫を嚙かみ潰つぶすグースに対し、スパイクはさして気にせず軽口を叩たたいている。

「口を慎つつしめ」

「こいつは失礼。しかしまあ何です、世の中計画どおりには行かないもんっすねえ」

　スパイクの言葉は無視し、逆にある事を問い返した。

「ところで、その白服の男は本当にシャーネと互ご角かくだったのか？」

「多分、ですけどね」

「そうか……」

　暫しばらくの沈黙の後、グースは重々しく口を開いた。

「撤てつ退たいも視野に含めて行動すべきかもしれんな。だが、その前にもう一つの計画だけは実行しておく」

　そして、声を低くしてスパイクに指令を下した。

「確実な隙すきがあったら、シャーネを処分しろ」
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　助けてくれ、助けてくれ。

　なんでなんで、こんな事になったんだ。

　最初は五人で行くって話だったから安心していたのに。化け物なんか居ないって、そう思っていたのに。

　三号客室で二ふた手てに分かれて、俺おれ達だけ先に車しや掌しよう室に向かう事になった。ここでもう嫌いやな予感はしてたんだ。

　その後、貨物室で仲間の死体を見た時にはもう逃げたくて逃げたくて仕方がなかった。

　しかもその直後に、部屋の中にあいつが──あの白い悪あく魔まが現れたんだ。仲間の首をあっという間まに搔かき切ったんだ！

　もう一人の仲間も捕まった。きっともう殺されてるだろう。

　俺は一人で逃げた。それがどうした、そもそも俺はこの計画自体乗り気じゃなかったんだ。

　ヒューイ師は人ひと質じちなんか取るような真ま似ねはしないし、見せしめに子供を殺そうだなんて絶対に考えない。シャーネさんもそれは解わかってたみたいだけど、ヒューイ師を助けるために仕方なくグースに従ってるみたいだった。

　それに、俺は知ってる。シャーネさんとグースには決定的な違いがある。シャーネさんはヒューイ師の全すべてに心しん酔すいしてるけど、グースはヒューイ師が言う『恩恵』を欲してるだけだ。もっとも他ほかの連中だって大半はそうだろうし、俺だってその恩恵は欲しい。

　昨日裏切って殺されたネイダーの奴やつらは、ヒューイ師の身体の事を知らなかったからな。奴らが裏切ったのも仕方ない。

　だが、俺ももう駄だ目めだ。ヒューイ師はともかく、グースにはついていけない。

　邪じや魔ま者になったシャーネさんを始末しようとするなんて。誰よりもヒューイ師に対する忠ちゆう誠せい心が厚かったシャーネさんを。

　くそくそくそ、このまま逃げよう。車しや掌しよう室のドアを開けて、大きい川か何かに差し掛かったら飛び降りるんだ。

　殺される、ここに居たら確実に殺される。

　ああ、ここが最後の貨物車しや輌りようだ。ここを通り抜ければ車掌室だ。

　貨物室の扉を通り抜ける瞬間、俺はその扉が半開きになっているのに気がついた。

　そこから褐かつ色しよくの大きな手が伸びたと思った時にはもう遅かった。俺の顔に、巨大な掌てのひらが覆おおい被かぶさったのだ。

　助けてくれ助けてくれ。俺はまだ死にたくないんだ。

　貨物室に引きずりこまれた。もうだめだ、目の前の大男に殺される。こいつがきっと『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』とかいうバケモンだ。

　死にたくない死にたくない、どうかどうか助けてくれ──

「安心して、命は取らないから」

　化け物の横にいる男が言った。顔面に刺青いれずみを入れて悪魔みたいな顔をしていたが、俺おれにはそいつが天使に見えた。

「代わりに色々と教えて貰もらいたい事があるんだけど、いいよね？」
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　『幽霊レムレース』の仮設本部となっている一等室の中に、作業着の女がニース達の横へ転がされている。周囲には五～六人の黒服が取り囲んでおり、その中心にグースが立っていた。

「さてと、再び会えて私の心は歓喜に満ち溢あふれているよ、作業着のお嬢じようさん」

　言葉とは裏うら腹はらに、グースの目には激しい憎悪の炎ほのおが燃やされている。

「聞いた事がある。『葡萄酒ヴイーノ』と呼ばれるやたら惨むごたらしい殺やり方をする殺し屋が居るとな。死体の様子を聞いて、そうでは無いかと思っていたのだが……まさか女だったとはな」

　グースは小さな溜ため息いきをついて中腰になり、女の顎あごをクイ、と持ち上げる。

　だが、彼女の煤すす塗まみれの顔は無表情を崩さない。グースの問いにも、ただ沈黙をもって答えるのみだった。

「やってくれたな、貴様と白服のせいで我々の計画は台無し寸前だ。貴様一人で何人仲間を殺してくれた？　何な故ぜ得にもならん仕事をする、『葡萄酒ヴイーノ』……いや、こう言った方がいいかな、『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』と」

　その言葉に、それまで黙ってやり取りを眺めていたニース達の目が見開かれる。

　だが、作業着の女はそれを聞いて小さく肺を揺らし、クックッと笑い出す。やがてその笑い声は徐々に高まり、遂には大声を上げて笑い出した。

「何が……可お笑かしいのかね？」

「アハハハハハ！　これが可笑しくなくって何さ！　ハハハハハハハハ！　ハハ…ハハハ……道理でさっきからアンタが何を言ってるのか解わからないはずだよ！　勘かん違いしてる、あんた、凄すごい勘違いをしてるよ！　致命的な勘違いだ！」

「勘違い、だと？」

　グースの片かた眉まゆが釣つりあがる。

「あんたさ、私をあいつと間違えてるんだろ？　あの赤い化け物と！　残念だったね！　私はあいつじゃない！　あの化け物は、今ごろ白服も黒服も食らい尽くしてるに違いないね！　いや、このままだときっとあたし達も全員食われるよ！　あの子供だって惨むごたらしく殺されてたぐらいだからね！」

　グースが何か言おうとするが、その声は荒々しく開かれた扉の音にかき消された。

「グース殿！　問題が起こりました」

「何事だ？」

「そ、それが、食堂車にいた同志が消されました！」

「……消された？　どういう事だ」

　舌打ちしながら、グースは部下を連れて部屋を出て行った。

　後に残されたのは、縛しばられた三人の人ひと質じちのみ。人数に余よ裕ゆうが無くなって来たのか、それとも指示を忘れただけだろうか、見張りを部屋の中に残して行く事はしなかった。

　それを確認した途と端たん、作業着の女の手を縛しばっていた縄なわがハラリと落ちる。

「え？」

　ニース達が目を丸くしていると、彼女は爪つめを器用に縄なわに擦すり付けて、足に縛られていた縄も断ち切った。

　視力がいいニックは彼女の爪の異常に気がついた。長く伸びたその爪は刃は物もののように砥とがれており、その一部は鋸のこぎりの歯のような細かい凹おう凸とつが刻まれている。

　まるで、縄を切る事を始めから想定していたような爪だった。

「さ、縄を解くからとっとと逃げるよ」

　そう言いながら、手て際ぎわ良くニースとニックの縄を解いて行く。

「あ、ありがとうございます！」

　ニースは礼を言って立ち上がったが、ある事を思い出して作業着の女に尋ねる。

「あの……さっき言ってた『子供』って……」

　その問いに対し、作業着の女は気まずい顔をする。少しだけ迷った後、ニースに事実を打ち明けた。

「あんた達と食堂車のカウンターではしゃいでた子がいたろ。あの男の子さ」

　半分予想していた答えだったが、それでもニースは目の前が暗くなった。

　その事実をジャグジーに伝えるのが、何よりも心苦しい。

　もっともそれは、この列車を生きて降りられたらの話ではあったが。
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　数分前。食堂車で一つの事件が起こった。

「交替だ」

　食堂車の人質を見張っていた二人の元に、仲間の黒服が二人現れる。

「ああ、後を頼む」

　銃じゆうを受け渡し、それまで見張りをしていた二人は一等客室へと帰って行く。

　食堂車から連結部に出て、一等車しや輌りようへの扉を開こうとしたその時。

　背後の食堂車から、乗客のものと思しき悲鳴が聞こえて来た。

「何だ？」

　二人が振り向くと、異常は一目で解わかる状態だった。食堂室の明かりが消えているのだ。

　彼らは即座にとって返し、食堂車の扉を勢い良く開ける。月明かりが僅わずかに入り込んでいるが、中の状況は詳くわしく摑つかめない。ただ、側面に並ぶ窓のうち、一番奥と一番手前の二つが大きく開かれている事が解った。

「何があった！」

　しかし、そこに居るはずの仲間から、返事は返ってこなかった。

　冷や汗を流しながら周囲を警戒していると、やがて食堂車の白熱灯が明かりを取り戻した。

　電球に異常は無い。恐らく、一時的にこの車しや輌りようが停電していたのだろう。

　だが、そんな事はどうでもよかった。

　黒服の二人にとって問題だったのは──

　自分達と交替した筈はずの仲間が、影も形も無くなっていた事だ。

　冷や汗の量が倍増するのが解る。開きっぱなしのドアから吹き込む風が、汗の滲にじんだ身体からだを急速に冷やしていく。

「どういう事だ、何があった！」

　一番ドアに近い所にいた客の胸むな倉ぐらを引き寄せる。

　返って来た答えは非常にシンプルで解りやすく、カタカタ震える男の全身がそれを真実だと裏付けていた。

「あかッあああかッあかッ……赤い化け物が、ばばば、ああああ、赤いバケモノが！　赤いバケモノが！　ま、窓から飛び込んで来て、黒い二人を窓の外にッ引き摺ずりこんでッ！」

「化け物だと？　どんな奴やつだ！」

「くくっ、暗かったからよくはわかりません！　たた、ただ、真まっ赤かだったのは、よくっ、わかりっ、ましたッ」

　恐ろしいなにかを見た男は、震えによって言葉が上う手まく出てこないようだ。

　仕方なく男は連結部まで戻り、そこに残っていた仲間に声をかける。

「おい、俺おれはグースに伝えてくる。お前短たん銃じゆう持ってたよな、それでとりあえず食堂車の連中を見張っててくれ」

「短銃一いつ丁ちようでか？」

「大丈夫だよ、奴らには何もできやしねえさ」

　食堂車の方を振り向き、窓から中の様子を確認する。武器を持っている様子は見られない。

「特にもんだ……」

　問題は無いと言おうとして振り向いた瞬間、非常に大きな問題が起こった。

　振り返ると、そこには誰も居なかったのだ。

　何が起こったのか理解が追いつかない。ただ、振り向いた瞬間に何かが視界の隅に映った事は確かだった。

　白み始めた空に、ぼんやりと照らされた真まっ赤かな『何か』。

　一呼吸おいて、彼は完全に理解した。

　乗客はともかく、赤い化け物に対しては短たん銃じゆうではどうにもならないという事を。

　気が付くと、逃げるように一等車しや輌りようの扉へ駆かけ込んでいた。実際、彼は逃げ出したのだ。
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　食堂車では気まずい沈黙が続いている。

　先刻の騒動から、黒服は誰も入ってこない。今なら簡単に出て行く事は可能だ。

　だが、ここを出てどうなるというのか。

　あれから白服がどうなったのかも解わからないし、あの赤い怪物だって何ど処こに出没するかわからないのだ。それだったら、まだ人が多いここに留まっていた方が良いかもしれない。

　それに──ここを先に出て行った者は、変なガンマンも子供達も、誰一人として戻って来ていないのだ。そう考えると動くに動けない。

　何分程経過したであろうか。車内の気まずい沈黙は、扉を開く音によって破られた。

　一等車しや輌りようとは反対側の扉だ、暫しばらく前に通って行った五人の黒服が戻って来たのか、それとも別の何者か──

　正解は、後者だった。更に言うなら、後者の中でも最悪の部類の答えだった。

「よーし、お前ら、動くなよー」

「動いたら撃つよマジで」

　銃じゆうを構えた二人の男が、入り口に現れるなりそう宣告した。

　乗客達は誰も彼らの顔に見覚えがなかったが、それが危険な存在だという事は一目で解った。

　銃を持っている以前に、彼らの全身が白い服で統一されていたからだ。

「いやー、黒服が勝手に居なくなるなんてー。俺おれらついてたな本当に」

「ずっとこの食堂車のそばに隠れてた甲か斐いがあったな」

「と、いうわけで、金と貴重品を出してもらおうかな」

「人ひと質じちに取んなくていいのかよ」

「いいっていいってー、どうせ誘ゆう拐かいはもう失敗したようなもんだしな、どうせ最初から上う手まく行く筈はずないし。とっとと金だけ貰もらって逃げようかなーと」

「そうだなラッドもどっかに消えちまったしな」

　大声でベラベラと喋しやべりながら、白服の男達が一歩足を踏み入れる。

　ゴボク

　何か木を斧おので叩たたいたような、鈍にぶい音が食堂車に響いた。

「いぎぁ……」

「！……？」

　二人の白服は短く呻うめき声をあげると、白目をむいて床に倒れ臥ふした。

　乗客たちが倒れた白服達の後ろに目を向けると、そこには頭が天てん井じようにつかんばかりの大男が立っていた。巨大な拳こぶしが硬く握られており、白服達の頭があった辺りで止まっている。

　果たして彼は救世主か、それとも怪物か？

　乗客達はその巨漢の動向を緊張した眼まな差ざしで見守った。

　だが、先に言葉を発したのは、巨漢の影から現れた青年だった。顔面に刺青いれずみを入れ、どう見ても堅かた気ぎには見えない男だ。その男はトンプソン式のマシンガンを構えながら、子供のような表情でニッコリと笑っている。

　何人かの乗客は、それが事件の前にカウンターで泣いていた男だと気が付いた。

　ヨウンとファンは、目を丸くしてことの成り行きを見守っている。

　そして彼の吐はいた言葉によって、乗客は再び絶望に突き落とされた。

「この列車は僕達が占せん拠きよしました。死にたくなければ大人おとなしく僕達の指示に従って下さい！」
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　その頃、スパイクは屋根の上で狙そ撃げき銃じゆうを構えていた。身体からだを屋根の上に伏せ、異様に長い狙撃銃のスコープを覗のぞいている。その照しよう準じゆんの先にあるのは、二つの人影。貨物車しや輌りようの上あたりだろうか、ここからはかなりの距離がある。

　だが、そんな事はさして問題ではない。空が白みがかってきた今、その影の違いはハッキリと視し認にんすることが出来た。

　一方は黒いドレスを纏まとい、もう一方はどこまでも深い赤。

　最初にシャーネの姿を確認した時は、てっきり白服の男と殺やり合ってるものと思ったが、この数時間程の間に相手が入れ替わっていたようだ。

　──数時間も殺しあって、よく体力がつきねえなあ。

　スパイクは改めてシャーネの理り不ふ尽じんな強さに感心するが、それを相手にし続けるあの赤い影も大したものだ。

　今は何をしているのか、両方とも動きを止めて互いに向き合っているように見える。何にせよ、シャーネが動いていないというのは好都合だった。

「アレが噂うわさの怪物って奴やつかぁ？　なんかこっから見ると、人間の影とそんな変わらないように見えるけどねぇ」

　列車の振動を感じ、今自分のいる車しや輌りようが通り過ぎたカーブの傾斜を計算する。そしてその結果から弾丸の軌道を予測し、彼は引き金を素早く引き絞しぼった。

「はい、ドーン」

　銃じゆう声せいが響き、その一瞬後に人影が倒れ込む。

　黒いドレスを纏まとった女、シャーネだ。スパイクの放った銃じゆう弾だんは、走行中の列車上であるにも関わらず、見事に目標を捉とらえたのだ。

「可哀かわい想そうな女だったねぇ。ま、ヒューイの『恩恵』を俺おれらが無理矢理戴いただくにゃ、あんたの存在が邪じや魔まなわけよ」

　スパイクは軽く口くち笛ぶえを吹くと、スコープの照しよう準じゆんを赤い影に合わせ始めた。

「さ、とっととシャーネに引導を渡しちゃってくれっかな、化け物さんよお」

　スパイクは怪物の姿を遠目に見ても、特に恐怖は感じなかった。あの姿を見る限り、恐きよう竜りゆうを相手にするわけではなさそうだ。スパイクは迷信の類たぐいを全く信じないので、あの赤い影は間違いなく人間だと確信している。

　そして人間ならば、何も恐れる事は無い。

　こちらに近づく前に身体からだを狙そ撃げき、動きが止まったところで頭をドン。これで終わりだ。

　引き金を引くタイミングさえ図られなければ、自分の腕ならば楽勝だ。

　だが、赤い影はそのまま動かない。顔だけが、スパイクの方を睨にらんでいるような気さえする。

「おいおい、なんだよ。とっととシャーネをぶっ殺して……」

　言葉が止まり、心臓が高鳴る。

　赤い影は動きを見せた。物もの凄すごいスピードで移動している。屋根の上を一直線に、スパイクのいる場所へと向かって。

「マジか！　なんだあれ！　速すぎるだろ！」

　口では慌あわてているが、スパイクの目と指は冷静なままだ。赤い影は身体を左右に揺らそうともせず、ただ一直線に駆かけてくる。その姿はまるで、屋根の上ギリギリを飛来する赤い砲ほう弾だんのようだった。

　狙ねらいを定め、引き金を引く。

「死ねや」

　だが、引き金を引いた瞬間、赤い影は初めてその軌道を変え、照準の中心から体がそれた。

「何だと？　おいおい！」

　続けて照準を合わせ、再び引き金を引く。

　だが、やはり引き金を引くと同時に照準をずらされる。

　更に二発三発と撃つが、そのことごとくがかわされる。

「見えてんのか!?　俺の指が！」

　驚きよう愕がくの表情を浮かべて引き金を引くが、カチリという音が空むなしく響くだけだ。

　弾切れだ。スパイクは初めて赤い影が人間では無いのではないかと感じ、恐怖を覚えた。
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「畜生！　こいつでどうだ！」

　狙そ撃げき銃じゆうを横にどかし、万が一の時のために用意してあった装備を前に出す。

　狙撃銃とは対象的な、全身が太く無ぶ骨こつな銃じゆう。

　アメリカ人が設計し英軍が採用した弾だん幕まく生産器、ルイス式の軽機き関かん銃じゆうだ。

「赤なら赤らしく、とっとと肉片になんなぁ！」

　スパイクが叫ぶと同時に、毎分５００発を軽く越える弾幕が噴射された。

　これには流石さすがに赤い影は動きを止める。屋根の上を横に転がったかと思うと、そのまま車しや輌りようの横に落ちてしまった。

　スパイクがいる車輌の二つ後ろ、丁ちよう度ど食堂車の真ん中あたりになるだろう。

　スパイクは思わず口くち笛ぶえを吹こうとするが、顎あごが震えて上う手まく音が出なかった。

　もしかしたら屋根にまた登ってくるかもしれない。スパイクは警戒を解かず、赤い影が落ちた付近の屋根に狙ねらいを定め続けた。

　だが、一向に上がってくる様子はない。

　スパイクはようやく安あん堵どの息を吐はき、自分の心臓が徐々に落ち着きを取り戻して行くのを感じていた。改めて屋根の上を眺めると、狙撃したのと同じ位置にシャーネが座り込んでいる。どうやら絶命にはいたらなかったようだ。

「しぶといねぇ、あの犬っコロ。躾しつけがなり過ぎてていけねえや」

　スパイクは彼女の頭に血の花を咲かせてやろうと、スコープで狙ねらいを定めようとした。

　しかし、当然ながらルイスの軽機き関かん銃じゆうにそんなものは付いていない。

「いけね、まだ焦あせってんな、俺おれ」

　そういって、横にある狙そ撃げき銃じゆうを手に取った。

「そうか、弾を込めなきゃな……」

　弾薬入れが見当たらない。連結部に置きっ放しにしてしまったのだろうか。

　スパイクが連結部に降りると、そこに弾薬入れが置いてあった。

「やれやれ」

　連結器の脇の足場に置いてあった箱に右手を伸ばした、その刹せつ那な。




　列車の下から伸びた真まっ赤かな腕が、スパイクの右手をがしりと摑つかむ。




「────っ！」

　物もの凄すごい力が、スパイクの身体からだを下に引き寄せる。

　スパイクは悲鳴を上げる間まも無く、連結器の下へと引き摺ずり落とされた。

　自分の体が地面に接地するまでの間、スパイクはようやく気が付いた。

　──誰もこの赤い影と、移動途中に遭そう遇ぐうしないわけだぜ──

　彼は見た。列車の下の車輪や各機関が詰まる、意外と広いそのスペースを。そして、それらの金具に器用に摑つかまる赤い影を。

　──こいつは、この怪物は、屋根の上でも車内でもねえ。下を──列車の下を潜もぐって来てやがったんだ！

　そしてスパイクの頭に衝しよう撃げきが走り、永遠の闇やみが訪れた。




　　　　⇔




　当初は三十人近くいた黒服楽団も、今やグースの部屋に集まる六人のみとなってしまった。後部車しや輌りように向かった五人からは、その後連絡が無い。『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』や白服にやられたか、それともシャーネに返り討ちにあったのか。

　スパイクのものと思われる銃じゆう声せいが止やんで暫しばらく経たつ。グースが自ら確認しに向かったが、スパイクの姿はどこにも見あたらなかった。

　グースは二つの事を確信した。一つは、スパイクはもう生きていないだろうという事。もう一つは、もはやこのゲームの勝利条件は列車の制圧では無く、この列車を生きて脱出するものに変化したという事。

　そこまで考えてから、やはり自分は軍人ではないのだと再確認する。軍人ならば、絶対に状況を『ゲーム』には例えない。

　この異常な列車の状況に対応出来なかったのは、軍人ではない自分にどこか甘さがあったのかもしれない。

　もはや白服がどの程度残存しているのかも解わからない。このゲームは完全に自分達に不利だという事は解っていた。

「仕方が無い。作戦を放ほう棄きし、撤てつ退たいする。貨物車しや輌りようの連結部を切り離して離脱する」

　その後に続ける言葉を考えながら、やはり自分は軍人ではなく、テロリストなのだと再確認した。そして、その考えには微み塵じんも後悔や懺ざん悔げの念を持たなかった。

「顔を覚えられる事は避ける。当初の予定通り、乗客は全すべて始末する」




　その時、部屋のドアが僅わずかに開いた。

　全員が視線を集中させる中、その隙すき間まから何かが投げ込まれた。

　音を立てて転がるそれは、同時に何かがはじけるような音を出し、僅かながら煙を発していた。

　その円筒形の物体の正体に気付いたグースが、すかさずそれを拾い上げる。

　窓を開ける間まも惜しいのか、銃じゆうの台だい尻じりで思い切りガラスを叩たたき割り、その物体を思い切り外に投げ捨てた。

　数拍後、轟ごう音おんが列車を振動させた。

　円筒──ダイナマイトの大きさから予測される程の威力ではなかったが、この部屋の人間を戦闘不能にするには十分なものだったであろう。

「通路だ！　通路にいる敵をすぐに排除しろ！」

　グースの号令を皮切りに、数人が通路に飛び出した。

　そこに、新たなダイナマイトがシュウシュウと音を立てて転がっていた。

「ドアを閉めろ！」

　慌あわてて扉を閉め、全員が床に伏せる。

　直後、轟ごう音おんと共に部屋の扉が吹っ飛んだ。

　ドアの破片を見つめながら、グースは憎にく々にくしげに唇くちびるを嚙かみ締めた。

「忘れていたよ。あの人ひと質じちどもも一筋縄なわではいかんのだったな」

　グースは自じ虐ぎやく的に笑うと、背後の窓まど枠わくに手をかけた。今の衝しよう撃げきでガラスは粉々に砕くだけている。

「奴やつらは私が始末する。貴様らは一つ後ろの部屋で装備を整え、そのまま待たい機きしていろ」




　　　　⇔




　その爆発音は、当然食堂車にも聞こえて来た。

「あ」

　ジャグジーは動きを止め、音のした方向に身体からだを向ける。そして、横にいるファンとヨウンに声をかけた。

「御ご免めん。後、頼んでいいかな」

「おいおい、何ど処こ行く気だよ？」

「ひょっとして今の音……ニースなのヵ？」

　ファンはその爆発音から、隻せき眼がんの眼鏡めがね娘むすめを連想した。もしそうだとすれば、ジャグジーの行き先は決まっている。

「うん、今の爆発は多分ニースだ。助けに行ってくる」

「正気か？　ドニーはもう貨物室に行っちまったぞ？　なんだったら俺おれらも……」

「ううん、それは駄だ目め。二人にはこの食堂車を任せてあるんだから。計画はさっき話した通り。実際僕が指揮するより、ヨウンがやった方が上う手まく行きそうな気がする」

「それは認めるけどよ。お前はこういう現場じゃ足手まといになるだけだしな」

「きついなあ」

　いつに無く淡々と答えるジャグジーに対し、ヨウンは訝いぶかしげに尋ねる。

「そう言えば珍しく泣いてないな。恐くないのか」

「恐いよ」

　即座に返答する。

「恐くて恐くて、今にも足が震えそうだ。多分まだ一等室には何人も黒服がいて、みんな銃じゆうを持ってると思う」

「だったら止やめとけよ。普段なら泣いて逃げてるとこだろうがよ」

　仲間の無む謀ぼうを止めるヨウンに対し、ジャグジーはすまなさそうに微笑ほほえんで、言った。

「約束したんだよ。絶対に生きて戻って来るって。ニースが死んじゃったら、僕はニースの所に戻れなくなっちゃうじゃない、だから、生きてるうちに行かなくちゃ」

　そして機き関かん銃じゆうを一いつ丁ちようだけ担かつぎ、刺青いれずみの青年は連結部への扉に向かって行った。

「それにね、今はもう泣かないって決めたんだ。どんな痛みも、覚かく悟ごするって」

　ヨウン達はそれを聞いて、彼を引き止める事をあっさりと諦あきらめた。去り行く背中を見送りながら、ファンがぽつりと呟つぶやいた。

「ニックの心配はヨ……？」

「あいつ、影薄いからなぁ」




　　　　⇔




「大丈夫っすか、姐あねさん」

　影の薄い男の呼びかけに対し、ニースが楽しそうに頷うなずいた。

「ええ、大丈夫です。楽しいです、楽しいです、こんなに連続でダイナマイトを使えるなんて、私は今凄すごく幸せです」

　眼鏡めがねの下に見える目は恍こう惚こつとしており、心ここに在らずといった雰囲気だ。

「大丈夫じゃねえな、こりゃ」

　ニックは不安げに腰をおろした。

　彼女の爆弾好きは知っていたが、あの冷静なニースがこんな状態になってしまうとは。

　普段はジャグジーが即座に諌いさめていたため気が付かなかった。これでは爆弾好きというより完全な爆ボ弾マ魔ーではないか。それでも、使用の直前に爆薬の量を調整し、列車の壁や運行に影響が無い威力に落としているのには驚いた。よくも目分量でそこまでできるものだと、ニックは彼女のスキルを心の中では素直に賞賛した。

　一昨日の夜はマフィア達の死体を吹っ飛ばしていたが、確か生きた人間を爆破した事は無いはずだ。────彼女ニース自身を除いては。

「そろそろずらかりやしょうぜ。早いとこジャグジー達と合流した方がいいですよ」

「ええ。名残なごり惜しいけど、その方が良さそうですね」

　ニースは服の下に隠してあったダイナマイトをもう一本取り出すと、中の爆薬を適度に抜いてから火をつけた。

　導火線から音と煙を立てるダイナマイトを、ドアを開けて廊下に強く放り投げる。

　爆発音が響き、振動が腹の底に響いてくる。

　それに合わせ、ニックが窓まど枠わくに手をかける。自分が先に屋根に上がりニースを引き上げなければ。ちなみに作業着の女は、ニース達を解放するとさっさと窓から出て行ってしまっている。

　ニックが装飾に手をかけようと、窓から上を見上げたその瞬間。

「ギャッ！」

　ブーツの先が弧を描くように振り下ろされ、ニックは室内に蹴けり戻された。

「なッ……」

　ニックを蹴り飛ばしたのは、屋根から下りてきた人影の足だった。外に蹴り落とされなかっただけまだ幸運だったかもしれない。

「お前は！」

　ニック達の前に現れたのは、暗く鋭い目をした男。

　まんまと部屋の中に入り込んだグースは、両手に銃じゆうを構えてニース達二人にそれぞれ突きつけた。

「チェックメイトだ、屑くずども」

　そのまま、ゆっくりと二人に歩み寄る。

「まさか服の下にマイトを仕込んでいたとはな、お嬢じようさん。紳しん士し的に扱ったのが裏目に出てしまったようだ」

　口では笑いながら、その目は憎にく々にくしげにニースの身体からだを睨にらみつけている。

「残りの爆薬を全すべて出してもらおうか」

　ニースは無言で睨み返していたが、グースがニックに向けた方の銃じゆうに力を込めるのを見て、慌あわててそれを制止した。

「まって！　……解わかりました」

　悔しそうに顔を俯うつむけると、服の中から残りのダイナマイトを全て床に置いた。

　その数、およそ12本。

「まさかこんなにあるとはな。下へ手たに撃ってしまわなくて良かったよ。誘爆されてはかなわん」

　グースは銃を下ろさぬままニースに歩み寄り、銃を握ったまま彼女を思い切り殴なぐりつけた。

「うぐっ」

「てめぇ！」

　それを見て逆上したニックが、懐ふところから出したナイフを振り上げる。

　パン

　乾いた音と共に、振り上げたニックの腕から血が弾けた。

「うあぁっ……ぁぁっ！」

「静かにしていろ、愚ぐ図ずが」

　グースは何の躊躇ためらいも無く、ニックの頭に狙ねらいを定める。

　そして引き金を搾しぼろうとした瞬間、ドアが勢い良く蹴け破られた。

　即座にそちらに目と銃を向けると、そこにはマシンガンを構えた男が立っていた。顔面に刺青いれずみを施し、悪あく魔まのような印象を与える男だ。

　その男の指が銃の引き金にかかっている事に気付き、グースは横に飛びながら自らの引き金を引き絞しぼった。

　左右の手から放たれた銃じゆう弾だんが、刺青の青年の腕と脇腹を掠かすめる。

　それと同時に、刺青男タトウーフエイスの機き関かん銃じゆうが火を噴ふいた。

「おおおおおおお！」

　グースは叫びながら更に横に跳とんだ。自分の足下に迫る着弾音を聞きながら、一等客室専用の豪ごう華かなベッドの裏に転がり込む。

　その隙すきにニックがニースを助け起こし、ジャグジーの後ろを抜けて廊下に退たい避ひする。

　ジャグジー自身はベッドに機き銃じゆうを掃そう射しやしながら後ずさり、そのまま扉を勢いよく閉めた。

　ベッドの裏から這はいずり出たグースは、歪ゆがんだ笑みを浮かべていた。次々に起こる不測の事態を楽しむかのように。だが、その目に宿る憎にくしみの炎ほのおも更に激しく燃え盛っている。

「面おも白しろい。これは試練か。ヒューイと同じ存在になる為の試練か！　ならばますますここで死ぬわけにはいかん！　逃げるわけにもいかん！　シャーネと同じように、全すべての障しよう害がいはこの列車の上で食らいつくしてくれる！」




　　　　⇔




　ジャグジー達が通り抜けた後で、待たい機きしていたグースの部下達が通路に顔を出す。最初はグースの銃じゆう声せいだと思ったが、彼は機き関かん銃じゆうは持っていなかった筈はずだ。

　すると、通路の前方からグースが歩いて来る。その目は血走り、シャーネとは逆の意味で人間を止やめているような表情だ。

「全員装備は整えたか」

「は、はい！」

　グースの表情を見て、返答する部下の声が思わず強こわ張ばったものとなる。グースはその部下の横を通り抜け、自分専用の装備の下へ歩いて行った。

　グースはその重い武器を背負うと、怒りとも笑みともつかぬ表情を浮かべ、ジャグジー達の後を追って行った。




　　　　⇔




　一方ジャグジーは、食堂車との連結部でニースとニックに次の指示を下していた。

　横を見ると、列車は大きな川にさしかかっているようだ。鉄橋の隙すき間まから広大な水面が臨まれる。既に日の出は近いようで、水面が白みがかる空を綺き麗れいに映し出していた。その上に、大小の船がいくつか浮かんでいる。

　それを見てニースは、ここが仲間との打ち合わせの場所だという事に気が付いた。

　ついでに言うならば、自分達が本来強ごう盗とうに来たのだという事すら忘れていた。

　そうだ、例の積荷をこの川の上に落下させる。それが今回の計画だった。ジャグジーはその計画を捨てないまま、尚なお且かつニース達を助けにも来たのだ。通常では考えられない無茶をする。ニースは呆あきれながらも、改めてジャグジーが自分達のリーダーだと確信した。

　通常の組織ならリーダー失格だろう。だが、ジャグジーの行動はある意味他ほかのどんな人間よりも自分達らしかった。

　不完全でどこまでも曖あい昧まいな不良集団のボスが、刺青いれずみを震わせながら口を開く。

「今、ドニーが貨物室で荷下ろしをしてる！　一箱だけ残すように言ってあるから、ニースはそれを受け取って！」

　ジャグジーはそう叫ぶと、そのまま連結部の梯子はしごに手をかける。

「僕はあいつを引き付ける！　ニース達は食堂車を真まっ直すぐ逃げて！　下を通る奴やつらはファン達にまかせておけば大丈夫！」

　強い眼まな差ざしで頷うなずくジャグジー。何かを質問する時間などない。あとはこの男の自信を信じるしかない。

　ニースは眼鏡めがねを額ひたいにずらし、右目を覆おおう眼がん帯たいを捲めくり上げた。

　そして慣れた手つきで眼がん窩かに入っていた物を取り出すと、ジャグジーに固く握らせた。

　それは黒く丸い眼球大の物体で、長い導火線が固く巻きついている。

「私の持ってる最後の火薬玉。威力はそんな無いけど、念のため持っていって！」

　ニースの言葉に、ジャグジーは強く頷いて答えた。

「ありがとう、ニースだと思って大事に爆発させるよ！」

「気味悪い事言わないで」

　笑みを浮かべたニースの言葉を最後まで聞くと、ジャグジーは即座に梯子を上り始めた。

「姐あねさん！　来ましたぜ！」

　一等車しや輌りよう側の窓を覗のぞいていたニックが声を荒げる。その言葉に頷くと、ニース達も食堂車の扉を開けて駆かけ出した。




　　　　⇔




　グースが扉を開けると、丁ちよう度ど刺青いれずみの男が梯子を上りきったところだった。

「私は奴やつを追う！　お前達は下から行って回り込め！」

　形ぎよう相そうこそ常じよう軌きを逸いつしていたが、グースはまだ冷静な部分が残っていた。部下に命令を下すと、そのまま自分も梯子を上り始める。




　ジャグジーは車しや輌りようの屋根の真ん中辺りで、グース達が上ってくるのを待ち構えていた。

　何人で上ってくるのかは解わからないが、あの梯子は一人ずつしか上れない筈はずだ。

　なるべくなら上がって来るなとも思っていた。この期ごに及んでも、やはり人を殺すのは辛つらい。死体は何度も見てるし、仲間が対立するマフィアを殺すのも見た。それも、自分が原因となってだ。アイザック達と話してそれに対する負い目は幾分か和やわらいだが、やはりいざ自分で殺すとなると辛いものがある。

　──だが、やらなくてはいけない。

　唾つばを飲み込み、列車の振動にバランスを崩さないように耐えながら、ひたすら待つ。

　そして、屋根の継つぎ目に影が見えた。

　引き金に指をかけるが、どうもおかしい。

　人の頭にしては、どうも細長いような気がする。まるで、何かのノズルのような──

　そう考えている間に、そのノズルがこちらを向いた。屋根の角につっかえて僅わずかに上に傾いているが、それは確かにジャグジーの方に向けられている。

　──嫌いやな予感がする。

　そう思った瞬間、予感は実現した。

　ノズルの先から、異常な勢いで炎ほのおが噴出した。

「──え？」

　予想外の事態に呆ほうけるジャグジーの顔を、赤い炎が明るく照らす。

　ノズルが傾いていた為、炎の帯はジャグジーの遙はるか上を通り過ぎた。にも関わらず、彼の顔面には火傷を負いかねない程の物もの凄すごい熱風が噴ふき付ける。

「う、うわぁ！」

　思わずその場に尻しり餅もちをつき、慌あわてて後ろに後ずさる。

　炎が噴出した事にも驚いたが、更に驚くべきはその距離だ。ノズルは車しや輌りようの端はしにあったはずなのだが、その炎の柱は明らかに屋根の反対側まで届いていた。斜めに噴射した状態でその距離なので、水平状態で噴射したならば車輌の長さをゆうに越えるであろう。

　この距離は危険だ。ジャグジーは急いで立ち上がると、距離を取る為に全速力で走り出した。

　振り返ると、そのノズルの持ち主が上ってくるのが見えた。男は逃げるジャグジーを追う事も無く、その場でノズルを構え直している。

　ジャグジーが次の連結部を飛び越えた時、ノズルが再び火を噴いた。

　よろめきながら着地したジャグジーの横を、赤い炎の帯が通り過ぎる。ある程度距離は離れているのだが、襲いくる熱波は半はん端ぱなものではない。ジャグジーは服が燃え出すのでは無いかと心配しようとしたが、それ以前に自分の顔の皮膚が燃え出しそうだった。

　列車がカーブに差し掛かっていたため直撃は避けられたが、ノズルの方向を変えられてしまえばそれでアウトだ。

　案あんの定じよう、火か炎えんの軌道が移動し始めた。ジャグジーは必死に走り続け、遂にその射程の外まで走り抜けた。

　自分の後ろを火か炎えんの先せん端たんが横切ったのが解わかる。まるで暖炉の中に投げ込まれたような熱さだ。直接火が燃え移らなくとも、この熱波だけで十分人は殺せるだろう。

　ジャグジーは尚なおも走り続け、熱波の影響が少なくなったと思える所で振り返った。

「当たってくれよ……」

　そして、火炎男の方に狙ねらいを定めてトリガーを引く。経験の無い素人しろうとが撃ったところで、この距離では絶望的だ。それでも、ジャグジーはここで撃つしかなかった。

　カチカチカチカチカチカチ

「え？」

　その事実はもはや絶望を通り越していた。

　素人しろうと云うん々ぬん以前に、そのマシンガンはもはや弾切れだったのだ。




　男がマシンガンを構えたが、やがて投げ捨てた。

　どうやら弾切れのようだ。何と間抜けな奴やつなのだろう。

「手間をかけさせた割には、間抜けな最後だったな。じっくりと燃やし尽くしてくれる」

　グースは凶きよう悪あくな笑みを浮かべると、ゆっくりと後部車しや輌りように向けて歩み始めた。

　彼の手にあるのは、１９１８型のドイツ製火か炎えん放射器だ。更に言うならば、現在の技術に合わせて多少弄いじくってある。闇やみルートで購入した骨こつ董とう品ひんだが、まさかここまで使えるとは思わなかった。本来はヒューイ師の扱っていた武器なのだが、念のために持って来ていて正解だというものだ。

　──しかし、耐火服を着ていないのは失敗だったな。連射をすると自分が熱波でやられてしまいそうだ。

　屋根の上を逃げ続ける男を追いながら、グースの頭は徐々に冷静さを取り戻していった。

　──それにしても、下から行った連中はまだ上がって来ないのか。まあ相手があの程度ならば、私一人でなんとでもなるが。




　　　　⇔




　グースの部下達は食堂車の中を走り抜け、連結部への扉に辿たどりついていた。

　乗客達は彼らの姿を見て、怯おびえる兎うさぎのように体を丸めている。

　黒服達はそんな乗客には目もくれず、連結部のドアを開けようと手をかけた。

　ガタリ

　しかし、その引き戸は鈍にぶく揺れただけで開こうとはしなかった。

　何回かドアの開放を試みているうちに、部下達が車輌の後部に詰まってしまう。

「おい、早く開けろ」

「ちょっと待て、ドアが固くて……」




　カチャリ




　その音で、黒服達は動きを止めた。今の音は、撃げき鉄てつを起こす音によく似ていた気がする。




　ガチャリ




　次に聞こえたのは、マシンガンを構える時に聞こえるような音。




　カチャ　ガチャリ　　ガタ　　カチャ　　　　　　ガツ　　　　　　カチ

　　　　チャカ　　チキ　　ガタ　　カチ　　　　　　　　　　　　　　　　　キチ

　　　　カチリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カツ

カチャリ　　　　カチャ　　チキチ　　ガチャ　　　ガチリ　ガチャ　　カチ　　ガチャ

　ガチャ　カチ　ガチ　ガチャ　カチャチキ　キチ　チキ　ガチリ　　チャカ　ガチャ




　音が音を呼び、背後で何が起きているのか想像が付き始めた。

　もしも最初の音が聞こえた時点で振り返ってマシンガンを掃そう射しやしていたならば、それで彼らの勝ちだった。

　だが、彼らは今まで乗客から反抗が無かった事に油断していた。そして決定的だった事は、彼らはグースやスパイクに比べ、圧倒的に経験不足だったのだ。

　今更背後に銃じゆうを向けたところでもう遅いだろう。黒服達にできるのは、首から上だけで背後をゆっくりと振り返る事だけだった。

「振り返る前に、銃を捨ててくれると助かるんだが」

　ヨウンの声が、冷たく響き渡る。

「全員素人しろうとだからな。引き金を引く事しか教えてないんだ。銃を持ったまま振り向いたら臆おく病びような誰かが打つぞ、確実にな」

　黒服達は諦あきらめて銃を下ろし、床に置き始める。彼らは経験も無かったが、組織に対する信仰心は、シャーネの半分程も持ち合わせてはいなかった。




　今度こそゆっくりと振り返ると、そこには先刻と顔ぶれの変わらない食堂車の乗客達がいた。

　変わっている事はただ一つ。全員が銃を持ち、怯おびえた眼つきでこちらに銃じゆう口こうを向けているという事だけだった。

　ヨウンとファンが皮肉げに男達に告げる。

「自分達が乗っ取った列車を乗っ取られてちゃ世話ないな。しかも、人ひと質じちと武器ごとな」

「お前ラ、ダメだヨー？　人質は最後まで責任を持って見張らナきゃ？」




　ジャグジーは先刻で黒服の一人を捕らえ、ある程度の情報を引き出していた。そして彼らの計画の中に、この列車を砦とりでと見立てた篭ろう城じよう作戦があるという事を聞いた。

　という事は、武器はかなり余分に持って来ているのでは無いか。ジャグジーの予想は見事にあたり、貨物室には予備の銃や弾薬が山のように存在した。

　そして先刻、ジャグジーは食堂車をとりあえず占せん拠きよし、人ひと質じち達に協力を訴えた。ついでに言うならば、実弾はヨウンとファンの銃じゆうだけにしか籠こめられていなかった。

　ともあれ結果として、ジャグジーは賭かけに勝ったのだ。

　ヨウンは破いたテーブルクロスで黒服達を縛しばり上げながら、軽い物思いにふける。

　──昔から、人質とずっと一緒にいると犯人と信頼関係が湧わくとか言うが……ジャグジーの野や郎ろう、その信頼までそっくり乗っ取っちまいやがった。

　全員を縛り終えたところで、ファンに問う。

「こういうの、東洋じゃなんて言うんだっけか？」

「あのガンマンがカウンターで言っテた奴やつ？　いや、俺おれも聞いた事ナかったンだけどサ？」

　二人は一度沈黙して、アイザックの言葉をゆっくりと思い出す。

「ええと、『そういうお前を────」

「────わしゃ食った』」




　　　　⇔




　ジャグジーは、いよいよ追い詰められていた。

　彼は現在、最後の連結部の上まで来ていた。このまま一度降りるか、それとも最さい後こう尾びに渡るべきか。

　だが、降りたところで奴も車しや輌りようを降りるだろう。相手が自分の車輌に乗ったのを見計らって移動するという手もあるが、車輌より長い射程の炎ほのおでは意味がない。相手はこっちの車輌に乗らずとも、炎はこちらを焼き尽くす事が出来るのだから。

　それに、下へ手たに降りて隠れようものなら車輌ごと燃やされてしまいかねない。

　──冗じよう談だんじゃない、貨物室にはニース達がいるんだ──

　どちらにしろ焼かれるなら、やれるだけの事はやってやろうじゃないか。

　ジャグジーは大きく息を吸い、その場でグースの方に向き直った。




「馬ば鹿かめ、ヤケになったか」

　グースは血走った目でほくそ笑むと、ゆっくりとジャグジーとの間合いを詰めて行った。

　まずはあいつを焼き殺す。その後はあの眼がん帯たい女どもを焼く。あの作業着の女も白服も人質も、全すべてこの炎ほのおで焼き尽くしてくれる。

　──しかし燃料が心配だな。容量を増やしたとは言え、全力放射では10秒強しか持たない。予備の燃料も用意してはいるが、いかんせん心もとないな。

　彼は念を入れて放射弁を少し閉める。距離は半減するが、その分燃料は持つだろう。

　グースは三十キロを越える重量を背負いながら、刺青いれずみ男おとこを確実に焼き殺せる距離まで近づく事にした。




　男が徐々に迫ってくる。貨物車しや輌りようの一両目の屋根に乗った。

　もうすぐ火か炎えんの射程距離だ。一か八かだと、ジャグジーはニースから受け取った火薬玉を取り出した。

　──あいつの背中にある変なのに燃料が詰まってるはずだ。うまくそれに引火できれば──

　ところが、ここで彼は自分のマヌケさに気がつく事になる。

　──僕、火をつけるものを持ってないよ！

　話にならない。幾ら爆弾を持っていても、火がつかないのでは全くの無意味ではないか。

　いや、火はあるにはある。相手が山のようにプレゼントしてくれるのだが、恐らくはそのまま焼け死ぬか、火薬に直接引火して自分の腕が吹っ飛ぶ事になる。結果的にはその両方になるだろうが。

　こうなったら、いっそ列車から飛び降りてやろうか。それならばまだ助かるかもしれない。

　だが、ニースや乗客は確実に死ぬだろう。

　ジャグジーはいよいよ八方塞ふさがりとなり、このまま相手に突っ込んでやろうかと考えていた。

　ああ、白服でも『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』でもいい、誰かあいつと敵対してる奴やつが現れないものか。できる事なら、相あい打うちになってくれると助かる。

　ジャグジーはそうした他ひ人と頼みの心を内側に抑えつけ、いよいよ相手のもとに特とつ攻こうする決意を固めていた。




　その瞬間、救世主は現れた。

　頼みもしない者達が、全く想像のつかないところから現れたのだ。




「あああああああああ───────っ！」

　突如として、物もの凄すごい悲鳴が響き渡る。車輌の下の方、丁ちよう度どグースが立っている部分の側だ。

「何だ？」

　その声の正体を確認しようと、彼は愚おろかにも声がする方に近づいて行ってしまった。

　絶対的な武器を持っているが故の驕おごりか、それとも勝利を確信したが故の気の緩ゆるみか、あるいは普段でもそうした異常の正体を探るのがポリシーだったのか。

　その声に近づかなければ、彼はその災難を避ける事が出来たのに。

　グースが火炎放射器のノズルを構えながら、地面の方を慎しん重ちように覗のぞいたその瞬間──




　彼らは、下から降って来た。




「ぅぁぁぁぁぁああぁあぁあああああっ！」

　グースが顔を覗のぞかせた瞬間、悲鳴が突然近く大きくなった。そして、グースの後ろから突然巨大な塊かたまりが出現した。

　列車の側面から伸びる太い縄なわ。先には大きな塊がしがみ付いており、時計の振り子を逆さかさまにしたような動きで宙を飛んでいく。それはまるで、巨大なヨーヨー如き姿であった。

　少し離れて見ていたジャグジーは、張り詰めた縄の先にある塊の正体に気が付いた。

　それは何かを抱かかえたガンマンと、その足にしがみ付く赤いドレスの女の姿だった。

「ア……アイザックさん!?」

　突然の闖ちん入にゆう者しやに対し、ジャグジーは思わず目を丸くする。

「なんで！　どうしてこんなところに!?」

　次の瞬間、ジャグジーの元に一陣の風が届く。

　彼に勝利を齎もたらす為に、東南の風は確かに吹いた。




「ああああああぁあぁあぁぁぁぁぁぁぁー」

　あっという間まに、悲鳴は列車の反対側へと遠ざかって行った。その巨大な人間ヨーヨーは、まるで冬の太陽のように低い角度の軌道で、列車の上に綺き麗れいな弧を描いて行ったのだ。

　そしてグースの体は、斜めになった円軌道の丁ちよう度ど内側に位置していた。アイザック達が列車の反対側に落ちて行くのに合わせ、彼らから伸びる太い縄がグースの足を救い上げた。

「何!?」

　グースのアキレス腱けんに強い衝しよう撃げきが走る。巨大なヨーヨーの紐ひもに足を引っ掛けられる形となって、黒服の姿が勢い良くスッテンコロリとひっくり返った。

　そのまま列車の屋根に背中を強く打ち付けた。ボンベの形に合わせて背骨が強く圧迫される。

　それ以上にグースは、ボンベが衝しよう撃げきで壊こわれはしないかと肝きもを冷した。だが、燃料の漏もれた様子も水素ガスが漏れる音も聞こえない。どうやら無事に乗り切ったようだ。

「くそ、何だったんだ今のは？」

　グースはゆっくりと立ち上がると、刺青いれずみ男おとこの方向へと再び歩を進める。ロープの先にあった塊かたまりも気になるが、まずはあの刺青男を燃やしてからだ。三十キロの重量を背負って飛ぶのは辛つらいが、少し助走をつければ連結部もなんとか飛び越えられる。

　そしてとうとうグースは、刺青男の待つ最さい後こう尾びの車しや輌りように辿たどり着いたのだ。




「さて、覚かく悟ごはいいか刺青男──名前ぐらいは聞いておくとしようか」

「嫌いやだ」

　車輌半分の距離まで迫り、初めてお互いの言葉が交わされた。

「ほう？　何な故ぜかね？」

「僕はあなたをこの列車から叩たたき出すつもりだし、もし貴方あなたが生き残ったら──僕を探して復ふく讐しゆうしようとするでしょう。だから名前を教えたりはしません。住所がばれたりすると嫌いやだから」

　ジャグジーは極めて冷静に応対しようとするが、相手の血走った目を見るとどうにも答えが歪いびつになる。

　グースは相手の男から放たれる言葉を聞いて、些いささか拍ひよう子し抜けすらしていた。こんなにもガキっぽい上に、世間ズレした答えが返ってくるとは思っていなかったのだ。

　本当にこいつは、さっきマシンガンを連射した奴やつと同一人物なのであろうか？

「そうか、残念だ。死ぬ準備はいいかね？」

「出来ることなら、嫌だ」

「それは却きやつ下かさせてもらう」

　グースは話しながら相手の顔を観察する。

　──どうにも好きになれそうにない顔だ。今にも泣き出しそうで居ながら、どこか筋の通った目をしている。だが、ここで焼き殺せばそれで全すべては終しまいだ。

　グースはニヤリと笑って、ノズルのトリガーを大きく引いた。

　──刺青の男がそのままこちらに突進してくるが、丸焼けになってお終いだ。死ぬがいい。

　ところが──

「何！」

　火は確かに噴出されたが、その炎ほのおは先ほどとは比べ様もなく、せいぜい１，２メートルしか伸びなかった。

「馬ば鹿かな！」

　バルブを搾しぼりすぎていたか？　慌あわてて背後に手を回すが、バルブは妙に曲がってしまっていて、その場から動かす事が出来ない。先刻転んだ時の衝しよう撃げきは、確かに障しよう害がいを与えて行ったのだ。

「くそッ！」

　このままでも構わないとばかりに、ノズルを前に向けようとする。だが、その時には既にジャグジーの間合いに入ってしまっていた。ジャグジーは大きく前に飛び込み、火か炎えん放射器のノズルを搔かい潜くぐった。

　腕力も技術も無いジャグジー。彼が懐ふところに飛び込んでから選んだ攻撃は、余りにも単純で直接的な方法だった。グースの顎あごの下に身体からだを潜もぐり込ませた彼は、そのまま思い切り胴体と足を伸びあがらせる。

　前に進む勢いが重なって、ジャグジーの額ひたいがグースの鼻をグシャリと潰つぶす。思わずよろめいたところに、もう一度頭ず突つきを繰り返す。グースの前歯が折れ、返り血がジャグジーの顔に撥はね返り始めた。だが、それでもジャグジーは止まらない。火炎放射器のノズルを抑えたまま、二度、三度と相手の顔面に額を突っ込ませる。

　グシャリ　グシャリ　ブシャ　ボシュッ　ズグッ

　徐々に、額ひたいが当たった時の感触が柔らかくなっていく。最初は自分の頭ず蓋がい骨こつが砕くだけているのではないかと思ったが、どうやら砕けているのは相手の鼻の骨らしい。

　──いける！

　確かな手ごたえを感じて、もう一度大きく上半身を引いたその時、乾いた音が耳に響いた。

　パン　パン　　　　　　　パン

「え？」

　脇腹と足に、鋭い痛みが走る。傘かさの先を腹に思い切り突き刺さされたような、そんな感覚だ。

　下を見ると、そこには相手の左拳こぶしがあった。火か炎えん放射器のノズルとは反対側の手の甲には、何か奇妙な装置がついている。

「ハンド・ファイヤリング・メカニズムだ。ヒューイの奴やつの手製だがね」

　その拳の装置の先には、小さな銃じゆう口こうのようなものがついていた。その穴からは白い煙が漏もれ出し、そのそばから風に吹き飛ばされていた。

「便利だろう？　拳を握って相手に押し付けるだけで弾丸が発射されるのさ」

　口と鼻から血をだらだらと流しながら、グースはにやりと笑って武器の講釈を始めた。通常は一発しか撃てない筈はずだが、ヒューイの手製と呼ばれたそれは三発弾丸が装そう塡てんされている様だ。

　そのうち一発は脇腹を掠かすめ、残る二発は両足の太ふと腿ももへとめり込んでいた。

「さて、形勢逆転らなブギュぁ」

　その口に、ジャグジーは更に頭を叩たたきこむ。

「き、きさまぁ！」

　グースは左手の指をジャグジーの傷口に突っ込む。信じられないような激痛が走るが、それでもジャグジーは止まらない。

「いいかげんに諦あきらめろ！　激痛に叫んで泣き喚わめけ！」

　そんなわけにはいかない。

　この程度の痛みは、こいつらを倒すと決めた時点で覚かく悟ごしていた事だ。だから泣くわけにはいかない。絶対に絶対に絶対に。




　　　　⇔




　時は僅わずかに遡さかのぼる。

「ジャグジーは──」

　貨物車しや輌りようの通路を歩きながら、ニースはニックに呟つぶやいた。

「普段は泣き虫ですけど、覚かく悟ごを決めた時には絶対に泣かないんですよ」

「へえ？　そうなんすか？」

　訝いぶかしげに尋ねるニックに対し、ニースは微笑ほほえみながら頷うなずいた。

「ええ、あの顔面に刺青いれずみを入れた時も、凄すごい痛いらしいのに、一回も泣き言を言わなかったんですよ」

「じゃあ、何で普段はあんな泣き虫なんすか」

「私もジャグジーにそう聞いたんです。そしたら、『人間は泣くのが自然な生物なんだ』って」

　ニースの頭の中に、その時のジャグジーの顔が蘇よみがえる。14歳の頃のジャグジーの幼さが残る顔。刺青を入れたばかりの、無む邪じや気きな笑顔。

『でもね、人間って泣きたい時が一番がんばらなきゃいけない時だと思うんだ。だからね、普段の内にずっとずっと泣いておく事にしたんだ、絶対に強がったりしないって決めたんだ。一番泣きたい時に流す涙を、今のうちに流しておくんだ。一番頑がん張ばらなきゃいけない時に、もう涙が枯かれてるように』

　５年も前に言った、子供の愚おろかな思い込み。14歳にしてもまだ幼い、小学生のような思い込み。ジャグジーはその馬ば鹿かげた決意を、今までずっと守り続けて来ていたのだ。そんなジャグジーを、ニースは凄すごく好きだった。

　その時、三発の銃じゆう声せいが聞こえた。

「姐あねさん！　今のは！」

　その音は、もっと後ろの車しや輌りようから聞こえてきたような気がした。

　気が付くと、ニースは走り出していた。獲物である箱の中にあった、数発の爆弾を腰に下げ。




　　　　⇔




「死ねッ！」

　隙すきを見て放ったグースの蹴けりが、ジャグジーの身体からだを大きく引き剝はがす。ジャグジーはバランスを崩し、そのまま大きく尻しり餅もちをついてしまった。

「ここまでだな。最後に言い残す事はないかぁ！」

　血と唾つばを同時に吐はき出しながら、勝ち誇ったようにグースが叫ぶ。火か炎えん放射器のノズルを構え直し、ノズルの先をジャグジーに向ける。

　彼は痛みと怒りで冷静さを失っていた。冷静な時の彼だったならばここで足を焼いて徹底的に動けなくしている。ネイダーの件でも解わかるように、グースは冷静な時でも直すぐに殺すような真ま似ねをする性格などではない。彼は軍人になりきれない事にコンプレックスを感じていたが、プロとの決定的な差はそこにあるのだろう。

　ジャグジーは一瞬死を覚かく悟ごしたが、ポケットの中にあるニースの爆薬を思い出した。

　この距離ならば、相手を爆発に巻き込めるかもしれない。そうすれば、相手の背中のボンベに引火するだろう。あの中には火の燃料が入っている筈はずだ。そうすれば奴やつは火ひ達磨だるまになってお終しまいだ。

　当然、自分も死ぬ事になるが。

　ジャグジーにもう選択肢しは無い。このまま列車から転がり落ちて逃げても、衝しよう撃げきで死ぬか出血多量で死ぬだろう。どうせ死ぬんだったら、なんとしてもこいつだけは──

　決意を固めると、ジャグジーはポケットに手を入れた。

　それを何か武器を取り出すものと判断したグースはノズルの指先に力を込めた。

　だが、その指の動きが止まった。

「……？」

　ジャグジーは訝いぶかしげな目でその様子を見る。グースの目はジャグジーの後ろ、もう最さい後こう尾びまで殆ほとんど残されていない部分に向けられていた。

　よく解わからないがこれはチャンスだ。そう踏んだジャグジーが足の痛みを我慢しながら立ち上がろうとする。そして、やはり動きを止めた。

「？？？」

　ジャグジーの足元で、何かが蠢うごめいている。

　足の陰から顔を出したそれは、赤い塊かたまりだった。まるで挽ひき肉にくを血でこねたような、赤いグチャグチャとした塊。その赤い物体が、ジャグジーの足元からグースのいる方向へと向かっていく。

　ジャグジーは慌あわてて後ずさった。だが、グースはまだジャグジーの後方に目を向けている。そして、ジャグジーの左側にもう一つ、その赤い物体が通り過ぎていった。

　ジャグジーはそこで初めて後ろを向いて、言葉を失い目を見開いた。

　そこには、同じような赤い塊が何十個も存在し、滑すべるように転がるように此方こつちに移動してくる。その姿は、まるで真まっ赤かな軍隊蟻ありが群をなしているようだった。互いにぶつかると融合を始め、倍の大きさとなって再び移動を開始する。

　そして、ジャグジーは気が付いた。やっと、やっと姿を現したのだと。この最悪のタイミングで、新たな敵が現れたのだと。

　彼は静かに、その怪物の名前を呼んだ。

「──『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』──」




「何だ、何だぁこの不ぶ気き味みな化け物はぁ！」

　グースはそれの正体に心当たりはあった。赤い怪物。人ひと質じちの奴やつらが『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』と騒いでおり、グースの部下を何人も消し去った怪物だ。

「死ね、死ね死ね死ね燃えろ燃えろ！」

　グースはジャグジーの存在も忘れて、自らの足元に迫る肉片を焼き払い始めた。物もの凄すごい熱風が襲い、ジャグジーは慌あわてて後ろに後退した。

　赤い物体は燃え始めるが、不思議な事に煙が舞わない。そして、焦こげた筈はずの部分の表皮が割れ、その下から赤い色を取り戻す。

　何事も無かったかのように前進を再開する肉片に対し、グースは何か汚きたない言葉を喚わめき散らしながらノズルを振り回した。

　飛び散った燃料の一部が、ジャグジーの少し前で燃えている。屋根自体は鉄で出来ているらしく、列車全体が燃え出すような事はないようだ。

　それを見て、ジャグジーはハっとする。

「──火ひ種だねだ！」




「糞くそッ！　来るな来るなあ！　燃えろおぉぉぉおぉおぉ！」

　火か炎えん放射器を振り回すグース。射出量を抑えてなければとっくに燃料が尽きている事であろう。もっとも、抑えたくて抑えていたわけではないのだが。

「燃えろ燃えろ燃え……ろ？」

　カツン

　何かが自分の上を通りすぎ、落ちていったような気がする。思わず後ろを振り返ると、そこには眼球程度の大きさの玉が転がっている。

　その黒い玉に、導火線の火花が吸い込まれた。




　爆音、そして衝しよう撃げき。




「ぐおおおおぉおおおぉぉ！」

　グースの背中に爆風が飛び、そのまま列車の後方に押しやられる。正直大たいした規模の爆発ではなかったのだが、火炎放射器の重量に勢いがついている。更に走行中の列車という不安定要素が加わり、思うように止まる事が出来ない。

　そして、彼の先には刺青いれずみの男が立ちはだかっていた。

「馬ば鹿かがぁ！　この期ごに及んで丸腰で何をするつもりだああ！」

　ノズルから手を離してしまっているグースだったが、衝しよう撃げきに押されながらも胸からナイフを取り出し、刺青の男に対して大きく振りかぶる。

　それに対し、ジャグジーは力の限り叫んだ。

　自分に勇気を与えてくれた、世界で一番偉えらいガンマンの言葉を。

「銃じゆうは──心の中にあるッ！」
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　グースのナイフが腕に深く突き刺さる。

　ジャグジーはそれに抵抗せず、その場に勢い良く寝転んだ。

「何ぃいッ！」

　バランスを崩して前のめりに倒れかかってきたグースの腹を、足で思い切り蹴けり上げた。

　火か炎えん放射器の持つ三十キロの重量を上乗せした体重、それを力の限り押し上げる。

　激痛が走り、撃たれた太ももから血が噴ふき出す。それでもジャグジーは足を下げない。その一瞬の攻こう防ぼうが、二人にはとても長い時間に感じられた。そして──

　グースの体は空中で半回転し、そのままジャグジーの後方に投げ飛ばされる。グースにとって最大の不幸は、そこで列車の屋根が途切れていた事だ。




　急激な落下感を全身に感じた直後、背中に先ほどの比ではない衝しよう撃げきが走る。

　そして彼の全身は、赤く眩まばゆい輝きに包まれた。




　仰あお向むけに倒れたジャグジーの上を熱風が掠かすめる。首を上に伸ばすと、逆さかさまに見える薄暗い景色に、赤い炎ほのおが煌こう々こうと立ち昇っていた。

　終わったのだろうか、爆音も走行音も風の音も全すべてが虚うつろに聞こえてくる。その中に、一つだけハッキリと聞こえる声があった。

「ジャグジー！　ジャグジー！」

　ニースの声に身を起こす。脇腹と太ふと腿ももの痛みも同時に蘇よみがえった。

「ああ、良かったぁ。無事だったんだねニース」

「私は大丈夫！　それより、早く血を止めないと……」

「あれ、その腰の陶器……ああ、これが爆弾なんだね。やったね、お宝も手に入れたよ僕達」

　無理に笑おうとするジャグジーを、ニースは強く抱だき締めた。

　しかし、ジャグジーはその身体からだをそっと離させた。

「ジャグジー？」

「あのね、ニース」

　ジャグジーはどこか寂しそうに微笑ほほえみながら、ゆっくりとニースに語りかけた。

「僕はさ、今までちょっと多く泣きすぎたかもしれない」

「え？」

「だからさ、多く泣きすぎた分は、君の分も泣いたって事にするよ」

　ニースはそこで、ジャグジーの視線の先、列車の進行方向に何かがいる事に気が付いた。

　列車は今、昇り始めた朝日に向かって走っている。

『それ』は、陽光の中心に立っていた。その為ニースにはその姿がよく解わからなかったが、一つだけハッキリしている事がある。

　──その人影は、身体全体が赤く染まっていた。




　太陽を背にした赤い影。その影には、人間と同じ位置に二つの瞳が存在した。逆光の影の中で、更に特異点となる深い闇やみを浮かべる二つの瞳。黒く澄んだ宝石のような印象も受けるが、周囲の光を全すべて閉じ込める煉れん獄ごくの穴のようにも受け取れた。

　まるで現世うつしよと隠世かくりよを繫つなげるような瞳の色。映したもの全てを吞のみ込むような負の輝き。

　ジャグジーはそれを見て、この赤い影こそが『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』だと確信した。きっとさっきの赤い肉が集まって人の形を成したのだろう。ジャグジーはそのように考えていた。

　影を見たまま立ち竦すくむニースを見て、ジャグジーは静かに言葉の続きを紡つむぎ出した。

「だからさ、ニースの分も泣いたから、これから生きてて辛つらい事があっても泣かないでよ。僕は、ニースが泣くのだけは我慢できないんだよ」

　そう言って、ニースが止める間もなくジャグジーは駆かけ出した。同時にニースは、自分の腰から新型爆薬の手しゆ榴りゆう弾だんが二つ無くなっている事に気が付いた。

「ジャグジー！」

　ニースが駆け出そうとした時には、既にジャグジーの体が赤い影とぶつかっていた。

　そして、そのまま列車の側面へと落ちていく。

　ニースは叫んだ。ジャグジーの名を喉のどを擦すり切らんばかりの勢いで。




　その叫びが終わると同時に、列車の後方で赤い光が輝いた。

　物もの凄すごい爆発音が響き渡る。手しゆ榴りゆう弾だんとは思えない勢いの衝しよう撃げきが起こり、ニースの眼鏡めがねが爆風で吹き飛ばされた。列車の前方に眼鏡がカラリと落ちると同時に、彼女はその場に膝ひざをついた。

　その爆音は列車の全すべてに響き渡ったが、やがて何事も無かったかのように静けさを取り戻していった。




　　　　⇔




　ニースは、子供の頃の事を思い出していた。

　彼女が自らの爆薬で大怪け我がをした時の事だ。右目を失い、体中が傷だらけになった。破片は左眼も傷つけており、視力が大幅に失われた。

　人の顔がぼんやりとしか見えない。彼女はこのまま一生誰の顔も見えなくなってしまうのではないかと、誰にも会わずに泣き続けていた。

　ある日、彼女の家にジャグジーが忍び込んで言った。その顔の半分に、ぼやけた上でもハッキリと解わかるほどの刺青いれずみを彫って。

「ほらね、これで僕の顔は見分けがつくよ！　だから、ずっと僕が一緒に居れば大丈夫だよ！」

　そう言って笑うジャグジーの声を聞いて、彼女は今度は嬉うれしくて泣いた。それを見たジャグジーは自分のせいで泣いたのかと思い、不安になって泣き出した。




　そんな事を思い出しながら、ニースはひたすら泣き続けた。

　眼鏡を落とし、ただでさえぼやけたその視界が、涙で更にふやけてしまった。これでは誰も見分けがつかない。せいぜいドニーの巨体を見分けられるぐらいだろうか。そんな下らない事を考えなければ、更に涙が溢あふれ出てしまいそうだった。彼女はジャグジーが最後に言った言葉を思い出して必死に泣くのを止やめようとしたが、所しよ詮せんそれは無理な話というものだ。

　ただ、泣き声は一度も上げなかった。それだけは喉のどの奥に必死に閉じ込め続けた。このまま息が出来なくなってしまうのではないかと思ったその時。

　彼女の前に人影が立った。

　ニックだろうか、それとも白服か黒服の生き残りだろうか。もうどうにでもなれと顔を上げると────

　────その顔の半分に、黒い模様がぼやけて見えた。

「ひどいや、泣かないでって言ったのに」

　ぼやけて見えるその刺青が、変な形に歪ゆがんでいく。

「ニースが泣いてると、僕も泣きたくなってくる。だから、あのさ、────泣かないでよ」

　彼女は泣き声を閉じ込めるのを止やめ、勢いよく彼の体を抱だきしめた。

　ジャグジーの名を、泣き叫びながら。




　やがてニック達も屋根に登って来て、静かに寄り添うジャグジー達を取り囲む。

　その頃にはニースは泣き止んでおり、ジャグジーはニコニコと笑っていた。

「ところでジャグジー。どうやってあの赤い怪物をやっつけたの？　列車から落ちた筈はずなのに、どうやって助かったの？」

「えーと、それは後で話すよ。僕もまだよく理解できてないんだ。ただ、あの赤い怪物が──」

　その時、ジャグジーはようやくニックとドニーの姿に気付き、ニコニコしたまま話しかけた。

「や、やあ、丁ちよう度ど良かったよ」

　心なしか、声が震えている。

「悪いんだけどさ、ど、ドニー。二等客室の三号室まで運んでもらえるかな。そ、そこに医者が居るらしいんだ」

　急に伝でん聞ぶん形けいの情報を言い出すと、段々と顔が泣きそうになっていく。

「脇腹と腕と太ふと腿ももがすごくすごく痛いんだ。血がいっぱいで泣きそう……だ……」

　そう言った直後に自分の血を見て悲鳴を上げ、そのまま意識を失った。

　いつものジャグジーが戻って来た。大慌あわてで彼を運びながら、ニース達はこの列車で起きた事件が終しゆう焉えんを迎えた事を知った。




　朝日は徐々に高く上り始め、何ど処こまでも続く線路を照らし出す。

　ＮＹニユーヨークへ向かう彼らを、静かに祝福するかのように。





鈍行編　了
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12月31日　午後２時　ニューヨーク・ペンシルヴェニア駅




「おっせぇなあ」

　待合室の中、ガンドール・ファミリーのボスである三兄弟が並んでいる。正午に着くはずの『フライング・プッシーフット』が、二時間過ぎたというのに一向に到着しないのだ。次男のベルガ・ガンドールが苛いら立だたしげに声を上げる。

「落ち着きなよ兄さん。長距離列車が数時間単位で遅れるぐらい、いつもの事さ」

「……」

　三男のラックが兄をたしなめ、長男のキースは沈黙を保つ。

　彼らのすぐ傍かたわらでは、別の集団が知人を待ち合わせていた。アイザックやミリア、錬れん金きん術じゆつ師しの仲間を待つ一同だ。具体的に言うならば、マルティージョ・ファミリーの幹部であるフィーロ・プロシェンツォとその居い候そうろうであるエニス。そしてマルティージョの『出納係コンタユオーロ』であるマイザー・アヴァーロの三人だ。そのうちマイザーは２００年前の錬れん金きん術じゆつ師しであり、『不ふ死し者』の一人でもあった。

　フィーロはキース達の方に目を向けて、周りに聞こえないぐらいの声で問い掛けた。

「いいのかよ、お前ら今ルノラータとやり合ってんだろ？　ボスが三人揃ってこんなとこでよ」

「私達だから安心して外に出れるんですよ。フィーロ」

「それもそうか」

　フィーロは納得した。一年前のとある事件で、彼らもアイザックやミリア同様に『不死者』となったのだった。これはまだ捜そう査さ局も知らない事実であるが。

「ところで、その錬金術師というのはどういう方なんですか？　マイザーさん」

　ラックの問いに、眼鏡めがねをかけた柔にゆう和わな顔つきの男が答える。

「そうですね。寂しがりやのくせに、何でも自分ひとりで背負おうとするタイプの人ですよ」

「長生き出来ないタイプですね。常人ならの話ですが」

　淡々と告げるラック。その後を継つぐように、ベルガが自分達の待ち人について語り始めた。

「クレアも逆の意味で似たようなもんだ。あいつは我がが強すぎる。明るいからまだいいんだが」

　そんな彼らを見て、エニスも自分の知らない人物の事を尋ねる事にした。

「クレアさんって明るくて活発で、芯しんの通ってる素す敵てきな女性なんですね」

　その問いを聞いて、フィーロとラックは顔を見合わせる。

「フィーロ、言ってなかったんですか？　そんな肝心な事を」

「そういや忘れてた。いや、どんな奴やつかってのまでは言ってたんだが」

「？」

　エニスが頭に疑問符を浮かべていると、列車が到着したとのアナウンスがあった。

「よし、行くか。まあエニス、会えば解わかるよ」

　そして彼らは待ち人を迎える為に、長旅の興奮覚めやらぬ列車の方へと向かって行った。







「あれ？　なんか違うような」

　そこに到着した列車は、『フライング・プッシーフット』では無かった。彼らが知るその高級列車とは全然違う、極ごく普通の列車だった。

「何かトラブルがあって、代車を用意したらしいですよ」

　マイザーの言葉に納得し、各自で扉が開くのを待つ事にした。




「そう言えば──ヒューイ・ラフォレットでしたっけ。彼、捕まりましたねマイザーさん」

　フィーロの言葉に、マイザーは少し表情を曇らせながら頷うなずいた。その様子を見て、キースが無言でマイザーの方に瞳を据すえる。

「ああ、キースさん達にもお伝えしておいた方がいいですね」

　マイザーは仕方が無いというように笑うと、顔を引き締めながら話し始めた。

「この前逮たい捕ほされた、ヒューイ・ラフォレットっていう自称革命家なんですが──」

　マイザーの言葉に、皆が注目する。

「彼も、不ふ死し者の一人です」




　その時丁ちよう度ど扉が開き、客がどやどやと湧わき出てくる。何な故ぜかその表情は安あん堵どに満ちていたり異様に疲れていたりと、極端に偏かたよった顔をした者が多かった。




　そして一度降車客の足取りが途絶えた後、少し経たって作業着の女が姿を現した。隙すきのなさそうな空気を纏まとう彼女を見て、エニスは彼女が『クレア』なのかと思った。

　しかし、作業着の女はキース達の横をあっさりと通り過ぎて行ってしまった。足に怪け我がをしているようで、包帯を巻いた左足を少し引き摺ずりながら歩いて行く。




　次に、魔ま術じゆつ師しのような男が現れた。全身を灰色の布に包み、どう見ても魔術師としか思えない格好だ。ガンドール達は目を見張り、この変な奴やつが錬れん金きん術じゆつ師しに違い無いと思った……のだが、フィーロ達も「変わった格好だなあ」と呟つぶやいている。

　その灰色魔術師の後ろから、助手と思しき男が荷物を持ってついてくる。さらにその後ろから、若い男の情けない泣き声が周辺に響き渡った。




　　　　⇔




　足の痛みに涙を流しながらも、ジャグジーは頭の中でずっと悩み続けていた。

　結局、あのラッド・ルッソとかいう男はどこに消えてしまったんだろう。

　それに、アイザックさん達はどうしてあんな……ヨーヨーみたいな事になってたんだろう。

　チェス君はどうしたんだろう、ニースに聞いても知らないと言って目を逸そらすだけだし。

　ニースと言えば、あんなに爆弾が爆発してたのに、どうして列車は止まらなかったんだろう。

　……そして何より、あの赤い怪物……いや、あの赤い服の人は何者だったのであろうか。

　あの列車の中の、自分達の知らない所では一体なにが起こっていたのだろう。悩んでも何も解決しない事は解わかっているが、考えずにはいられない。アイザック達に会おうにも、足がこの調子なので彼らを探し回る事が出来なかった。

　──今度この街の情報屋にでも聞いてみよう。この街には何でも知ってるって噂うわさの情報屋がいるらしいし。

　ああ、それにしても足が痛い。まずはこの怪我を直さないと話にならないや──

　ジャグジーは悩む事をひとまず休止させ、足の痛みに対する泣き言を再開する事にした。




　　　　⇔




「いい、痛い痛い！　ちょ、ちょっと待ってぇ！　もうちょっとゆっくりと！」

　体中に包帯を巻いて泣き叫ぶ男。その顔には物々しい刺青いれずみがあった。それに続いて眼がん帯たいの上に眼鏡めがねをかけた娘むすめや顔に包帯を巻いた男、影の薄い男と続き、最後に身の丈たけ２メートルを越す褐かつ色しよくの巨人が列車を降りて行った。

「サーカスか何かかな？」

　珍妙な集団を見送って、フィーロ達は尚なおも友人達の到着を待ち続けた。

　降車する人影も疎まばらになり、寂じやく然ねんたる空気がホームを包み始める。

　それでも彼らは、待ち人の到着を微み塵じんも疑わなかった。




　駅員が客車のドアを閉め始めた時。最後に列車の中から現れたのは────


続












　　あとがき




　まず、本文とは関係無いこの部分にまで目を通して戴いただきました皆様に大きな感謝を。




　この物語は一応『バッカーノ！』というタイトルを冠してはおりますが、前作のキャラクター達が新たな事件で大暴れ……というわけではありません（一部のカップル除く）。舞台となる世界は同じであっても、それぞれ事件としては独立したものにしようという魂こん胆たんです。キャラクターも大半は入れ替わっておりますが、同じ時代のアメリカですので、前作のキャラも見えない所で息衝づいていると思って戴ければ幸いです。

　私が下へ手たに大河ドラマ的シリーズを書くと、話の途中であっさり打ち切りとか、伏線ばかり張って話が先に進まないとか、クライマックスでネタに詰まって『以下次巻にて！』とかやったまま永遠に本が出ないとかいう事になるのではないかという気がしてなりません。いつかはそうした長編も書けるように実力をつけて行きたいとは思うのですが……。

　そういう考えもありまして、この『バッカーノ！』シリーズでは、できるだけ一話完結の形で続けて行こうと思ったわけなのですが───

　───文末に『続』の文字がある通り、いきなり分冊となってしまいました。

　続くとは言っておりますが、次回『特急編』はこの話の直後から始まるわけではありません。ぶっちゃけた話、今回の『鈍行編』と同じ事件を同じ時間軸で、『視点』を変えて描かれた物語となる予定です。

　今回も前作に匹ひつ敵てきする登場人物の多さとなってしまいまして、やはり皆様の気に入ったキャラクターを主人公と思って戴ければ……と、なる筈はずだったのですが、話の途中から消えているキャラクターがちらほらりと見受けられるかと思います。そうしたキャラクター達の動向や結末などは、特急編にて描写させていただく形と相成りますので、次巻の『特急編』も続けて御一読戴ければ感慨無量の極みです。

　変則的な分冊になってしまいましたが、皆様の期待に応こたえる事ができるような作品を目指して全力を尽くしますので、今後とも何なに卒とぞ宜よろしくお願い致します。




　映画・戯曲・小説・漫画等───大半のジャンルの物語において、列車という存在は頻ひん繁ぱんに登場する舞台の一つではないでしょうか。私が今回大陸横断鉄道を舞台に選んだのは、やはり自分がそうした物語を見るのが好きだったからという事もあります。

　様々な物語の中で、列車は単に舞台としてではなく──時には小道具として、時には重要なキーワードとして、そして、時には主役となって話に彩いろどりを加えていく。そんな雰囲気が好きだったりするのですが……この話の中で私は列車をどう扱っていたのか、書き終わった今になっても良く解わからない次第です。複雑に絡からまり合った線路の上を、物凄すごい勢いで滑かつ走そうする列車。そんなものをイメージしながらストーリーを練ったつもりなのですが、話が脱線事故を起こしたりはしないだろうかと冷や冷やしながら最後まで書き上げたという次第です。




　さて。半年振りに出版させていただく事となりまして、いささかここに何を書けばよいものやら迷っています。

　無事に卒業も叶かないまして、原稿の執筆以外はてんで自じ堕だ落らくな日々を送っている状況です。

　卒論で出遅れた分は気合を入れて取り戻し、この本が発売してから一年の間にどれだけ筆を進められるかを試みようと考えています。もっとも『君はつまらんからもう書かなくていいよ』と担当さんに笑顔で言われる日が来ないよう、文章とストーリーのスキルアップもこなせるように新生活の一年目を頑がん張ばって行きたい──というのが当面の目標ですので、読者の皆様にも気長にお付き合い戴いただければ幸いです。




※以下は前回と同じく御礼関係となりますので、御ご了りよう承しよう下さい。




　今回の出版に関して、引き続きお世話になりました……というよりもこちらからは御迷惑ばかりかけてしまいました鈴すず木き編集長、並びに営業・宣伝部の皆様。

　担当ではありませんが、とある一言で気を引き締めるプレッシャーを与えて下さったミネさんを始めとする、電撃文庫編集部の皆様。

　前作に引き続き、私の未熟故ゆえの誤字脱字をチェックして戴きました校閲の皆様。

　様々な面でお世話になっている家族並びに友人知人、特に『Ｓ市』の皆様へ。

　お忙しい中にも関わらず、多た岐きに渡るキャラクターを個性的に描画して戴き、物語に粋いきな賑にぎわいを与えて下さいましたエナミカツミ様。

　そして前回に引き続き──あるいは初めて私の本を手にとって下さった読者の皆様へ。

　本当にありがとう御座いました。この感謝を風化させる事なく、次回以降の結実にむけて日々精進して行きたいと思います。その時、再び皆様と巡り逢う事ができれば幸いです。

　それでは──




　２００３年５月　自宅にて

『DEAD OR ALIVE～犯罪者～（三池崇史監督作品）』のラスト５分を繰り返し流しながら。


成なり田た良りよう悟ご
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成なり田た良りょう悟ご

左の写真は田端の某トルコ料理屋で民族衣装を貸りて撮影した物。皆に『やはり人買いにしか見えぬ』と言われ「流石にそれはトルコの人に失礼だろう」と反論していたら、店長さん（トルコ人？）にまで『ウワァ、怪シイ人が居るヨー？』と言われる、そんな23歳。
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イラスト／エナミカツミ

広島出身東京在住のゲームグラフィッカー。イラスト仕事は最近始めたばかりだが、とたんに沢山の依頼が舞い込み戸惑っているらしい。多彩な画風で注目を集めている実力派。
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